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【公報種別】特許公報の訂正
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年7月14日(2021.7.14)

【特許番号】特許第6879770号(P6879770)
【登録日】令和3年5月7日(2021.5.7)
【特許公報発行日】令和3年6月2日(2021.6.2)
【年通号数】特許・実用新案公報2021-021
【出願番号】特願2017-27303(P2017-27303)
【訂正要旨】特許権者の住所の誤載により下記のとおり全文を訂正する。
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   5/00     (2018.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/04     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｆ２１Ｖ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 107/70     (2016.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ    5/00     ５１０　
   Ｆ２１Ｖ    5/04     ５００　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４８０　
   Ｆ２１Ｖ    5/08     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    3/04     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/00     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｆ    1/13357  　　　　
   Ｆ２１Ｙ  107:70     　　　　
   Ｆ２１Ｙ  115:10     　　　　
【記】別紙のとおり



(2) JP 6879770 B6 2021.7.14

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  底面と、
  前記底面のセンター領域に凹状のリセスと、
  前記底面と前記リセスの反対側に凸状の曲面を有する第１出射面と、
  前記底面と第１出射面との間に第２出射面と、
  を含み、
  前記底面から第１軸方向の長さはＤ１であり、前記第１軸方向と直交する第２軸方向の
長さはＤ２であり、
  前記リセスの底から前記第１軸方向の長さはＤ３であり、前記第２軸方向の長さはＤ４
であり、
  前記底面の長さはＤ１＜Ｄ２の関係を有し、
  前記リセスの底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を有し、
  前記リセスの周りに配置された入射面は曲面を有し、
  前記リセスの底において、前記第１軸方向の長さと前記第２軸方向の長さの差は、０.
５mm～５mmの範囲であり、
  前記第２出射面の厚さは、第３軸方向に前記リセスの深さより小さく、
  前記第３軸方向は、前記第１及び第２軸方向と直交する方向であり、
  前記底面における長さＤ２／Ｄ１の比率は、前記リセスの底における長さＤ３／Ｄ４の
比率より小さい、光学レンズ。
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【請求項２】
  前記第１出射面の第１軸方向の最大長さはＤ１であり、前記第２軸方向の最大長さはＤ
２であり、
  前記長さＤ３／Ｄ４の比率は、前記長さＤ２／Ｄ１の比率の１.２倍～１.６倍の範囲を
有する、請求項１に記載の光学レンズ。
【請求項３】
  前記底面および前記リセスは、ボトムビュー形状が相互に異なる楕円形状を有する、請
求項１または２のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項４】
  前記第２出射面は、垂直な平面または傾斜した面を有し、
  前記第２出射面の表面のうち前記第１軸方向に突出した側面突出部を含む、請求項１～
３のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項５】
  前記底面は、前記リセスに隣接した第１エッジと、前記第２出射面に隣接した第２エッ
ジとを含み、
  前記第１エッジの高さは、前記第２エッジの高さより低く、
  前記底面は、前記第１エッジと前記第２エッジとの間の領域が曲面および傾斜した面の
うち少なくとも１つを有する、請求項１～４のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項６】
  前記リセスの深さは、前記リセスの底から第１軸方向の長さより大きく、
  前記リセスの深さは、前記第２出射面の厚さの２倍以上である、請求項１～５のいずれ
か一項に記載の光学レンズ。
【請求項７】
  前記第２出射面は、前記第１軸方向における厚さが前記第２軸方向における厚さと同一
またはより薄い、請求項１～６のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項８】
  前記第２出射面の厚さは、前記第１軸方向から前記第２軸方向に隣接するほど漸増する
、請求項１～７のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項９】
  前記リセスの第１頂点は、前記リセスの底よりも前記第１出射面の第２頂点により隣接
し、
  前記第１出射面は、前記リセスと垂直方向に重なったセンター領域がフラットな面また
は凸状の曲面を有し、
  前記リセスの深さは、前記リセスの底から前記第１出射面の第２頂点との間の間隔の８
０％以上である、請求項１～８のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項１０】
  前記底面から突出した複数の支持突起を含み、
  前記複数の支持突起は、前記第１軸方向への間隔が前記第２軸方向への間隔より大きい
、請求項１～９のいずれか一項に記載の光学レンズ。
【請求項１１】
  回路基板と、
  前記回路基板の上に第１軸方向に配列された複数の発光素子と、
  前記発光素子のそれぞれの上に配置された複数の光学レンズと、
  を含み、
  前記光学レンズは、請求項１から１０のいずれか一項に記載の光学レンズであり、
  前記発光素子は、光が放出される上面と多数の側面を有するＬＥＤチップを含み、
  前記発光素子の少なくとも一部は、前記リセス内に配置される、光源モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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  本発明は、光学レンズに関するものである。
【０００２】
  また、本発明は、発光素子の上に光学レンズが配置された光源モジュールに関するもの
である。
【０００３】
  また、本発明は、前記光源モジュールを有するライトユニットに関するものである。
【背景技術】
【０００４】
  発光素子、例えば、発光ダイオード(Light Emitting Diode)は、電気エネルギーを光に
変換する半導体素子の一種として、既存の蛍光灯、白熱灯に代えて次世代の光源として注
目されている。
【０００５】
  発光ダイオードは、半導体素子を利用して光を生成するので、タングステンを加熱して
光を生成する白熱灯や、または高圧放電を介して生成された紫外線を蛍光体に衝突させて
光を生成する蛍光灯に比べて非常に低い電力を消耗する。
【０００６】
  また、発光ダイオードは、半導体素子の電位ギャップを利用して光を生成するので、既
存の光源に比べて寿命が長く、応答特性がはやく、環境にやさしい特徴を有している。
【０００７】
  これによって、既存の光源を発光ダイオードにて代替するための多くの研究が行われて
おり、発光ダイオードは室内外で使用される各種ランプ、表示装置、電光掲示板、街灯等
の照明装置の光源として使用が増加している。
【発明の概要】
【０００８】
  本発明は、非等方形光学レンズを提供する。
【０００９】
  本発明は、軸方向の長さが相互異なる光学レンズを提供する。
【００１０】
  本発明は、底面の長さが軸方向によって異なる光学レンズを提供する。
【００１１】
  本発明は、出射面の長さが軸方向によって異なる光学レンズを提供する。
【００１２】
  本発明は、リセスの両軸方向の長さが相互異なり、底面の両軸方向の長さが相互異なる
光学レンズを提供する。
【００１３】
  本発明は、リセスの両軸方向の長さが相互異なり、底面および出射面の両軸方向の長さ
が相互異なる光学レンズを提供する。
【００１４】
  本発明は、底面の中心に凹状のリセスの長さが軸方向によって異なる光学レンズを提供
する。
【００１５】
  本発明は、第１軸方向にリセスの底の長軸と前記底面および／または出射面の短軸が対
応し、第２軸方向にリセスの底の短軸と前記底面および／または出射面の長軸が対応する
光学レンズを提供する。
【００１６】
  本発明は、底面の両軸方向の長さの比率と前記リセスの両軸方向の長さの比率が異なる
光学レンズを提供する。
【００１７】
  本発明は、非対称形状のリセスおよび入射面を有する光学レンズを提供する。
【００１８】
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  本発明は、リセスの底の中心を基準に非対称形状のリセスおよび底面を有する光学レン
ズを提供する。
【００１９】
  本発明は、出射面の頂点がフラットまたは凸状の光学レンズを提供する。
【００２０】
  本発明は、入射面の頂点が入射面の底よりも出射面の頂点により隣接した光学レンズを
提供する。
【００２１】
  本発明は、傾斜または曲面を有する底面が配置された光学レンズを提供する。
【００２２】
  本発明は、入射面の周りに曲面の第１出射面とフラットな第２出射面を有する光学レン
ズを提供する。
【００２３】
  本発明は、入射面の頂点が入射面の底よりも第１出射面の頂点により隣接した光学レン
ズを提供する。
【００２４】
  本発明は、発光素子の周りに傾斜した底面が配置された光学レンズを提供する。
【００２５】
  本発明は、少なくとも５面から発光する発光素子から入射した光の出射角を変化させる
光学レンズを提供する。
【００２６】
  本発明は、発光素子の上に光学レンズが配置された光源モジュールを提供する。
【００２７】
  本発明は、発光素子の上面および側面から放出された光を光学レンズの入射面に入射す
ることができる光源モジュールを提供する。
【００２８】
  本発明は、光学レンズの相互異なる出射面から出射された光の放出角度を変化させて輝
度分布を制御できる光源モジュールを提供する。
【００２９】
  本発明は、光学レンズの底面が発光素子の周りに配置されることで、光の損失を防止で
きる光源モジュールを提供する。
【００３０】
  本発明は、光学レンズの底面を傾斜した面または曲面となるように配置して、中心部の
輝度分布を改善した光源モジュールを提供する。
【００３１】
  本発明は、出射された光の輝度分布を制御できる光学レンズおよびこれを備えた光源モ
ジュールを提供する。
【００３２】
  本発明は、光学レンズの側面突出部が前記光学レンズの出射面よりも外側に突出する光
源モジュールを提供する。
【００３３】
  本発明は、光学レンズの側面突出部が前記光学レンズの長軸方向の出射面の外側に突出
する光源モジュールを提供する。
【００３４】
  本発明は、ボトムカバーのコーナー領域の暗部を除去するための光源モジュールを有す
るライトユニットを提供する。
【００３５】
  本発明の光学レンズは、底面と、前記底面のセンター領域に凹状のリセスと、前記底面
と前記リセスの反対側に凸状の曲面を有する第１出射面と、前記底面と第１出射面との間
に第２出射面とを含み、前記底面から第１軸方向の長さはＤ１であり、前記第１軸方向と
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直交する第２軸方向の長さはＤ２であり、前記リセスの底から前記第１軸方向の長さはＤ
３であり、前記第２軸方向の長さはＤ４であり、前記底面の長さはＤ１＜Ｄ２の関係を有
し、前記リセスの底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を有する。
【００３６】
  本発明の光源モジュールは、回路基板と、前記回路基板の上に第１軸方向に配列された
複数の発光素子と、前記発光素子のそれぞれの上に配置された複数の光学レンズとを含み
、前記光学レンズは、前記回路基板の上面と対面する底面と、前記底面のセンター領域に
凹状のリセスと、前記底面および前記リセスの反対側に凸状の曲面を有する第１出射面と
、前記底面と第１出射面との間に第２出射面と、前記底面に前記回路基板方向に突出した
複数の支持突起とを含み、前記底面から第１軸方向の長さはＤ１であり、前記第１軸方向
と直交する第２軸方向の長さはＤ２であり、前記リセスの底から前記第１軸方向の長さは
Ｄ３であり、前記第２軸方向の長さはＤ４であり、前記底面の長さはＤ１＜Ｄ２の関係を
有し、前記リセスの底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を有する。
【００３７】
  本発明のライトユニットは、前記光源レンズおよび光源モジュールのうち少なくとも１
つを含むことができる。
【００３８】
  本発明のライトユニットは、収納領域を有するボトムカバーと、前記ボトムカバーの上
に第１軸方向に長く配置された回路基板と、前記回路基板の第１軸方向に配列された複数
の発光素子と、前記各発光素子の上に配置された複数の光学レンズとを含み、前記複数の
光学レンズは、前記ボトムカバー内に第１軸方向に１列に配置され、前記各光学レンズは
、前記回路基板の上に底面と、前記底面のセンター領域に凹状のリセスと、前記底面およ
び前記リセスの反対側に凸状の曲面を有する第１出射面とを含み、前記底面は、第１軸方
向の長さがＤ１であり、前記第１軸方向と直交する第２軸方向の長さがＤ２であり、前記
リセスの底は、前記第１軸方向の長さがＤ３であり、前記第２軸方向の長さがＤ４であり
、前記底面の長さはＤ１＜Ｄ２の関係を有し、前記リセスの底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係
を有し、前記底面の長さの比率と前記リセスの長さの比率は、Ｄ２／Ｄ１＜Ｄ３／Ｄ４の
関係を有することができる。
【００３９】
  本発明によれば、前記底面における長さＤ２／Ｄ１の比率は、前記リセスの底における
長さＤ３／Ｄ４の比率より小さくなる。
【００４０】
  本発明によれば、前記第１出射面の第１軸方向の最大長さはＤ１であり、前記第２軸方
向の最大長さはＤ２であり、前記長さＤ３／Ｄ４の比率は、前記長さＤ２／Ｄ１の比率の
１.２倍～１.６倍の範囲を有することができる。
【００４１】
  本発明によれば、前記底面および前記リセスは、ボトムビュー形状が相互異なる楕円形
状を有することができる。
【００４２】
  本発明によれば、前記第２出射面は垂直な平面または傾斜した面を有することができる
。
【００４３】
  本発明によれば、前記第２出射面の表面のうち前記第１軸方向に突出した側面突出部を
含むことができる。
【００４４】
  本発明によれば、前記底面は、前記リセスに隣接した第１エッジと、前記第２出射面に
隣接した第２エッジとを含み、前記第１エッジの高さは、前記第２エッジの高さより低く
なる。
【００４５】
  本発明によれば、前記底面は、前記第１エッジと前記第２エッジとの間の領域が曲面お
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よび傾斜した面のうち少なくとも１つを有することができる。
【００４６】
  本発明によれば、前記リセスの深さは、前記リセスの底から第１軸方向の長さより大き
い。前記リセスの深さは、前記第２出射面の厚さの２倍以上である。
【００４７】
  前記第２出射面は、前記第１軸方向における厚さが前記第２軸方向における厚さと同一
またはより薄い。前記第２出射面の厚さは、前記第１軸方向から前記第２軸方向に隣接す
るほど次第に厚くなる。
【００４８】
  本発明によれば、前記リセスの第１頂点は、前記リセスの底よりも前記第１出射面の第
２頂点により隣接し、前記第１出射面は、前記リセスと垂直方向に重なったセンター領域
がフラットな面または凸状の曲面を有し、前記リセスの深さは、前記リセスの底から前記
第１出射面の第２頂点との間の間隔の８０％以上である。
【００４９】
  本発明によれば、前記底面から突出した複数の支持突起を含み、前記複数の支持突起は
、前記第１軸方向への間隔が前記第２軸方向への間隔より大きい。
【００５０】
  本発明によれば、前記発光素子は、光が放出される上面と多数の側面を有するＬＥＤチ
ップを含み、前記発光素子の少なくとも一部は、前記リセス内に配置される。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】第１実施例に係る光学レンズの平面図である。
【図２】図１の光学レンズの底面図である。
【図３】図１の光学レンズのＸ軸方向の第１側面図である。
【図４】図１の光学レンズのＹ軸方向の第２側面図である。
【図５】図１の光学レンズのＡ‐Ａ側断面図である。
【図６】図１の光学レンズのＢ‐Ｂ側断面図である。
【図７】第２実施例として、図１の光学レンズのＡ‐Ａ側断面図である。
【図８】第２実施例として、図１の光学レンズのＢ‐Ｂ側断面図である。
【図９】第３実施例として、図１の光学レンズのＡ‐Ａ軸方向の側断面図である。
【図１０】第３実施例として、図１の光学レンズのＢ‐Ｂ側断面図である。
【図１１】図５の光学レンズの変形例である。
【図１２】図６の光学レンズの変形例である。
【図１３】実施例に係る光学レンズを有する光源モジュールを示した図である。
【図１４】図１３の光源モジュールのＧ‐Ｇ側断面図である。
【図１５】図１３の光源モジュールのＨ‐Ｈ側断面図である。
【図１６】図１３の光源モジュールを有するライトユニットを示した平面図である。
【図１７】第４実施例に係る光学レンズの平断面図である。
【図１８】図１７の光学レンズの背面図である。
【図１９】図１７の光学レンズの第１側面図である。
【図２０】図１７の光学レンズの第２側面図である。
【図２１】図１７の光学レンズのＡ’‐Ａ’側断面図である。
【図２２】図１７の光学レンズのＢ’‐Ｂ’側断面図である。
【図２３】第５実施例に係る光学レンズの背面図である。
【図２４】図２３の光学レンズのＣ’‐Ｃ’側断面図である。
【図２５】図２３の光学レンズのＤ’‐Ｄ’側断面図である。
【図２６】第６実施例に係る光学レンズの側断面図である。
【図２７】図２６の光学レンズの他の側断面図である。
【図２８】第７実施例に係る光学レンズの斜視図である。
【図２９】図２８の光学レンズの側面図である。
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【図３０】図２８の光学レンズのＦ’‐Ｆ’側断面図である。
【図３１】図２８の光学レンズのＥ’‐Ｅ’側断面図である。
【図３２】実施例に係る光学レンズを有する光源モジュールを示した図である。
【図３３】図３２の光源モジュールのＧ’‐Ｇ’側断面図である。
【図３４】図３２の光源モジュールのＨ’‐Ｈ’側断面図である。
【図３５】図３２の光源モジュールを有するライトユニットを示した平面図である。
【図３６】実施例に係る光学レンズのリセス内に配置された発光素子の一例を示した図で
ある。
【図３７】実施例に係る光学レンズのリセス内に配置された発光素子の他の例を示した図
である。
【図３８】実施例に係る光学レンズの側面突出部の一例を示した図である。
【図３９】実施例に係る光学レンズの側面突出部の他の例を示した図である。
【図４０】第８実施例に係るライトユニットとして、光学レンズおよび支持プレートの結
合側断面図の例である。
【図４１】実施例に係る光源モジュールの発光素子の一例を示した図である。
【図４２】実施例に係る光源モジュールの発光素子の他の例を示した図である。
【図４３】実施例に係る光源モジュールの発光素子の他の例を示した図である。
【図４４】図１の光源レンズの放射パターンを示した図である。
【図４５】図１の光源レンズの輝度分布を示した図である。
【図４６】図７および図８の光学レンズの放射パターンを示した図である。
【図４７】図７および図８の光学レンズの輝度分布を示した図である。
【図４８】図１の光学レンズのリセスの深さ変化に応じた第２軸方向の輝度分布を示した
図である。
【図４９】図１の光学レンズのリセスの深さ変化に応じた第１軸方向の輝度分布を示した
図である。
【図５０】図１の光学レンズのリセスの深さ変化に応じた第２軸方向における色差分布を
示した図である。
【図５１】図５１の(Ａ)、(Ｂ)は、比較例および実施例に係る光学レンズの輝度分布を比
較した図である。
【図５２】図５２の(Ａ)、(Ｂ)は、比較例および実施例に係る光学レンズの放射パターン
を比較した図である。
【図５３】図５１の(Ａ)、(Ｂ)のＸ‐Ｘ'軸方向における輝度分布を示したグラフである
。
【図５４】図５１の(Ａ)、(Ｂ)のＹ‐Ｙ'軸方向における輝度分布を示したグラフである
。
【図５５】実施例に係る光学レンズのＸ‐Ｘ'およびＹ‐Ｙ'軸方向の光度と比較例の光度
を比較した図である。
【図５６】図５６の(Ａ)、(Ｂ)、(Ｃ)は、第２実施例に係る光学レンズを有する光源モジ
ュールにおける輝度分布および各軸方向の光度を示した図である。
【図５７】図５６の光学レンズを有するライトユニットにおける輝度分布および各軸方向
における光度を示した図である。
【図５８】図５８の(Ａ)、(Ｂ)、(Ｃ)は、第３実施例に係る光学レンズを有する光源モジ
ュールにおける輝度分布および各軸方向の光度を示した図である。
【図５９】図５８の光学レンズを有するライトユニットにおける輝度分布および各軸方向
における光度を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
  以下、添付された図面を参照して各実施例を詳しく説明する。各実施例の説明において
、各層(膜)、領域、パターンまたは構造物が、基板、各層(膜)、領域、パッドまたはパタ
ーンの「上」または「下」に形成されると記載される場合、「上」と「下」は、直接また
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は他の層を介して形成されるものも含む。また、各層の上または下に対する基準は、図面
を基準に説明する。
【００５３】
  以下、添付された図面を参照して実施例に係る光学レンズおよびこれを備えた光源モジ
ュールを説明する。
【００５４】
  図１は第１実施例に係る光学レンズの平面図であり、図２は図１の光学レンズの底面図
であり、図３は図１の光学レンズのＸ軸方向の第１側面図であり、図４は図１の光学レン
ズのＹ軸方向の第２側面図であり、図５は図１の光学レンズのＡ‐Ａ側断面図であり、図
６は図１の光学レンズのＢ‐Ｂ側断面図である。
【００５５】
  図１～図６に示すように、光学レンズ３００は、底面３１０、前記底面３１０の中心部
に凹状のリセス３１５、前記底面３１０および前記リセス３１５の上に曲面を有する第１
出射面３３０を含む。前記光学レンズ３００において前記リセス３１５の表面は入射面３
２０からなることができる。
【００５６】
  前記光学レンズ３００は、第１軸方向(Ｘ)の第１長さ(Ｄ１)と前記第２軸方向(Ｙ)の第
２長さ(Ｄ２)が異なる。前記第１軸方向は、前記第２軸方向と直交する方向であり、前記
第１、２軸方向と直交する垂直方向は第３軸方向(Ｚ)である。前記第１長さ(Ｄ１)はＸ軸
方向の最大長さとして、Ｘ軸方向の相互反対側表面の間の間隔である。前記第２長さ(Ｄ
２)はＹ軸方向の最大長さとして、Ｙ軸方向の相互反対側表面の間の間隔である。前記光
学レンズ３００において、第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)はＸ軸とＹ軸方向の最大長さ
である。前記光学レンズ３００において、第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)は底面３１０
のＸ軸とＹ軸方向の長さである。前記光学レンズ３００において、第１長さ(Ｄ１)と第２
長さ(Ｄ２)は、前記第１出射面３３０のＸ軸とＹ軸方向の最大長さである。前記第１長さ
(Ｄ１)は、Ｘ軸方向において側面突出部３６０を除いた第２出射面３３５の最大長さであ
る。前記第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)は、Ｄ１＜Ｄ２の関係を有することができる。
前記第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)の差は、０.５mm以上、例えば１mm以上である。前
記第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)の差は１mm以上、例えば１mm～３.５mmの範囲を有す
ることができる。前記第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)の差は３.５mm以下である。前記
第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)の差は、前記第２長さ(Ｄ２)の１０％以下である。前記
第１長さ(Ｄ１)と第２長さ(Ｄ２)の差が１mm未満の場合、Ｘ軸方向とＹ軸方向の輝度分布
の差が微小で、３.５mmを超える場合、両軸方向の輝度分布の差が過大となるか、いずれ
か１つの軸方向の輝度分布が低すぎることになる問題がある。実施例に係る光学レンズ３
００は、Ｙ軸方向の長さ(Ｄ２)がＸ軸方向の長さ(Ｄ１)より長い長さを有するので、Ｙ軸
を基準に、Ｘ軸方向への光出射面積がより増加することになる。
【００５７】
  前記光学レンズ３００は、透光性材料を含むことができる。前記光学レンズ３００は、
ポリカーボネート(PC)、ポリメタクリル酸メチル(PMMA)、シリコンまたはエポキシ樹脂、
またはグラス(Glass)のうち少なくとも１つを含むことができる。前記光学レンズ３００
は、屈折率が１.７以下、例えば１.４～１.７範囲の透明材料を含むことができる。前記
光学レンズ３００は、透光性材質のレンズ本体を含むことができる。
【００５８】
  前記光学レンズ３００の底面３１０は、前記レンズ本体の底からなることができる。前
記底面３１０は、第１出射面３１０の反対側面からなることができる。前記底面３１０の
面積は、前記第１出射面３１０の表面積より小さい面積を有することができる。前記底面
３１０において、Ｘ軸方向の長さ(Ｄ１)とＹ軸方向の長さ(Ｄ２)は、Ｄ１＜Ｄ２の関係を
有することができる。前記底面３１０において、長さの比率Ｄ１：Ｄ２は１：１.０１～
１：１.１の範囲を有することができる。前記底面３１０は外枠形状が楕円形状を有する
ことができる。前記底面３１０は、外枠ラインの形状が前記底の中心(Ｐ０)を通るＸ軸方
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向を基準に対称する形状を有し、前記Ｙ軸方向を基準に対称する形状を有することができ
る。前記底の中心(Ｐ０)を基準に第１軸(Ｘ)方向に水平な第１直線はＸ０で、第２軸(Ｙ)
方向に水平な第２直線はＹ０でる。前記底の中心(Ｐ０)は、直線Ｘ０とＹ０が交差する地
点である。前記底面３１０と前記リセス３１５のボトムビュー形状は、相互異なる楕円形
状、例えば、相互異なる軸方向の長さが長い楕円形状を有することができる。
【００５９】
  前記光学レンズ３００は、下部中心に凹状のリセス３１５を含むことができる。前記底
面３１０は、中心領域に凹状のリセス３１５を有することができる。前記リセス３１５の
表面は、入射面３２０からなることができる。前記光学レンズ３００は、前記リセス３１
５の底の中心(Ｐ０)に対して垂直なＺ軸方向を中心軸(Ｚ０)と定義することができる。前
記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)は、光学レンズ３００の下部中心または前記底面３１０
の中心であり、基準点と定義することができる。前記底面３１０は、リセス３１５の周り
に配置される。
【００６０】
  前記底面３１０は、前記底の中心(Ｐ０)に対してＸ軸方向に水平な第１直線(Ｘ０)およ
びＹ軸方向に水平な第２直線(Ｙ０)に対して傾斜した面または曲面を含むことができ、或
いは傾斜した面と曲面を両方とも含むことができる。前記底面３１０において、前記リセ
ス３１５に隣接した領域はフラットであり、外周エッジに隣接した領域は傾斜した面から
なることができる。前記底面３１０は傾斜した面または曲面を含むことができ、前記傾斜
した面または曲面は、前記リセス３１５または底の中心(Ｐ０)から外周エッジに行くほど
高い高さを有することができる。前記リセス３１５は、前記底面３１０の中心領域から上
方に凹状または陥没した形態を有する。前記リセス３１５は、第１出射面３１０方向に凹
んだ領域からなることができる。
【００６１】
  前記光学レンズ３００の底面３１０は、リセス３１５に隣接した第１エッジ２３および
第２出射面３３５に隣接した第２エッジ２５を含む。前記第１エッジ２３は、前記入射面
３２０と前記底面３１０との間の境界領域であり、光学レンズ３００の低点領域を含むこ
とができる。前記第１エッジ２３は、前記底面３１０の領域のうち最も低い地点を含むこ
とができる。前記第１エッジ２３の位置は、水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)
を基準に第２エッジ２５の位置より低く配置される。前記第１エッジ２３は、前記入射面
３２０の下部周りをカバーすることができる。前記第２エッジ２５は、前記底面３１０の
外周領域または前記第２出射面３３５の下部領域となることができる。前記第２エッジ２
５は、前記底面３１０と前記第２出射面３３５との間の境界領域からなることができる。
【００６２】
  前記第１エッジ２３は、前記底面３１０の内側領域または前記入射面３２０との境界ラ
インからなることができる。前記第２エッジ２５は、前記底面３１０の外側領域または第
２出射面３３５との境界ラインからなることができる。前記第１エッジ２３は、内側角ま
たは曲面を含むことができる。前記第２エッジ２５は、外側角または曲面を含むことがで
きる。前記第１エッジ２３と第２エッジ２５は、前記底面３１０の両端部からなることが
できる。前記第１エッジ２３は、ボトムビュー形状が円形状または楕円形状を有すること
ができ、前記第２エッジ２５は、ボトムビュー形状が円形状または楕円形状を有すること
ができる。
【００６３】
  前記底面３１０は、前記第１エッジ２３に近いほど、前記水平な第１直線(Ｘ０)および
第２直線(Ｙ０)との間隔が狭くなる。前記底面３１０は、前記第１エッジ２３から離れる
ほど、前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)との間隔が大きくなる。前記底面
３１０において、前記第２エッジ２５は、前記第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)との
間隔が最大であり、前記第１エッジ２３は、前記第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)と
の間の間隔が最小である。前記底面３１０は、前記第１エッジ２３と前記第２エッジ２５
との間に傾斜した面または曲面を含み、または傾斜した面と曲面を両方とも含むことがで
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きる。前記底面３１０は、前記第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)を基準に外側に行く
ほど遠くなることで、前記リセス３１５から見るときは全反射面となることができる。例
えば、前記リセス３１５内で前記リセス３１５の底の上に任意の光源が配置された場合、
前記底面３１０は傾斜した面を提供することができる。前記底面３１０は、前記リセス３
１５を介して入射する光を反射させることで、光の損失を減らすことができる。また前記
入射面３２０を経ることなく底面３１０に直接入射する光を除去することができる。前記
光学レンズ３００は、入射面３２０を介して反射面３１０に入射した光の光量を増加させ
ることができ、指向角分布を改善させることができる。
【００６４】
  前記底面３１０が前記リセス３１５の第１エッジ２３に隣接するほどより低くなること
になる。前記第１エッジ２３に隣接した底面３１０は、第１直線(Ｘ０)および第２直線(
Ｙ０)に段々近くなる。これによって、前記底面３１０の面積はフラットな底に比べて増
加することになる。前記リセス３１５の入射面３２０の面積は、前記底面３１０が低くな
っただけより広くなる。前記リセス３１５の深さ(図５のＤ８)は、前記第１エッジ２３か
らの垂直な高さになるので、より深くなることになる。前記底面３１０の面積が増加する
ことで、反射面積を増加させることができる。前記リセス３１５の底はさらに低くなるの
で、底の面積を増加させることができる。
【００６５】
  前記底面３１０の第１エッジ２３は、前記リセス３１５の底と水平な第１直線(Ｘ０)お
よび第２直線(Ｙ０)上に配置され、前記第２エッジ２５は、前記第１直線(Ｘ０)および第
２直線(Ｙ０)から所定間隔で離隔する。前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)または
第２直線(Ｙ０)との間の間隔は、入射面３２０の下部領域２２に入射した光を反射させる
ように傾斜した面を提供できる距離である。前記入射面３２０の下部領域２２は、前記第
２エッジ２５に水平な線が交差する入射面３２０の下部地点と第１エッジ２３との間の領
域でる。
【００６６】
  前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)または第２直線(Ｙ０)との間の間隔は５００
μｍ以下、例えば４５０μｍ以下である。前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)また
は第２直線(Ｙ０)との間の間隔は２００μｍ～４５０μｍの範囲を有することができる。
ここで、前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)または第２直線(Ｙ０)との間の間隔が
前記範囲より小さい場合、前記第２出射面３３５の底点位置が低くなって前記第２出射面
３３５に放出された光の間の干渉問題が発生し、前記範囲より大きい場合、前記第２出射
面３３５の高点位置が高くなって第１出射面３３０の曲率が変更される問題が発生し、光
学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)が増加する問題がある。
【００６７】
  前記光学レンズ３００の底面３１０は、ベジェ(Bezier)曲線を有する曲面に形成される
。前記底面３１０の曲線は、スプライン(Spline)、例えばキュービック(cubic)、B‐スプ
ライン、T‐スプラインで具現することができる。前記底面３１０の曲線は、ベジェ曲線(
Bezier curve)で具現することができる。
【００６８】
  前記光学レンズ３００の底面３１０には、複数の支持突起３５０を含むことができる。
前記複数の支持突起３５０は、前記光学レンズ３００の底面３１０から下方に突出して前
記光学レンズ３００を支持することになる。図２に示すように、複数の支持突起３５０は
底の中心(Ｐ０)から同一距離に配置される。他の例として、複数の支持突起３５０のうち
少なくとも１つは、前記底の中心(Ｐ０)から異なる距離を持って配置されてもよい。前記
複数の支持突起３５０は、Ｘ軸方向に配列された突起間の間隔(Ｄ１３)が第２軸(Ｙ)方向
に配列された突起間の間隔(Ｄ１２)より大きい。前記Ｄ１３はＤ１２の１.５倍以上、例
えば２倍以上である。前記複数の支持突起３５０のうち間隔(Ｄ１２)は光学レンズが配列
される回路基板の幅方向であるので、回路基板の幅を増加さることなく光学レンズ３００
を安定的に支持することができる。
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【００６９】
  図２のように、前記底面３１０のボトムビュー形状は楕円形状を含むことができる。前
記底面３１０の長さは、Ｘ軸方向の第１長さ(Ｄ１)とＹ軸方向の第２長さ(Ｄ２)が異なる
。前記第１長さ(Ｄ１)は底面３１０のＸ軸方向の長さであり、第２長さ(Ｄ２)は底面３２
０のＹ軸方向の長さである。前記第１長さ(Ｄ１)は第１出射面３３０のＸ軸方向への最大
長さであり、第２長さ(Ｄ２)は第１出射面３３０のＹ軸方向への最大長さである。前記Ｄ
１は光学レンズのＸ軸方向の最大長さであり、Ｄ２はＹ軸方向の最大長さである。前記第
２長さ(Ｄ２)と第１長さ(Ｄ１)は、Ｄ２＞Ｄ１の関係を有することができる。前記Ｄ２／
Ｄ１の比率は１０１％以上、例えば１０１％～１１０％の範囲を有することができる。前
記Ｄ２はＤ１より０.５mm以上、例えば１mm以上である。前記Ｄ２はＤ１より１mm以上、
例えば１mm～３.５mmの範囲の長い長さを有することができる。前記長さの比率(Ｄ１：Ｄ
２)は１：１.０１～１：１.１の範囲を有することができる。前記光学レンズ３００の第
１出射面３３０がＹ軸方向に最大長さを有することになるので、Ｙ軸方向を基準に直交す
るＸ軸方向または対角線方向への出射面積を増加させることができる。
【００７０】
  図２のように、前記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。図３～図
６のように、前記リセス３１５は、側断面が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状または楕円
形状を含むことができる。前記リセス３１５は上方に行くほど幅が段々狭くなる形状を有
することができる。前記リセス３１５は、底の周りの第１エッジ２３から上端の第１頂点
２１に向かって徐々に収束される形状を有することができる。前記リセス３１５のボトム
ビューが楕円形状である場合、前記第１頂点２１に向かって直径が徐々に減少することに
なる。前記リセス３１５は、中心軸(Ｚ０)を基準にＸ軸方向に対称またはＹ軸方向に対称
する形状に提供されてもよい。前記入射面３２０の第１頂点２１はドット形状またはライ
ン形状に提供されてもよい。
【００７１】
  前記リセス３１５の底の長さは、Ｘ軸方向の第３長さ(Ｄ３)はＹ軸方向の第４長さ(Ｄ
４)と異なってもよい。例えば、Ｘ軸方向の第３長さ(Ｄ３)はＹ軸方向の第４長さ(Ｄ４)
より大きい。前記リセス３１５の底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を満足し、その差は０.５m
m～５mm、例えば１mm～２mmの範囲の差を有することができる。前記第３長さ(Ｄ３)は第
４長さ(Ｄ４)の４倍以下、例えば２倍以下である。前記リセス３１５の底において、第３
、４長さ(Ｄ３、Ｄ４)の比率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.１～１：２の範囲の差を有すること
ができる。このようなリセス３１５の底の長さの比率によって、Ｙ軸の長さに直交するＹ
軸方向および対角線方向への輝度分布を改善させることができる。
【００７２】
  前記リセス３１５の底において、第３、４長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述さ
れる発光素子が挿入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ
３、Ｄ４)は、発光素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の
底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、前記発光素子の幅または一辺の長さの１.２倍～２.５倍の範囲
であり、前記範囲より小さい場合、発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい
場合、前記発光素子と第１エッジ２３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こす
ことがある。
【００７３】
  前記底面３１０において、支持突起３５０はＤ１２＜Ｄ１３の関係を有する場合、Ｄ１
２＞Ｄ４の関係を有することができ、Ｄ１３＞Ｄ３の関係を有することができる。Ｄ１２
／Ｄ４の比率はｇ１であり、Ｄ１３／Ｄ３の比率はｇ２である場合、ｇ１＜ｇ２の関係を
有することができる。これは、Ｘ軸方向に配列された光学レンズ３００が回路基板の上に
安定的に固定および支持さされて光損失を減らすことができる。
【００７４】
  実施例に係る光学レンズ３００は、底面３１０または第１出射面３３０の長さＤ２／Ｄ
１の比率はａであり、前記リセス３１５の長さＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜ｂ
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の関係を有することができる。前記Ｄ２／Ｄ１の比率は第１出射面３３０における長／短
長さの比率であり、Ｄ３／Ｄ４の比率はリセス３１５の底における長／短長さの比率であ
る。前記ｂはａの１１０％以上、例えば１１０％～１４０％の範囲または１２０％～１６
０％の範囲で提供される。前記ｂはａの１.１倍以上、例えば１.１倍～１.４倍の範囲ま
たは１.２倍～１.６倍の範囲で提供される。前記リセス３１５の底において、第１、２軸
方向の長さの差は、前記底面３１０または第１出射面３３０の第１、２軸方向の長さの差
と同一であってもよく異なってもよい。このような非対称形状の光学レンズにおいて前記
リセス３１５の入射面３２０の面積が対称形状のレンズよりＸ軸方向に広く提供されるの
で、光をＹ軸方向により広く拡散させて提供することができる。これによって、光学レン
ズ３００は、外形的な長さの差によってＹ軸方向の輝度分布を確保することができ、輝度
分布の側面で前記リセス３１５によってＸ軸方向および角領域に広く拡散させることがで
きる。これによって、前記光学レンズ３００が配列された光源モジュールのバーの個数を
２個以下、例えば１個に減らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー
部の輝度分布を改善させることができる。
【００７５】
  図５および図６のように、前記入射面３２０は、前記底面３１０のセンター領域から上
方に膨らんだ曲面を有し、前記リセス３１５の周り面または内部表面ある。前記入射面３
２０は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)との距離が上方に行くほど遠くなる。前記入
射面３２０は凸状の曲面で提供されるので、全領域で光を屈折させることができる。前記
入射面３２０の下部領域２２は、前記第２出射面３３５より低い位置に配置され、直接ま
たは間接的に光が入射される。前記入射面３２０の下部領域２２は、前記リセス３１５の
底から反射された光が入射される。前記入射面３２０は、ベジェ(Bezier)曲線を有する回
転体からなることができる。前記入射面３２０の曲線は、スプライン(Spline)、例えばキ
ュービック(cubic)、B‐スプライン、T‐スプラインで具現することができる。前記入射
面３２０の曲線は、ベジェ曲線(Bezier curve)で具現することができる。
【００７６】
  図５および図６のように、光学レンズ３００は第１出射面３３０を含むことができる。
前記第１出射面３３０は、レンズ本体を基準に前記リセス３１５および前記底面３１０の
反対側面からなることができる。前記第１出射面３３０は、前記入射面３２０および前記
底面３１０の反対側面からなることができる。前記第１出射面３３０は曲面を含む。前記
第１出射面３３０は中心軸(Ｚ０)に対応する地点が第２頂点３１となることができ、前記
第２頂点３１はレンズ本体の頂点となることができる。前記第１出射面３３０は上方に膨
らんだ曲面を含むことができる。前記第１出射面３３０は全領域が曲面、例えば相互異な
る正の曲率を有する曲面に形成される。前記第１出射面３３０は、前記中心軸(Ｚ０)を基
準に軸対称形状、例えばＸ軸またはＹ軸対称形状を有することができる。前記第２出射面
３３５において、前記第２頂点３１に隣接したセンター側第１領域Ａ１、Ａ２は負の曲率
を持たなくてもよい。前記第２出射面３３５において、前記第２頂点３１に隣接した第１
領域Ａ１、Ａ２は、相互異なる正の曲率半径を有することができる。前記第１領域Ａ１、
Ａ２の外側サイド領域である第２領域Ａ３、Ａ４は、相互異なる曲率半径を有する曲面に
形成される。前記第１領域Ａ１、Ａ２のうちＡ１領域は、前記第１出射面３３０において
中心軸(Ｚ０)を基準にＹ軸方向に延長され、Ｚ軸方向に前記リセス３１５とオーバーラッ
プする領域であり、Ａ２領域は、前記第１出射面３３０において中心軸(Ｚ０)を基準にＸ
軸方向に延長され、Ｚ軸方向に前記リセス３１５とオーバーラップする領域である。前記
第２領域Ａ３、Ａ４のうちＡ３領域は、Ｙ軸方向に延長され、Ｚ軸方向に前記底面３１０
とオーバーラップする領域であり、Ａ４領域は、前記第１出射面３３０においてＸ軸方向
に延長され、Ｚ軸方向に前記底面３１０とオーバーラップする領域である。前記第１領域
Ａ１、Ａ２において領域幅はＡ１＞Ａ２の関係を有し、第２領域Ａ３、Ａ４において領域
幅はＡ４＞Ａ３の関係を有することができる。
【００７７】
  前記第１出射面３３０は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)との距離が中心軸(Ｚ０)
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から離れるほど段々大きくなる。前記第１出射面３３０において、前記中心軸(Ｚ０)、す
なわち前記第２頂点３１に隣接するほど水平な軸に対して傾きがないか、微細な傾きの差
を有することができる。すなわち、前記第１出射面３３０のセンター側第１領域Ａ１、Ａ
２は、ゆるやかな曲線であるか、平坦な直線を含むことができる。前記第１出射面３３０
の第１領域Ａ１、Ａ２は、前記リセス３１５と垂直にオーバーラップする領域を含むこと
ができる。前記第１出射面３３０のサイド側第２領域Ａ３、Ａ４は、前記第１領域Ａ１、
Ａ２より急激な曲面を有することができる。前記第１出射面３３０と前記入射面３２０は
凸状の曲面を有するので、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)から放出される光を側方に
拡散させることができる。前記第１出射面３３０と前記入射面３２０は、前記中心軸(Ｚ
０)から７０±４以内の角度範囲で、前記中心軸(Ｚ０)から離れるほど光が屈折する角度
が大きくなる。
【００７８】
  前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２の曲率半径は、前記入射面３２０の曲率半
径より大きい曲率半径を有してもよい。前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２の曲
率半径は、前記第２領域Ａ３、Ａ４の曲率半径より大きい曲率半径を有してもよい。前記
Ｘ軸方向とＹ軸方向の第１領域Ａ１、Ａ２は、相互同一または相互異なる曲率半径を有す
ることができるが、これに対して限定はしない。前記Ｘ軸方向とＹ軸方向の第２領域Ａ３
、Ａ４は、相互同一または相互異なる曲率半径を有することができるが、これに対して限
定はしない。
【００７９】
  前記第１出射面３３０の傾きは、前記入射面３２０の傾きより小さくてもよい。前記光
学レンズ３００の第１出射面３３０は、指向角内で中心軸(Ｚ０)を基準に距離が遠くなる
につれて鍛造が増加し、前記第２出射面３３５は光の指向角分布を外れた領域を含み、前
記中心軸(Ｚ０)を基準に距離が遠くなるにつれて鍛造が同一であるか減少することになる
。
【００８０】
  前記光学レンズ３００は、第１出射面３３０と底面３１０との間に第２出射面３３５を
含むことができる。前記第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底に水平な第１直線(
Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)より高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラッ
トな面または傾斜した面からなることができ、フランジ(Flange)と定義することができる
が、これに対して限定はしない。前記第２出射面３３５は、前記水平な第１直線(Ｘ０)お
よび第２直線(Ｙ０)に対して垂直または傾斜するように配置される。前記第２出射面３３
５は、前記第１出射面３３０の外枠ラインから垂直または傾斜するように延長される。前
記第２出射面３３５は、前記第１出射面３３０に隣接した第３エッジ３５を含み、前記第
３エッジ３５は、前記第１出射面３３０の外枠ラインと同一位置であるか、前記第１出射
面３３０の外枠ラインより内部または外部に位置することができる。
【００８１】
  前記第２出射面３３５の第３エッジ３５と前記中心軸(Ｚ０)を連結した直線は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から７４±２度以下の角度に位置
することができる。前記第２出射面３３５の第３エッジ３５は、前記リセス３１５の底の
中心(Ｐ０)を基準に前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２軸(Ｙ０)に対して２０度以下、
例えば１６±２度の角度で位置することができる。前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)に
前記第２出射面３３５の第２エッジ２５と第３エッジ３５との間の角度は１６度以下、例
えば１３±２度の角度を有することができる。このような第２出射面３３５の第３エッジ
３５を通る直線に対する角度は、前記光学レンズ３００の外部角度である。前記第２出射
面３３５は、前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)から離隔した領域から入射
する光を屈折させて放射することができる。前記第２出射面３３５によって屈折された光
は、中心軸(Ｚ０)を基準に屈折前の角度より小さい角度で放射されることになる。これに
よって、第２出射面３３５は屈折された光が水平な軸または水平な軸より低い方向に放射
されることを抑制することができ、隣接した光学部材に干渉を与えたり光が損失すること
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を防止することができる。
【００８２】
  前記第１出射面３３０と前記第２出射面３３５との間の境界領域では光が屈折する角度
が減少し、例えば２度以下の角度範囲に減少することになる。これは、前記第１出射面３
３０のうち前記第２出射面３３５に近い面が接線に近くなるか垂直な面で提供されるので
、光が屈折する角度が段々減少することになる。
【００８３】
  前記中心軸(Ｚ０)と前記底面３１０の第２エッジ２５を通る直線は、前記第１直線(Ｘ
０)または第２直線(Ｙ０)との角度(θ１)が５度以下、例えば０.４度～４度の範囲を有す
ることができる。このような角度(θ１)は、前記中心軸(Ｚ０)との距離と前記第２エッジ
２５の高さによって変わり、前記範囲を外れる場合、光学レンズの厚さが変更されて光の
損失が増加することがある。前記第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ
０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から半値角を外れる光を屈折させるので、光損失を減らす
ことができる。
【００８４】
  前記光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてもよい
。前記光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、前記厚さ(Ｄ５)の２.５倍以上、例えば
３倍以上となることができる。前記第１長さ(Ｄ１)は１５mm以上、例えば１６mm～２８mm
の範囲を有することができ、第２長さ(Ｄ２)は１６mm以上、例えば１７mm～３２mmの範囲
を有することができる。前記厚さ(Ｄ５)は６.５mm以上、例えば６.５mm～１０mm以下の範
囲を有することができる。前記Ｄ５／Ｄ１の比率がｃであり、Ｄ５／Ｄ２の比率がｄであ
る場合、前記ｃ、ｄは０.３以上であり、ｃ＞ｄの関係を有することができる。このよう
な光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置されるので、照明装
置やライトユニットの全領域に均一な輝度分布を提供することができる。また、ライトユ
ニット内でカバーする領域が改善されるので、光学レンズの個数を減らすことができ、光
学レンズ３００の厚さを減らすことができる。
【００８５】
  前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から第１頂点２１までの間隔を有する
。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０の頂点であるかリセス３１５の上端地点であ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は５mm以上、例えば６mm以上有することができ、光学
レンズ３００の厚さ(Ｄ５)の０.７５以上、例えば０.８以上の深さを有することができる
。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は、前記第１出射面３３０の第２頂点３１と底の中心(
Ｐ０)または第１エッジ２３との間の距離の０.８以上である。前記リセス３１５は、Ｄ３
／Ｄ８の比率がｅであり、Ｄ４／Ｄ８の比率がｆである場合、ｅ＞ｆの関係を有すること
ができる。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)が深く配置されることで、第１出射面３３０の
センター領域が全反射面または負の曲率を持たなくても、入射面３２０の第１頂点２１の
隣接領域においても側方に光を拡散させることができる。前記リセス３１５が深い深さ(
Ｄ８)を有するので、前記入射面３２０は第２頂点３１に近い領域から前記第１頂点２１
の周辺領域に入射した光を側方に屈折させることができる。
【００８６】
  前記リセス３１５と前記第１出射面３３０との間の最小距離(Ｄ９)は、前記入射面３２
０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の間隔である。前記距離(Ｄ
９)は３mm以下、例えば０.６mm～３mmの範囲または０.６mm～２mmの範囲を有することが
できる。前記入射面３２０の第１頂点２１と第１出射面３３０第２頂点３１との間の距離
(Ｄ９)が３mm以上である場合、前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２と第２領域Ａ
３、Ａ４に進行する光量の差が大きくなり、光分布が不均一になる。前記入射面３２０の
第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の距離(Ｄ９)が０.６mm未満の場
合、光学レンズ３００のセンター側剛性が弱くなる問題がある。このようなリセス３１５
および第１出射面３３０との間の距離(Ｄ９)を前記範囲で配置することで、第２出射面３
３５の第１領域Ａ１、Ａ２が全反射面または負の曲率を持たなくても、光の経路を外側方
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向に拡散させることができる。これは入射面３２０の第１頂点２１が前記第１出射面３３
０の凸状の第２頂点３１に隣接するほど、前記入射面３２０を介して第１出射面３３０の
側方に進行する光の光量が増加する。したがって、光学レンズ３００の側方に拡散する光
量を増加させることができる。
【００８７】
  前記入射面３２０の第１頂点２１は、前記第２出射面３３５の第３エッジ３５から水平
に延長した直線よりは第１出射面３３０のセンターである第２頂点３１により隣接するよ
うに配置される。
【００８８】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｄ７)は第２エッジ２５および第３エッジ３５との間の直線
距離として、前記リセス３１５の深さ(Ｄ８＞Ｄ７)より小さくなる。前記Ｄ８／Ｄ７の比
率は３以上、例えば４以上である。前記Ｄ５／Ｄ７の比率は４以上、例えば４.５以上で
ある。前記第２出射面３３５の幅(Ｄ７)は、例えば１.５mm～２.３mmの範囲を有すること
ができる。前記第２出射面３３５の幅(Ｄ７)が前記範囲を超える場合、第２出射面３３５
に出射される光量が増加して光分布制御が難しい問題があり、前記範囲より小さい場合、
レンズ本体を製造する時、ゲート(Gate)領域の確保が難しくなる。
【００８９】
  図５および図６のように、前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２は、前記リセス
３１５と垂直にオーバーラップする領域として、前記底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸
(Ｚ０)から２０度以下の角度、例えば１４度～１８度の領域に位置することができる。前
記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２が前記角度範囲を超える場合、前記リセス３１
５内の半径がより大きくなり、前記第１領域Ａ１、Ａ２と前記第２領域Ａ３、Ａ４の光量
の差が大きくなる問題がある。また前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２が前記角
度範囲より小さい場合、前記リセス３１５内の半径が減り、光源の挿入が不容易となり、
第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２と第２領域Ａ３、Ａ４の光分布が不均一になる。
【００９０】
  前記光学レンズ３００において、第２出射面３３５は第１出射面３３０の下部周りに配
置され、底面３１０は前記第２出射面３３５の第２エッジ２５より下に配置される。前記
底面３１０は、前記第２出射面３３５の第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する。
【００９１】
  前記光学レンズ３００は、他の例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えること
ができる。前記凹凸面は、表面が粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸面
は、散乱粒子が形成された面であってもよい。前記光学レンズ３００は、他の例として、
前記底面３１０に凹凸面を備えることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が粗い
ヘイズ面からなるか、散乱粒子が形成されてもよい。
【００９２】
  実施例に係る光学レンズ３００は、図１３のように、回路基板４００の上でＸ軸方向に
所定間隔で配列される。このような光学レンズ３００は、図２、図５および図６のように
、リセス３１５の長さ(Ｄ４＜Ｄ３)が広いＸ軸方向に配列されるので、光学レンズ３００
間の間隔は広くしながら光学レンズ３００の個数を減らすことができ、前記リセス３１５
の非対称構造によってＹ軸方向またはＸ‐Ｙ対角線方向への輝度分布を改善させることが
できる。
【００９３】
  図５および図６の光学レンズの下部に発光素子が配置された場合、図１４および図１５
のような光源モジュールが具現される。この場合、前記発光素子１００は、光学レンズ３
００のリセス３１５に配置されて光を放出し、前記放出された光は、入射面３２０で屈折
されて第１出射面３３０を介して放出される。前記入射面３２０を介して放出された一部
光は、第２出射面３３５を介して放出される。このような第１実施例に係る光学レンズは
、第１、２出射面３３０、３３５を介して屈折された光が光学レンズ３００の上方および
側方に放出される。すなわち、前記光学レンズ３００は入射した光が底面に水平な直線よ
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りは上方に出射されるように屈折させることができる。このような光学レンズ３００は、
図３６および図３７のように、Ｘ軸方向の指向角分布がＹ軸方向の指向角分布より大きい
。例えばＸ軸方向の指向角分布がＹ軸方向の指向角分布より１度以上、例えば１度～５度
の差で高い。また、Ｙ軸方向の指向角分布の半値幅(FWHM)は１０度以下であり、中心強度
は５％以下である。
【００９４】
  第１実施例に係る光学レンズは、出射面から出射された光を比較すると、前記光学レン
ズの頂点に水平な直線の上に進行する光量が、前記頂点に水平な直線より下に進行する光
量より大きい。
【００９５】
  図２および図３のように、実施例に係る光学レンズ３００は、側面突出部３６０を含む
ことができる。前記側面突出部３６０は、出射面、例えば第２出射面３３５の表面一部に
配置される。前記側面突出部３６０は射出時のゲート(Gate)として機能することができる
。前記側面突出部３６０は、第２出射面３３５の領域のうちＸ軸方向とＹ軸方向のうち少
なくとも一方向に配置される。前記側面突出部３６０は、Ｘ軸方向の第２出射面３３５か
ら突出することができる。前記側面突出部３６０の高さ(または厚さ)は、前記第２出射面
３３５の垂直幅(または高さ)(Ｄ７)と同一であるか小さい。前記側面突出部３６０はＸ軸
方向に配置されることで、前記Ｘ軸方向に長い底の長さ(Ｄ３)を有するリセス３１５の構
造によって注入される液状のレンズ本体が分散される効果がある。
【００９６】
  図７は、第２実施例として図１の光学レンズのＡ‐Ａ側断面図であり、図８は第２実施
例として、図１の光学レンズのＢ‐Ｂ側側断面図である。第２実施例の説明において、第
１実施例と同じ部分の説明は省略することにする。図７および図８の光学レンズは、図１
および図２の平面図および背面図を参照することにし、第１実施例から光学レンズの長さ
および厚さ、前記リセスの長さおよび深さを変更した構成である。
【００９７】
  図７および図８に示すように、第２実施例に係る光学レンズは、底面３１０、前記底面
３１０の中心領域に凹状のリセス(recess)３１５、前記底面３１０および前記リセス３１
５の反対側に配置された第１出射面３３０を含む。前記光学レンズは第１出射面３３０と
底面３１０との間に第２出射面３３５を含むことができる。このような第２実施例に係る
光学レンズは、第１実施例の光学レンズと異なる部分に対して説明することにする。
【００９８】
  前記光学レンズの底面３１０には、複数の支持突起３５０を含むことができる。前記複
数の支持突起３５０は、前記光学レンズ３００の底面３１０から下方に突出して前記光学
レンズ３００を支持することになる。このような支持突起３５０は第１実施例を参照する
ことにする。
【００９９】
  図７および図８の光学レンズは、第１、２出射面３３０、３３５を介して上方および側
方に光を放出し、前記第１、２出射面３３０、３３５を介して出射された光量は光学レン
ズの頂点に水平な直線を基準に上方よりは下方により多くの光が放出される。これは第１
実施例の光学レンズが上方により多くの光量を照射するのと違い、第２実施例の光学レン
ズは側方により多くの光量を照射しており、側発光レンズとして提供されることができる
。
【０１００】
  前記底面３１０のボトムビュー形状は楕円形状を含むことができる。前記底面３１０ま
たは第１出射面３３０の長さは、Ｘ軸方向の第１長さ(Ｄ１)とＹ軸方向の第２長さ(Ｄ２)
が異なる。前記第１長さ(Ｄ１)は光学レンズ３００のＸ軸方向の長さであり、第２長さ(
Ｄ２)はＹ軸方向の長さである。前記第１長さ(Ｄ１)は第２長さ(Ｄ２)より長く配置され
、前記第１長さ(Ｄ１)が第２長さ(Ｄ２)より１mm以上、例えば２mm以上大きい。前記長さ
はＤ２＞Ｄ１の条件を満足し、前記長さの比率(Ｄ１：Ｄ２)の比率は１：１.０８～１：
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１.４の範囲を有することができる。実施例に係る光学レンズ３００は、第２長さ(Ｄ２)
が第１長さ(Ｄ１)より長く配置されるので、Ｙ軸方向の輝度分布が減少しないようにする
ことができる。
【０１０１】
  前記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。図８および図９のように
、前記リセス３１５は、側断面が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状または楕円形状を含む
ことができる。前記リセス３１５は上方に行くほど幅が段々狭くなる形状を有することが
できる。前記リセス３１５は、底の周りの第１エッジ２３から上端の第１頂点２１に向か
って徐々に収束される形状を有することができる。前記リセス３１５のボトムビューが楕
円形状である場合、前記第１頂点２１に向かって直径が徐々に減少することになる。前記
リセス３１５は中心軸(Ｚ０)を基準に軸対称形状に提供されてもよい。前記入射面３２０
の第１頂点２１はドット形状に提供されてもよい。
【０１０２】
  前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述される発光素子が挿
入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、発光
素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ
４)は、前記発光素子の幅の１.２倍～２.５倍の範囲であり、前記範囲より小さい場合、
発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい場合、前記発光素子と第１エッジ２
３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こすことがある。
【０１０３】
  前記リセス３１５の底の長さは、Ｘ軸方向の長さ(Ｄ３)はＹ軸方向の長さ(Ｄ４)と異な
ってもよい。例えば、Ｘ軸方向の長さ(Ｄ３)はＹ軸方向の長さ(Ｄ４)より大きい。前記リ
セス３１５の底の長さはＤ３＞Ｄ４の条件を満足し、その差は１.５mm以上５mm以下、例
えば１.５mm～５mmの差を有することができる。前記幅Ｄ３はＤ４の２倍以下である。前
記リセス３１５の底の長さの比率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.３～１：１.８の範囲の差を有す
ることができる。このようなＹ軸方向の長さ(Ｄ４)がＸ軸方向の長さ(Ｄ３)より前記範囲
より小さい場合、Ｙ軸方向の輝度改善が微小で、前記範囲より大きい場合、Ｘ軸方向の輝
度分布が相対的に小さくなる。また、リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)間の幅の差が
大きくなることで、光源、例えば発光素子から放出された光が、リセスの幅が広い方向、
例えばＸ軸方向への光抽出効率の改善を誘導することができる。
【０１０４】
  実施例に係る光学レンズ３００は、底面３１０または第１出射面３３０のＤ２／Ｄ１の
比率はａであり、前記リセス３１５のＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜ｂの関係を
有することができる。前記長さの比率Ｄ２／Ｄ１は長／短長さの比率であり、Ｄ３／Ｄ４
は長／短長さの比率である。
【０１０５】
  前記ｂはａの１２５％以上、例えば１２５％～１６０％の範囲で提供される。これは非
対称光学レンズにおいて、前記リセス３１５の入射面３１０が対称レンズより広く提供さ
れるので、光をさらに広い範囲まで拡散させて提供することができる。これによって、光
学レンズ３００は、外形的な長さの差によってＹ軸方向の輝度分布を確保することができ
、輝度分布の側面で前記リセス３１５によってＸ軸方向および角領域に広く拡散させるこ
とができる。これによって、前記光学レンズ３００が配列された光源モジュールのバーの
個数を２個以下、例えば１個に減らすことができ、バックライトユニットにおける上下コ
ーナー部の輝度分布を改善させることができる。
【０１０６】
  前記光学レンズ３００の第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底に水平な第１直線
(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)より高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラッ
トな面または傾斜した面からなることができ、フランジ(Flange)と定義することができる
が、これに対して限定はしない。
【０１０７】
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  前記第２出射面３３５は、前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)に対して垂
直または傾斜するように配置される。前記第２出射面３３５は、前記第１出射面３３０の
外枠ラインから垂直または傾斜するように延長される。前記第２出射面３３５は第１出射
面３３０に隣接した第３エッジ３５を含み、前記第３エッジ３５は、前記第１出射面３３
０の外枠ラインと同一位置であるか、前記第１出射面３３０の外枠ラインより内部または
外部に位置することができる。
【０１０８】
  前記第２出射面３３５の第３エッジ３５と前記中心軸(Ｚ０)を連結した直線は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から７０±２度以下の角度に位置
することができる。前記第２出射面３３５の第３エッジ３５は、前記リセス３１５の底の
中心(Ｐ０)を基準に前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)に対して２０度以下
、例えば１６±２度の角度で位置することができる。前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)
に前記第２出射面３３５の第２エッジ２５と第３エッジ３５との間の角度は１６度以下、
例えば１３±２度の角度を有することができる。このような第２出射面３３５の第３エッ
ジ３５を通る直線に対する角度は、前記光学レンズ３００の外部角度である。前記第２出
射面３３５は、前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)から離隔した領域から入
射する光を屈折させて放射することができる。前記第２出射面３３５によって屈折された
光は、中心軸(Ｚ０)を基準に屈折前の角度より小さい角度で放射されることになる。これ
によって、第２出射面３３５は屈折された光が水平な直線より低い方向に放射されること
ができ、ライトユニットの反射シートによって反射される。
【０１０９】
  前記中心軸(Ｚ０)と前記底面３１０の第２エッジ２５を通る直線は、前記第１直線(Ｘ
０)または第２軸(Ｙ０)との角度(θ１)が５度以下、例えば０.４度～４度の範囲を有する
ことができる。このような角度(θ１)は、前記中心軸(Ｚ０)との距離と前記第２エッジ２
５の高さによって変わり、前記範囲を外れる場合、光学レンズの厚さが変更されて光の損
失が増加することがある。前記第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)
を基準に前記中心軸(Ｚ０)から半値角を外れる光を屈折させるので、光損失を減らすこと
ができる。
【０１１０】
  前記光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてもよい
。前記光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、前記厚さ(Ｄ５)の２.５倍以上、例えば
３倍以上となることができる。前記第１長さ(Ｄ１)は１５mm以上、例えば１６mm～２５mm
の範囲を有することができ、第２長さ(Ｄ２)は１７mm以上、例えば１７mm～３０mmの範囲
を有することができる。前記光学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)は６.５mm以上、例えば６.５
mm～９mm以下の範囲を有することができる。このような光学レンズ３００の相互異なる長
さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置されるので、照明装置やライトユニットの全
領域に均一な輝度分布を提供することができる。また、ライトユニット内でカバーする領
域が改善されるので、光学レンズの個数を減らすことができ、光学レンズ３００の厚さを
減らすことができる。
【０１１１】
  前記Ｄ５／Ｄ１の比率がｃであり、Ｄ５／Ｄ２の比率がｄである場合、前記ｃ、ｄは０
.３以上であり、ｃ＞ｄの関係を有することができる。このような光学レンズ３００の長
さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてＤ２＞Ｄ１、Ｄ３＞Ｄ４の関係を有す
るので、照明装置やライトユニットの全領域に均一な輝度分布を提供することができる。
また、ライトユニット内でカバーする領域が改善されるので、光学レンズの個数を減らす
ことができ、光学レンズ３００の厚さを減らすことができる。
【０１１２】
  前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から第１頂点２１までの間隔を有する
。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０の頂点であるかリセス３１５の上端地点であ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は４mm以上、例えば４mm～５.２mmの範囲を有するこ
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とができ、前記光学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)の０.６以上、例えば０.６～０.７の範囲
を有することができる。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は、前記第１出射面３３０の第２
頂点３１と底の中心(Ｐ０)または第１エッジ２３との間の距離の６０％以上である。前記
リセス３１５は、Ｄ３／Ｄ８の比率がｅであり、Ｄ４／Ｄ８の比率がｆである場合、ｅ＞
ｆの関係を有することができる。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)が深く配置されることで
、第１出射面３３０のセンター領域が全反射面または負の曲率を持たなくても、入射面３
２０の第１頂点２１の隣接領域においても側方に光を拡散させることができる。前記リセ
ス３１５が深い深さ(Ｄ８)を有するので、前記入射面３２０は第２頂点３１に近い領域か
ら前記第１頂点２１の周辺領域に入射した光を側方に屈折させることができる。
【０１１３】
  前記リセス３１５と前記第１出射面３３０との間の最小距離(Ｄ９)は、前記入射面３２
０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の間隔である。前記距離(Ｄ
９)は３mm以下、例えば２mm～３mmの範囲を有することができる。前記入射面３２０の第
１頂点２１と第１出射面３３０第２頂点３１との間の距離(Ｄ９)が３mmを超える場合、前
記第１出射面３３０のセンター領域とサイド領域に進行する光量の差が大きくなり、光分
布が不均一になる。前記入射面３２０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１
との間の距離(Ｄ９)が２mm未満の場合、光学レンズ３００のセンター側剛性が弱くなる問
題がある。このようなリセス３１５および第１出射面３３０との間の距離(Ｄ９)を前記範
囲で配置することで、第２出射面３３５のセンター領域が全反射面または負の曲率を持た
なくても、光の経路を外側方向に拡散させることができる。これは入射面３２０の第１頂
点２１が前記第１出射面３３０の凸状の第２頂点３１に隣接するほど、前記入射面３２０
を介して第１出射面３３０の側方に進行する光の光量が増加する。したがって、光学レン
ズ３００の側方向、例えばＹ軸方向に拡散する光量を増加させることができる。
【０１１４】
  前記入射面３２０の第１頂点２１は、前記第２出射面３３５の第３エッジ３５から水平
に延長した直線よりは第１出射面３３０のセンターである第２頂点３１により隣接するよ
うに配置される。
【０１１５】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｄ７)は第２エッジ２５および第３エッジ３５との間の直線
距離として、前記リセス３１５の深さ(Ｄ８＞Ｄ７)より小さくなる。前記第２出射面３３
５の幅(Ｄ７)は、例えば１.５mm～２.３mmの範囲を有することができる。前記第２出射面
３３５の幅(Ｄ７)が前記範囲を超える場合、第２出射面３３５に出射される光量が増加し
て光分布制御が難しい問題があり、前記範囲より小さい場合、レンズ本体を製造する時、
ゲート(Gate)領域の確保が難しくなる。
【０１１６】
  前記光学レンズ３００において、第２出射面３３５は第１出射面３３０の下部周りに配
置され、底面３１０は前記第２出射面３３５の第２エッジ２５より下に配置される。前記
底面３１０は、前記第２出射面３３５の第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する。
前記光学レンズ３００は、他の例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えることが
できる。前記凹凸面は、表面が粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸面は
、散乱粒子が形成された面であってもよい。前記光学レンズ３００は、他の例として、前
記底面３１０に凹凸面を備えることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が粗いヘ
イズ面からなるか、散乱粒子が形成されてもよい。
【０１１７】
  実施例に係る光学レンズは、図１３のように、回路基板４００の上でＹ軸方向に所定間
隔で配列される。このような光学レンズは長さ(Ｄ２＞Ｄ１)およびリセス３１５の長さ(
Ｄ４＜Ｄ３)が広いＹ軸方向に配列されるので、光学レンズ３００間の間隔は広くしなが
ら光学レンズ３００の個数を減らすことができ、前記リセス３１５の非対称構造によって
Ｘ軸方向における輝度分布を改善させることができる。
【０１１８】
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  このような光学レンズは、図４６および図４７のように、Ｙ軸方向の指向角分布がＸ軸
方向の指向角分布より大きい。例えばＹ軸方向の指向角分布がＸ軸方向の指向角分布より
１０度以上、例えば１０度～２５度の範囲で大きい。また、Ｙ軸方向の指向角分布の半値
幅(FWHM)は１０度以上であり、中心強度は４％以上である。
【０１１９】
  図９は第３実施例に係る光学レンズのＹ軸方向の側断面図であり、図１０は図９の光学
レンズの他のＸ軸方向の断面図である。
【０１２０】
  図９および図１０に示すように、第３実施例に係る光学レンズは、底面３１０、前記底
面３１０のセンター領域に前記底面３１０から上方に膨らんだリセス(recess)３１５、前
記底面３１０および前記リセス３１５の反対側に配置された第１出射面３３０、前記第１
出射面３３０の下部に配置された第２出射面３３５を含む。このような第３実施例に係る
光学レンズは、第１実施例の光学レンズに比べて、第１、２長さ(Ｄ１、Ｄ２)と、リセス
３１５の長さ(Ｄ３、Ｄ４)と、リセス３１５の深さを異なるようにした構造である。また
、第３実施例に係る光学レンズは、第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)が領域に応じて異
なる構造で提供されてもよい。
【０１２１】
  前記光学レンズの底面３１０のボトムビュー形状は楕円形状を含むことができる。前記
底面３１０または第１出射面３３０の長さは、Ｘ軸方向の第１長さ(Ｄ１)とＹ軸方向の第
２長さ(Ｄ２)が異なる。前記第１長さ(Ｄ１)は光学レンズ３００のＸ軸方向の長さであり
、第２長さ(Ｄ２)はＹ軸方向の長さである。前記第１長さ(Ｄ１)は第２長さ(Ｄ２)より短
く配置され、前記第１長さ(Ｄ１)が第２長さ(Ｄ２)より０.５mm以上、例えば０.５mm以上
３mm以下の差を有することができる。前記長さはＤ２＞Ｄ１の条件を満足し、前記長さの
比率(Ｄ１：Ｄ２)の比率は１：１.０６～１：１.１の範囲を有することができる。実施例
に係る光学レンズ３００は、第１長さ(Ｄ１)が第２長さ(Ｄ２)より短く配置されるので、
Ｘ軸方向の輝度分布が減少しないようにすることができる。
【０１２２】
  前記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。前記リセス３１５は、側
断面が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状または楕円形状を含むことができる。前記リセス
３１５は上方に行くほど幅が段々狭くなる形状を有することができる。前記リセス３１５
は、底の周りの第１エッジ２３から上端の第１頂点２１に向かって徐々に収束される形状
を有することができる。前記リセス３１５のボトムビューが楕円形状である場合、前記第
１頂点２１に向かって直径が徐々に減少することになる。前記リセス３１５は中心軸(Ｚ
０)を基準に軸対称形状に提供されてもよい。前記入射面３２０の第１頂点２１はドット
形状に提供されてもよい。
【０１２３】
  前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述される発光素子が挿
入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、発光
素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ
４)は、前記発光素子の幅の１.２倍～２.５倍の範囲であり、前記範囲より小さい場合、
発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい場合、前記発光素子と第１エッジ２
３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こすことがある。
【０１２４】
  前記リセス３１５の底の長さは、Ｘ軸方向の長さ(Ｄ３)はＹ軸方向の長さ(Ｄ４)と異な
ってもよい。例えば、Ｘ軸方向の長さ(Ｄ３)は第２軸方向の長さ(Ｄ４)より大きい。前記
リセス３１５の底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を有し、その差は１.５mm以上５mm以下、例
えば１.５mm以上３mm以下の差を有することができる。前記幅Ｄ３はＤ４の３倍以下、例
えば２倍以下である。前記リセス３１５の底の長さの比率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.５～１
：３の範囲の差を有することができる。このようなＸ軸方向のリセス３１５の底の長さ(
Ｄ３)がＹ軸方向の長さ(Ｄ４)より大きく配置されるので、非対称レンズ形状に提供され
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ることになる。
【０１２５】
  また、リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)間の幅の差が大きくなくても光源、例えば
発光素子から放出された光が、リセスの幅が広い方向、例えばＹ軸方向への光抽出効率の
改善を誘導することができる。
【０１２６】
  実施例に係る光学レンズは、外形的にＸ軸方向の第１長さ(Ｄ１)がＹ軸方向の第２長さ
(Ｄ２)より短く、前記リセス３１５が底の長さはＸ軸方向の長さ(Ｄ３)がＹ軸方向の長さ
(Ｄ４)より広く配置されることになる。これによって、光学レンズ３００は、外形的な長
さの差によってＹ軸方向の輝度分布を確保することができ、輝度分布の側面で前記リセス
３１５によってＸ軸方向および角領域に広く拡散させることができる。
【０１２７】
  実施例に係る光学レンズは、底面３１０または第１出射面３３０の長さＤ２／Ｄ１の比
率はａであり、前記リセス３１５の長さＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜ｂの関係
を有することができる。前記長さＤ２／Ｄ１は底面３１０または第１出射面３３０におい
て長さの長／短比率であり、Ｄ３／Ｄ４はリセス３１５の底において長さの長／短比率で
ある。前記ｂはａの１２０％以上、例えば１２０％～１４５％または１３０％～２８０％
の範囲で提供される。前記ｂはａの１.２倍以上、例えば１.２倍～１.４５倍や１.３倍～
２.８倍の範囲で提供される。これは非対称光学レンズにおいて、前記リセス３１５の入
射面３２０が対称レンズより広く提供されるので、光をさらに広い範囲まで拡散させて提
供することができる。これによって、光学レンズ３００は、外形的な長さの差によってＹ
軸方向の輝度分布を確保することができ、輝度分布の側面で前記リセス３１５によってＸ
軸方向および放射方向に広く拡散させることができる。これによって、前記光学レンズ３
００が配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば１個に減らすことがで
き、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改善させることができる
。
【０１２８】
  前記光学レンズ３００の第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底に水平な第１直線
(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)より高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラッ
トな面または傾斜した面からなることができ、フランジ(Flange)と定義することができる
が、これに対して限定はしない。
【０１２９】
  前記第２出射面３３５は、前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２直線(Ｙ０)に対して垂
直または傾斜するように配置される。前記第２出射面３３５は、前記第１出射面３３０の
外枠ラインから垂直または傾斜するように延長される。前記第２出射面３３５は第１出射
面３３０に隣接した第３エッジ３５を含み、前記第３エッジ３５は、前記第１出射面３３
０の外枠ラインと同一位置であるか、前記第１出射面３３０の外枠ラインより内部または
外部に位置することができる。
【０１３０】
  前記第２出射面３３５の第３エッジ３５と前記中心軸(Ｚ０)を連結した直線は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から７４±２度以下の角度に位置
することができる。前記第２出射面３３５の第３エッジ３５は、前記リセス３１５の底の
中心(Ｐ０)を基準に前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２軸(Ｙ０)に対して２０度以下、
例えば１６±２度の角度で位置することができる。前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)に
前記第２出射面３３５の第２エッジ２５と第３エッジ３５との間の角度は１６度以下、例
えば１３±２度の角度を有することができる。このような第２出射面３３５の第３エッジ
３５を通る直線に対する角度は、前記光学レンズ３００の外部角度である。前記第２出射
面３３５は、前記水平な第１直線(Ｘ０)および第２軸(Ｙ０)から離隔した領域から入射す
る光を屈折させて放射することができる。前記第２出射面３３５によって屈折された光は
、中心軸(Ｚ０)を基準に屈折前の角度より小さい角度で放射されることになる。これによ
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って、第２出射面３３５は屈折された光が水平な軸または水平な軸より低い方向に放射さ
れることを抑制することができ、隣接した光学部材に干渉を与えたり光が損失することを
防止することができる。
【０１３１】
  前記中心軸(Ｚ０)と前記底面３１０の第２エッジ２５を通る直線は、前記第１直線(Ｘ
０)または第２軸(Ｙ０)との角度(θ１、θ２)が５度以下、例えば０.４度～４度の範囲を
有することができる。前記第１直線(Ｘ０)または第２直線(Ｙ０)との角度(θ１、θ２)は
、相互同一であるか１度以下の差を有することができる。このような角度(θ１、θ２)は
、前記中心軸(Ｚ０)との距離と前記第２エッジ２５の高さによって変わり、前記範囲を外
れる場合、光学レンズの厚さが変更されて光の損失が増加することがある。前記第２出射
面３３５は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から半値角を
外れる光を屈折させるので、光損失を減らすことができる。
【０１３２】
  前記光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてもよい
。前記光学レンズ３００の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、前記厚さ(Ｄ５)の２.５倍以上、例えば
３倍以上となることができる。前記光学レンズ３００の長さのうち第１長さ(Ｄ１)は１５
mm以上、例えば１６mm～２６mmの範囲を有することができ、第２長さ(Ｄ２)は１７mm以上
、例えば１７mm～３０mmの範囲を有することができる。前記光学レンズ３００の厚さ(Ｄ
５)は６.５mm以上、例えば６.５mm～９mm以下の範囲を有することができる。このような
光学レンズ３００の相互異なる長さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置されるので
、照明装置やライトユニットの全領域に均一な輝度分布を提供することができる。また、
ライトユニット内でカバーする領域が改善されるので、光学レンズの個数を減らすことが
でき、光学レンズ３００の厚さを減らすことができる。
【０１３３】
  前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から第１頂点２１までの間隔を有する
。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０の頂点であるかリセス３１５の上端地点であ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は３mm以上、例えば４mm以上有することができ、前記
光学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)の６０％以上、例えば６３％以上の深さを有することがで
きる。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)が第１実施例に比べて深くなくても、第１出射面３
３０のセンター領域が全反射面または負の曲率を持たなくなった場合、入射面３２０の第
１頂点２１の隣接領域においても側方に光を拡散させることができる。前記リセス３１５
が低い深さ(Ｄ８)を有し、リセス３１５の幅の差によってＹ軸方向への光抽出効率を改善
させることができる。
【０１３４】
  前記リセス３１５と前記第１出射面３３０との間の最小距離(Ｄ９)は、前記入射面３２
０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の間隔である。前記距離(Ｄ
９)は５mm未満、例えば１mm～３.５mmの範囲を有することができる。前記入射面３２０の
第１頂点２１と第１出射面３３０第２頂点３１との間の距離(Ｄ９)が５mm以上である場合
、リセス３１５の低い深さによって光抽出効率が低下することがある。上記した構造を有
するリセス３１５によって、前記第１出射面３３０のＸ軸方向に比べてＹ軸方向への光拡
散を効果的に行うことができる。
【０１３５】
  前記入射面３２０の第１頂点２１は、前記第２出射面３３５の第３エッジ３５から水平
に延長した直線よりは第１出射面３３０のセンターである第２頂点３１により隣接するよ
うに配置される。
【０１３６】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)は、第２エッジ２５および第３エッジ３５との
間の直線距離である。前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)は、水平な第１直線(Ｘ０)
方向の第２エッジ２５に近い領域の幅(Ｂ２)が最も広く、第２直線(Ｙ０)方向の第２エッ
ジ２５に近い領域の幅(Ｂ１)が最も狭い。また前記水平な第１直線(Ｘ０)方向の第２エッ
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ジ２５に近いほど幅(Ｂ２)が段々広くなり、第２直線(Ｙ０)方向の第２エッジ２５に近い
ほど幅(Ｂ１)が段々狭くなる。前記第２出射面３３５の幅はＢ２＞Ｂ１の関係を有するこ
とができ、Ｂ２はＢ１より０.１mm以上大きい。
【０１３７】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)のうち最大幅(Ｂ２)は、前記リセス３１５の深
さ(Ｄ８)より小さくなる。前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)は、例えば１.５mm～
２.３mmの範囲を有することができる。前記第２出射面３３５の幅(Ｂ２)が前記範囲を超
える場合、第２出射面３３５に出射される光量が増加して光分布制御が難しい問題がある
。ここで、第２出射面３３５は幅(Ｂ２)を有する領域がレンズ本体を製造する時、ゲート
(Gate)領域として使用される。
【０１３８】
  前記光学レンズ３００において、第２出射面３３５は第１出射面３３０の下部周りに配
置され、底面３１０は前記第２出射面３３５の第２エッジ２５より下に配置される。前記
底面３１０は、前記第２出射面３３５の第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する。
前記光学レンズ３００は、他の例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えることが
できる。前記凹凸面は、表面が粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸面は
、散乱粒子が形成された面であってもよい。前記光学レンズ３００は、他の例として、前
記底面３１０に凹凸面を備えることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が粗いヘ
イズ面からなるか、散乱粒子が形成されてもよい。
【０１３９】
  実施例に係る光学レンズは、図１３のように、回路基板４００の上でＸ軸方向に所定間
隔で配列される。このような光学レンズは、リセス３１５の長さＤ４＜Ｄ３の関係によっ
てＸ軸方向の入射面の長さを長くすることができ、光学レンズ３００間の間隔は広くしな
がら光学レンズ３００の個数を減らすことができ、前記リセス３１５の非対称構造によっ
てＹ軸方向における輝度分布を改善させることができる。前記回路基板４００は、Ｘ軸方
向に長い長さを有することができる。
【０１４０】
  図１１および図１２は第４実施例に係る光学レンズとして、第２実施例の変形例として
、第１軸および第２軸方向の断面図である。第４実施例の説明において、上記に開示され
た実施例と同じ部分は、前記実施例の説明を参照することにする。
【０１４１】
  図１１および図１２に示すように、光学レンズ３００は、底面３１０、前記底面３１０
のセンター領域に前記底面３１０から上方に膨らんだリセス(recess)３１５、前記リセス
３１５の周りに入射面３２０、前記底面３１０および前記リセス３１５の反対側に配置さ
れた第１出射面３３０、前記第１出射面３３０の下部に配置された第２出射面３３５を含
む。
【０１４２】
  前記光学レンズは第１出射面３３０の中心領域に凹状の凹部３３０Ａを有することがで
き、前記凹部３３０Ａは中心に行くほど深い深さを有することができる。このような凹部
３３０Ａは、入射する光を側方向に反射させる全反射面として提供される。前記凹部３３
０Ａは、リセス３１５の頂点２１と対応する地点が最も低い地点３１Ｂであり、凹状の曲
面または相互異なる曲率を有する曲面を含むことができる。
【０１４３】
  図１１および図１２に開示された光学レンズにおいて、第１軸方向の長さ(Ｄ１)、第２
軸方向の長さ(Ｄ２)、厚さ(Ｄ５)、リセス３１５の第１、２軸方向の長さ(Ｄ３、Ｄ４)、
リセス３１５の深さ(Ｄ８)、前記リセス３１５と地点３１Ｂの間の距離(Ｄ９)は、上記に
開示された実施例から選択することができる。前記長さの比率Ｄ２／Ｄ１およびＤ３／Ｄ
４は、上記に開示された値から選択することができ、Ｄ２／Ｄ１＜Ｄ３／Ｄ４の関係を有
することができる。
【０１４４】
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  図１３は実施例に係る光学レンズを有する光源モジュールを示した図であり、図１４は
図１３の光源モジュールのＧ‐Ｇ側断面図であり、図１５は図１４の光源モジュールのＨ
‐Ｈ側断面図である。
【０１４５】
  図１３～図１５に示すように、光源モジュール４００Ａは回路基板４００の上に複数の
光学レンズ３００が配置され、前記光学レンズ３００内には少なくとも１つの発光素子１
００が配置される。
【０１４６】
  前記発光素子１００は、１つまたは複数個が前記回路基板４００の上に所定間隔で配列
される。前記発光素子１００は、前記光学レンズ３００と前記回路基板４００との間に配
置され、前記回路基板４００から電源が供給されて駆動し、光を放出することになる。
【０１４７】
  前記回路基板４００は、前記発光素子１００と電気的に連結される回路層を含むことが
できる。前記回路基板４００は、樹脂材質のＰＣＢ、金属コアを有するＰＣＢ(MCPCB：Me
tal Core PCB)、フレキシブルＰＣＢ(FPCB：Flexible PCB)のうち少なくとも１つを含む
ことができるが、これに対して限定はしない。
【０１４８】
  前記光学レンズ３００は、前記発光素子１００から放出された光を入射面３２０から受
けて第１および第２出射面３３０、３３５に放出することになる。前記入射面３２０から
入射した一部光は、所定の経路を経て前記底面３１０によって反射されて第１または第２
出射面３３０、３３５に放出される。
【０１４９】
  ここで、前記発光素子１００の指向角は、発光素子１００が有する固有指向角として、
１３０度以上、例えば１３６度以上に放出される。前記発光素子１００は、上面と複数の
側面を介して光を放出することができる。すなわち、前記発光素子１００は少なくとも５
面以上の放出面を有することができる。このような発光素子１００から放出された光は、
第１および第２出射面３３０、３３５を介して拡散された指向角で放射することができる
。
【０１５０】
  前記光学レンズ３００において、入射面３２０は前記発光素子１００の上面および側面
の外側に配置される。前記光学レンズ３００の入射面３２０の下部領域２２は、前記発光
素子１００の多数の側面と相互対面するように配置される。これによって、前記発光素子
１００の各側面を介して放出された光は、前記入射面３２０に漏洩することなく入射され
る。
【０１５１】
  前記発光素子１００は５面以上の発光面を提供するので、側面を介して放出された光に
よって発光素子１００の指向角分布は広くなることができる。このような発光素子１００
の指向角分布が広く提供されることで、前記光学レンズ３００を利用した光拡散がより容
易となる効果がある。前記光学レンズ３００から放出された指向角分布は、中心軸(Ｐ０)
から前記光学レンズ３００の第２出射面３３５の第３エッジ３５を通る２つの直線がなす
角度より大きい。このような光学レンズ３００から放出された指向角分布は、前記第２出
射面３３５を介して放出された光の指向分布を含むことで、前記第２出射面３３５から放
出された光分布によって光損失を減らし輝度分布を改善させることができる。
【０１５２】
  ここで、前記発光素子１００は、サイズ(Ｃ０≦Ｃ１)が第１、２軸(Ｘ、Ｙ)方向が同一
または異なる長さを有することができ、例えば図１４および図１５のようにリセス３１５
内に配置される。他の例として、発光素子１００はリセス３１５より下に配置されるが、
これに対して限定はしない。このような発光素子１００はリセス３１５内で多数の側面を
介して発光するので、入射面３２０の全領域に光を入射させることができ、光の入射効率
を改善させることができる。
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【０１５３】
  前記光学レンズ３００の底面３１０は、前記回路基板４００の上面に対して傾斜した面
を提供することができる。前記光学レンズ３００の底面３１０は、Ｘ、Ｙ軸を基準に傾斜
した面で提供される。前記底面３１０は８０％以上の領域、例えば全領域が前記回路基板
４００の上面に対して傾斜するように配置される。前記底面３１０は全反射面を含むこと
ができる。前記回路基板４００の上面は、光学レンズ３００の底面３１０の第２エッジ２
５よりも第１エッジ２３により隣接するように配置される。前記底面３１０の第１エッジ
２３は、前記回路基板４００の上面に接触することができ、前記第２エッジ２５は回路基
板４００の上面から最大間隔で離隔する。前記第１エッジ２３は、発光素子１００内の活
性層より低い位置に配置され、光の損失を防止することができる。
【０１５４】
  前記光学レンズ３００の第１および第２出射面３３０、３３５は、入射した光を屈折さ
せて放出することになる。前記第１出射面３３０は、全領域が光が出射される曲面に形成
される。前記第１出射面３３０は、第２頂点３１から連続的に連結される曲面形状を含む
。前記第１出射面３３０は、入射する光を反射または屈折させて外部に出射させることが
できる。前記第１出射面３３０は中心軸(Ｚ０)を基準に、第１出射面３３０に放出された
光の屈折後の放出角度は屈折前に入射した入射角度より大きい。
【０１５５】
  前記第２出射面３３５は中心軸(Ｚ０)を基準に、屈折後の光の角度が屈折前に入射した
光の角度より小さく屈折させる。これによって、隣接した光学レンズ３００間の光干渉距
離を長く提供することができ、第２出射面３３５を介して出射された一部光と第１出射面
３３０に出射した光が光学レンズ３００の周辺で相互混色となる。
【０１５６】
  前記第２出射面３３５は、第１出射面３３０の下部周りに配置されて入射した光を屈折
させて放出する。前記第２出射面３３５は、傾斜した面またはフラット(flat)な面を含む
。前記第２出射面３３５は、例えば前記回路基板４００の上面に対して垂直な面または傾
斜した面からなることができる。前記第２出射面３３５が傾斜した面からなる場合、射出
成形時の分離が容易である効果がある。前記第２出射面３３５は、発光素子１００の側面
に放出された一部光を受けて屈折させて抽出することになる。このとき、第２出射面３３
５は中心軸(Ｚ０)を基準に、放出された光の出射角が屈折前の入射角より小さくなる。こ
れによって、隣接した光学レンズ３００間の光干渉距離を長く提供することができる。
【０１５７】
  実施例に係る光学レンズ３００は、リセス３１５の底がＸ軸方向の長さ(Ｄ３)がＹ軸方
向の長さ(Ｄ４)より長い構造を有し、回路基板４００の上にＸ軸方向に配列される。これ
によって、リセス３１５内に放出された発光素子１００の光は、リセス３１５内でＸ軸方
向に拡散した後、Ｙ軸方向および角領域に拡散される。実施例は、非対称構造のリセス３
１５によって、特定の軸方向(例えば、対角線方向)への光をさらに拡散させることができ
、光源モジュールのバー(Bar)の個数を減らすことができる。
【０１５８】
  一方、前記光学レンズ３００の下部に配置された１つまたは複数の支持突起３５０は、
底面３１０から下方、すなわち回路基板４００の方向に突出する。前記支持突起３５０は
、複数個が回路基板４００の上に固定され、前記光学レンズ３００のティルティングを防
止することができる。前記光学レンズ３００の側面突出部３６０は、第２出射面３３５の
Ｘ軸方向の表面から突出する。他の例として、前記光学レンズ３００において、側面突出
部３６０はＸ軸方向の表面から突出するように配置されてもよい。
【０１５９】
  図１６は、実施例に係る光学レンズを有するライトユニットを示した図である。
【０１６０】
  図１６に示すように、ライトユニットは、ボトムカバー５１０、前記ボトムカバー５１
０内に光源モジュール４００Ａとして複数の回路基板４００、発光素子１００および前記
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複数の回路基板４００の上に配置された光学レンズ３００を含む。前記複数の回路基板４
００は、ボトムカバー５１０の底５１１内に配列される。
【０１６１】
  前記ボトムカバー５１０の側面カバー５１２は、前記光源モジュール４００Ａから放出
された光を反射させたり、表示パネル方向に反射することができる。
【０１６２】
  前記光源モジュール３０１の回路基板４００は、ボトムカバー５１０内に２個以下、例
えば１個配置される。前記回路基板４００は、前記発光素子１００と電気的に連結される
回路層を含むことができる。
【０１６３】
  前記ボトムカバー５１０は、放熱のための金属または熱伝導性樹脂材質を含むことがで
きる。前記ボトムカバー５１０は収納部を備えることができ、前記収納部の周りには側面
カバーを備えることができる。実施例に係る回路基板４００の上には、反射シート(図示
しない)が配置される。前記反射シートは、例えばＰＥＴ、ＰＣ、ＰＶＣレジン等からな
ることができるが、これに対して限定はしない。
【０１６４】
  実施例に係るボトムカバー５１０の上には光学シート(図示しない)が配置され、前記光
学シートは、分散した光を集めるプリズムシート、輝度強化シートおよび光を再拡散させ
る拡散シートのうち少なくとも１つを含むことができる。前記光学シートと光源モジュー
ルとの間の領域には透明材質の導光層(図示しない)が配置されるが、これに対して限定は
しない。
【０１６５】
  実施例に係るボトムカバー５１０は、底５１１のサイズがＸ軸方向がＹ軸方向より長く
配置され、実施例に係る光学レンズ３００が長さ(Ｄ２＞Ｄ１)を持ってリセス３１５の底
の長さ(Ｄ３＞Ｄ４)で提供されるので、底５１１のコーナー領域５１１Ａおよびコーナー
方向に光が効果的に照射される。これは１バー光源モジュールによって底５１１のコーナ
ー領域５１１Ａにおける暗部の発生を減らすことができる。
【０１６６】
  図１３および図１６のように、回路基板４００の上でＸ軸方向に配列されたそれぞれの
光学レンズ３００は、底面３１０または第１出射面３３０の長さＤ２／Ｄ１の比率はａで
あり、前記リセス３１５の長さＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜ｂの関係を有する
ことができる。前記Ｄ２／Ｄ１の比率は第１出射面３３０における長／短長さの比率であ
り、Ｄ３／Ｄ４の比率はリセス３１５の底における長／短長さの比率である。前記ｂはａ
の１１０％以上、例えば１１０％～１４０％の範囲または１２０％～１６０％の範囲で提
供される。前記ｂはａの１.１倍以上、例えば１.１倍～１.４倍の範囲または１.２倍～１
.６倍の範囲で提供される。前記リセス３１５の底において、第１、２軸方向の長さの差
は、前記底面３１０または第１出射面３３０の第１、２軸方向の長さの差と同一であって
もよく異なってもよい。前記Ｄ１は光学レンズの第１軸方向の最大長さであり、前記Ｄ２
は光学レンズの第２軸方向の最大長さである。
【０１６７】
  前記光源モジュールにおいて、光学レンズが非対称形状で提供され、リセス３１５の入
射面３２０が対称形状のリセスを有するレンズより広い面積で提供されるので、入射した
光をＹ軸方向の広い範囲まで拡散させることができる。これによって、光学レンズ３００
は、外形的な長さの差によってＹ軸方向の輝度分布を確保することができ、輝度分布の側
面で前記リセス３１５によってＸ軸方向および角領域に広く拡散させることができる。こ
れによって、前記光学レンズ３００が配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下
、例えば１個に減らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度
分布を改善させることができる。
【０１６８】
  前記ボトムカバー５１０の底５１１には反射プレートが配置されるが、これに対して限
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定はしない。底５１１の側面にも反射層がさらに配置されるが、これに対して限定はしな
い。
【０１６９】
  実施例に係る発光素子１００は、表面に蛍光フィルムが配置される。前記蛍光フィルム
は、青色蛍光体、シアン蛍光体、緑色蛍光体、黄色蛍光体および赤色蛍光体のうち少なく
とも１つまたは複数を含み、単層または多層に配置される。前記蛍光フィルムは、透光性
樹脂材料内に蛍光体が添加される。前記透光性樹脂材料は、シリコンまたはエポキシのよ
うな物質を含み、前記蛍光体は、YAG、TAG、Silicate、Nitride、Oxy‐nitride系物質の
いずれからなることができる。前記蛍光フィルムは、量子点(quantum dot)のような蛍光
体を含むことができる。前記量子点は、ＩＩ‐ＶＩ化合物またはＩＩＩ‐Ｖ族化合物半導
体を含むことができ、赤色、緑色、黄色、赤色の量子点のうち少なくとも１つまたは相互
異なる種類を含むことができる。前記量子点は、量子拘束(quantum confinement)から発
生する光学特性を有するナノメートル大きさの粒子である。特定の励起源(excitation so
urce)で刺激した時、所望の波長の光が量子点から発光されるようにするために、量子点
の特定組成、構造および／または大きさを選択することができる。量子点は、大きさを変
化させることで、可視スペクトル全般にわたって発光するように調整することができる。
前記量子点は、１つ以上の半導体材料を含むことができ、前記半導体材料は、例えばＩＶ
族元素、ＩＩ‐ＶＩ族化合物、ＩＩ‐Ｖ族化合物、ＩＩＩ‐ＶＩ族化合物、ＩＩＩ‐Ｖ族
化合物、ＩＶ‐ＶＩ族化合物、Ｉ‐ＩＩＩ‐ＶＩ族化合物、ＩＩ‐ＩＶ‐ＶI族化合物、
ＩＩ‐ＩＶ‐Ｖ族化合物、上述した任意のものを含む合金、および／または三元および四
元混合物または合金を含む、上述した任意のものを含む混合物を含むことができる。前記
量子点は、例えばZnS、ZnSe、ZnTe、CdS、CdSe、CdTe、GaN、GaP、GaAs、GaSb、InP、InA
s、InSb、AlS、AlP、AlAs、PbS、PbSe、Ge、Si、CuInS２、CuInSe２、MgS、MgSe、MgTe等
のようなものおよびこれらの組合からなることができる。
【０１７０】
  図１７は第４実施例に係る光学レンズの平断面図であり、図１８は図１７の光学レンズ
の背面図であり、図１９は図１７の光学レンズの第１側面図であり、図２０は図１７の光
学レンズの第２側面図であり、図２１は図１７の光学レンズのＡ’‐Ａ’側断面図であり
、図２２は図１の光学レンズのＢ’‐Ｂ’側断面図である。第４実施例の説明において、
上記した構成と異なる構成に対して説明することにし、上記した構成と同じ部分は上記に
開示された構成と説明を参照し、本実施例に選択的に適用することがある。
【０１７１】
  図１７～図２２に示すように、光学レンズ３００Ａは、底面３１０、前記底面３１０の
センター領域に前記底面３１０から上方に膨らんだリセス(recess)３１５、前記リセス３
１５の周りに入射面３２０、前記底面３１０および前記入射面３２０の反対側に配置され
た第１出射面３３０、前記第１出射面３３０の下部に配置された第２出射面３３５を含む
。
【０１７２】
  前記光学レンズ３００Ａは、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)に対して垂直な軸(Ｚ)
方向は中心軸(Ｚ０)または光軸と定義することができる。前記リセス３１５の底の中心(
Ｐ０)に対して水平な両軸方向は、第１軸(Ｘ)および第２軸(Ｙ)方向であり、前記第１軸(
Ｘ)および第２軸(Ｙ)方向は、前記中心軸(Ｚ０)または光軸と直交する両軸方向である。
前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)は光学レンズ３００の下部中心であり、基準点と定義
することができる。
【０１７３】
  実施例に係る光学レンズ３００Ａの底面３１０は、リセス３１５の周りに配置される。
前記底面３１０は、水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に対して傾斜した面または曲面を含
むことができ、或いは傾斜した面と曲面を両方とも含むことができる。前記底面３１０は
、リセス３１５に隣接した領域はフラットで、第２出射面３３５に隣接した領域は傾斜し
た面からなることができる。前記リセス３１５は、前記底面３１０のセンター領域から垂
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直上方向に陥没した形態を有する。
【０１７４】
  前記光学レンズ３００Ａの底面３１０は、リセス３１５に隣接した第１エッジ２３およ
び第２出射面３３５に隣接した第２エッジ２５を含む。前記第１エッジ２３は、前記入射
面３２０と前記底面３１０との間の境界領域であり、光学レンズ３００の低点領域を含む
ことができる。前記第１エッジ２３は、前記底面３１０の領域のうち最も低い地点を含む
ことができる。前記第１エッジ２３の位置は、水平な第１直線(Ｘ０)を基準に第２エッジ
２５の位置より低く位置することができる。前記第１エッジ２３は、前記入射面３２０の
下部周りをカバーすることができる。前記第２エッジ２５は、前記底面３１０の外周領域
または前記第２出射面３３５の下部領域となることができる。前記第２エッジ２５は、前
記底面３１０と前記第２出射面３３５との間の境界領域からなることができる。
【０１７５】
  前記第１エッジ２３は、前記底面３１０の内側領域または前記入射面３２０との境界ラ
インからなることができる。前記第２エッジ２５は、前記底面３１０の外側領域または第
２出射面３３５との境界ラインからなることができる。前記第１エッジ２３は内側角また
は曲面を含むことができる。前記第２エッジ２５は、外側角または曲面を含むことができ
る。前記第１エッジ２３と第２エッジ２５は、前記底面３１０の両端部からなることがで
きる。前記第１エッジ２３の外枠形状は、ボトムビュー形状が円形状または楕円形状を有
することができ、前記第２エッジ２５の外枠形状は、ボトムビュー形状が円形状または楕
円形状を有することができる。
【０１７６】
  前記底面３１０は、前記第１エッジ２３に近いほど、前記第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)と
の間隔が狭くなる。前記底面３１０は、前記第１エッジ２３から離れるほど、前記第１、
２直線(Ｘ０、Ｙ０)との間隔が大きくなる。前記底面３１０において、前記第２エッジ２
５は前記第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)との間隔が最大であり、前記第１エッジ２３は前記第
１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)との間の間隔が最小である。前記底面３１０は、前記第１エッジ
２３と前記第２エッジ２５との間に傾斜した面または曲面を含み、または傾斜した面と曲
面を両方とも含むことができる。前記底面３１０は、前記第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)を基
準に外側に行くほど遠くなることで、前記リセス３１５から見るときは全反射面となるこ
とができる。例えば、前記リセス３１５内で前記リセス３１５の底の上に任意の光源が配
置された場合、前記底面３１０は傾斜した面を提供することができる。前記底面３１０は
、前記リセス３１５を介して入射する光を反射させることで、光の損失を減らすことがで
きる。また前記入射面３２０を経ることなく底面３１０に直接入射する光を除去すること
ができる。前記光学レンズ３００は、入射面３２０を介して反射面３１０に入射した光の
光量を増加させることができ、指向角分布を改善させることができる。
【０１７７】
  前記底面３１０が前記リセス３１５の第１エッジ２３に隣接するほどより低くなるので
、第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に段々近くなる。これによって、前記底面３１０の面積は増
加する。前記リセス３１５の入射面３２０の面積は、前記底面３１０が低くなっただけよ
り広くなる。前記リセス３１５の深さは、前記第１エッジ２３からの高さになるので、さ
らに深くなることになる。前記底面３１０の面積が増加することで、反射面積を増加させ
ることができる。前記リセス３１５の底はさらに低くなるので、底の面積を増加させるこ
とができる。
【０１７８】
  前記底面３１０の第１エッジ２３は、前記リセス３１５の底と水平な第１、２直線(Ｘ
０、Ｙ０)に配置され、前記第２エッジ２５は、前記第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)から所定
間隔で離隔する。前記第２エッジ２５と前記第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)との間の間隔は、
入射面３２０の下部領域２２に入射した光を反射させるように傾斜した面を提供できる距
離である。前記入射面３２０の下部領域２２は、前記第２エッジ２５に水平な線が交差す
る入射面３２０の下部地点と第１エッジ２３との間の領域でる。
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【０１７９】
  前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)または第２直線(Ｙ０)との間の間隔は５００
μｍ以下、例えば４５０μｍ以下である。前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)また
は第２直線(Ｙ０)との間の間隔は２００μｍ～４５０μｍの範囲を有することができる。
前記第２エッジ２５と前記第１直線(Ｘ０)または第２直線(Ｙ０)との間の間隔は、前記範
囲より小さい場合、前記第２出射面３３５の底点位置が低くなって前記第２出射面３３５
に放出された光の間の干渉問題が発生し、前記範囲より大きい場合、前記第２出射面３３
５の高点位置が高くなって第１出射面３３０の曲率が変更される問題が発生し、光学レン
ズ３００Ａの厚さ(Ｄ５)が増加する問題がある。
【０１８０】
  前記光学レンズ３００Ａの底面３１０には、複数の支持突起３５０を含むことができる
。前記複数の支持突起３５０は、図１８のように、リセス３１５の中心から同一距離(Ｄ
１１)で配置される。他の例として、複数の支持突起３５０のうち少なくとも１つは、前
記リセス３１５の中心から異なる距離で配置されてもよい。前記複数の支持突起３５０は
、第１軸(Ｘ)方向への間隔(Ｄ１３)が第２軸(Ｙ)方向への間隔(Ｄ１２)より大きい。
【０１８１】
  前記底面３１０の長さは、第１軸(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ１)と第２軸(Ｙ)方向の第２長
さ(Ｄ２)が異なる。前記第１長さ(Ｄ１)は底面３１０または第１出射面３３０の第１軸(
Ｘ)方向の長さであり、第２長さ(Ｄ２)は底面３１０または第２出射面３３０の第２軸(Ｙ
)方向の長さである。前記第１長さ(Ｄ１)は光学レンズ３００Ａの第１軸(Ｘ)方向の長さ
であり、第２長さ(Ｄ２)は第２軸(Ｙ)方向の長さである。前記第２長さ(Ｄ２)は第１長さ
(Ｄ１)より長く配置され、前記第２長さ(Ｄ２)が第１長さ(Ｄ１)より０.５mm以上、例え
ば１mm以上大きい。前記長さはＤ１＜Ｄ２の関係を満足し、前記長さの比率(Ｄ１：Ｄ２)
の比率は１：１.０３～１：１.１の範囲を有することができる。実施例に係る光学レンズ
３００は、第２長さ(Ｄ２)が第１長さ(Ｄ１)より長く配置されるので、第２軸(Ｙ)方向の
輝度分布が減少しないようにすることができる。
【０１８２】
  図１８のように、前記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。図１９
～図２２のように、前記リセス３１５は、側断面が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状また
は楕円形状を含むことができる。前記リセス３１５は、上方に行くほど幅が段々狭くなる
形状を有することができる。前記リセス３１５は、底の周りの第１エッジ２３から上端の
第１頂点２１に向かって徐々に収束される形状を有することができる。前記リセス３１５
のボトムビューが楕円形状である場合、前記第１頂点２１に向かって直径が徐々に減少す
ることになる。前記リセス３１５は、中心軸(Ｚ０)を基準に軸対称形状に提供されてもよ
い。前記入射面３２０の第１頂点２１はドット形状に提供されてもよい。
【０１８３】
  前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述される発光素子が挿
入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、発光
素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ
４)は、前記発光素子の幅の１.２倍～２.５倍の範囲であり、前記範囲より小さい場合、
発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい場合、前記発光素子と第１エッジ２
３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こすことがある。
【０１８４】
  前記リセス３１５の底の長さは、第１軸(Ｘ)方向の第３長さ(Ｄ３)は第２軸(Ｙ)方向の
第４長さ(Ｄ４)と異なってもよい。例えば、第１軸(Ｘ)方向の第３長さ(Ｄ３)は第２軸方
向の第４長さ(Ｄ４)より大きい。前記リセス３１５の底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を満足
し、その差は０.５mm以上５mm以下、例えば１mm～２mmの範囲の差を有することができる
。前記第３長さ(Ｄ３)は第４長さ(Ｄ４)の４倍以下、例えば２倍以下である。前記リセス
３１５の底の長さの比率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.３～１：２の範囲の差を有することがで
きる。このような第２軸(Ｙ)方向の第４長さ(Ｄ４)が第１軸(Ｘ)方向の第３長さ(Ｄ３)よ
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り前記範囲より小さい場合、Ｙ軸方向の輝度改善が微小で、前記範囲より大きい場合、Ｘ
軸方向の輝度分布が相対的に小さくなる。
【０１８５】
  実施例に係る光学レンズ３００Ａは、底面３１０または第１出射面３３０の長さＤ２／
Ｄ１の比率はａであり、前記リセス３１５の長さＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜
ｂの関係を有することができる。前記Ｄ２／Ｄ１の比率は底面３１０または第１出射面３
３０において長／短の長さの比率であり、Ｄ３／Ｄ４の比率はリセス３１０の底において
長／短の長さの比率である。前記ｂはａの１１０％以上、例えば１１０％～１９０％の範
囲または１２０％～１８０％の範囲で提供される。前記ｂはａの１.１倍以上、例えば１.
１倍～１.９倍の範囲または１.２倍～１.８倍の範囲で提供される。前記リセス３１５の
底において、第１、２軸方向の長さの差は、前記底面３１０または第１出射面３３０の第
１、２軸方向の長さの差と同一であってもよく異なってもよい。これは非対称形状の光学
レンズにおいて、前記リセス３１５の入射面３１５が対称形状のレンズよりＸ軸方向によ
り広い面積で提供されるので、光をＹ軸方向により広く拡散させて提供することができる
。これによって、光学レンズ３００は、外形的な長さの差によってＹ軸方向の輝度分布を
確保することができ、輝度分布の側面で前記リセス３１５によってＸ軸方向およびＸ‐Ｙ
軸の間の対角線方向に広く拡散させることができる。これによって、前記光学レンズ３０
０Ａが配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば１個に減らすことがで
き、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改善させることができる
。
【０１８６】
  実施例に係る光学レンズ３００Ａは、外形的に第１軸(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ１)が第２
軸(Ｙ)方向の第２長さ(Ｄ２)より小さく、前記リセス３１５の底の長さは第１軸(Ｘ)方向
の第３長さ(Ｄ３)が第２軸(Ｙ)方向の第４長さ(Ｄ４)より大きく配置されてもよい。これ
によって、光学レンズ３００Ａは、外形的な長さの差によって第２軸(Ｙ)方向の輝度分布
を確保することができ、輝度分布の側面で前記リセス３１５によって第１軸(Ｘ)方向およ
び角領域に広く拡散させることができる。
【０１８７】
  前記光学レンズ３００Ａが配列された光源モジュールのバー(Bar)の個数を２個以下、
例えば１個に減らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分
布を改善させることができる。
【０１８８】
  前記入射面３２０は、前記底面３１０のセンター領域から上方に膨らんだ曲面を有し、
前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)との距離が上方に行くほど遠くなる。前記入射面３２
０は凸状の曲面で提供されるので、全領域で光を屈折させることができる。前記入射面３
２０の下部領域２２は、前記第２出射面３３５より低い位置に配置され、直接または間接
的に光が入射される。前記入射面３２０の下部領域２２は、前記リセス３１５の底から反
射された光が入射される。前記底面３１０および前記入射面３２０は、ベジェ(Bezier)曲
線を有する回転体からなることができる。前記底面３１０および入射面３２０の曲線は、
スプライン(Spline)、例えばキュービック(cubic)、B‐スプライン、T‐スプラインで具
現することができる。前記入射面３２０の曲線は、ベジェ曲線(Bezier curve)で具現する
ことができる。
【０１８９】
  図２１および図２２のように、光学レンズ３００Ａは第１出射面３３０と第２出射面３
３５を含む。前記第１出射面３３０Ａは、レンズ本体を基準に前記入射面３２０および前
記底面３１０の反対側面からなることができる。前記第１出射面３３０は曲面を含む。前
記第１出射面３３０は、中心軸(Ｚ０)に対応する地点が第２頂点３１となることができ、
前記第２頂点３１はレンズ本体の頂点となることができる。前記第１出射面３３０は上方
に膨らんだ曲面を含むことができる。前記第２出射面３３５において、前記第２頂点３１
に隣接したセンター側第１領域Ａ１、Ａ２は負の曲率を持たなくてもよい。前記第２出射



(32) JP 6879770 B6 2021.7.14

10

20

30

40

50

面３３５において、前記第２頂点３１に隣接した第１領域Ａ１、Ａ２は、相互異なる正の
曲率半径を有することができる。前記第１領域Ａ１、Ａ２の外側サイド領域である第２領
域Ａ３、Ａ４は、相互異なる曲率半径を有する曲面に形成される。
【０１９０】
  前記第１出射面３３０は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)との距離が中心軸(Ｚ０)
から離れるほど段々大きくなる。前記第１出射面３３０のうち前記中心軸(Ｚ０)、すなわ
ち前記第２頂点３１に隣接するほど水平な軸に対して傾きがないか、微細な傾きの差を有
することができる。すなわち、前記第１出射面３３０のセンター側第１領域Ａ１、Ａ２は
、ゆるやかな曲線であるか平坦な直線を含むことができる。前記第１出射面３３０の第１
領域Ａ１、Ａ２は、前記リセス３１５と垂直にオーバーラップする領域を含むことができ
る。前記第１出射面３３０のサイド側第２領域Ａ３、Ａ４は、前記第１領域Ａ１、Ａ２よ
り急激な曲面を有することができる。前記第１出射面３３０と前記入射面３２０は凸状の
曲面を有するので、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)から放出される光を側方に拡散さ
せることができる。前記第１出射面３３０と前記入射面３２０は、前記中心軸(Ｚ０)から
７０±４以内の角度範囲で、前記中心軸(Ｚ０)から離れるほど光が屈折する角度が大きく
なる。
【０１９１】
  前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２の曲率半径は、前記入射面３２０の曲率半
径より大きい曲率半径を有してもよい。前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２の曲
率半径は、前記第２領域Ａ３、Ａ４の曲率半径より大きい曲率半径を有してもよい。前記
第１軸(Ｘ)方向と第２軸(Ｙ)方向の第１領域Ａ１、Ａ２は、相互同一または相互異なる曲
率半径を有することができるが、これに対して限定はしない。前記第１軸(Ｘ)方向と第２
軸(Ｙ)方向の第２領域Ａ３、Ａ４は、相互同一または相互異なる曲率半径を有することが
できるが、これに対して限定はしない。
【０１９２】
  前記第１出射面３３０の傾きは、前記入射面３２０の傾きより小さくてもよい。前記光
学レンズ３００の第１出射面３３０は、指向角内で中心軸(Ｚ０)を基準に距離が遠くなる
につれて鍛造が増加し、前記第２出射面３３５は光の指向角分布を外れた領域を含み、前
記中心軸(Ｚ０)を基準に距離が遠くなるにつれて鍛造が同一であるか減少することになる
。
【０１９３】
  前記第１出射面３３０と前記第２出射面３３５との間の境界領域では光が屈折する角度
が減少し、例えば２度以下の角度範囲に減少することになる。これは、前記第１出射面３
３０のうち前記第２出射面３３５に近い面が接線に近くなるか垂直な面で提供されるので
、光が屈折する角度が段々減少することになる。
【０１９４】
  前記光学レンズ３００の第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底に水平な第１、２
直線(Ｘ０、Ｙ０)より高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラットな面また
は傾斜した面からなることができ、フランジ(Flange)と定義することができるが、これに
対して限定はしない。
【０１９５】
  前記第２出射面３３５は、前記水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に対して垂直または傾
斜するように配置される。前記第２出射面３３５は、前記第１出射面３３０の外枠ライン
から垂直または傾斜するように延長される。前記第２出射面３３５は第１出射面３３０に
隣接した第３エッジ３５を含み、前記第３エッジ３５は、前記第１出射面３３０の外枠ラ
インと同一位置であるか、前記第１出射面３３０の外枠ラインより内部または外部に位置
することができる。
【０１９６】
  前記第２出射面３３５の第３エッジ３５と前記中心軸(Ｚ０)を連結した直線は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から７４±２度以下の角度に位置
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することができる。前記第２出射面３３５の第３エッジ３５は、前記リセス３１５の底の
中心(Ｐ０)を基準に前記水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に対して２０度以下、例えば１
６±２度の角度で位置することができる。前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)に前記第２
出射面３３５の第２エッジ２５と第３エッジ３５との間の角度は１６度以下、例えば１３
±２度の角度を有することができる。このような第２出射面３３５の第３エッジ３５を通
る直線に対する角度は、前記光学レンズ３００Ａの外部角度である。前記第２出射面３３
５は、前記水平な第１軸(Ｘ０)および第２軸(Ｙ０)から離隔した領域から入射する光を屈
折させて放射することができる。前記第２出射面３３５によって屈折された光は、中心軸
(Ｚ０)を基準に屈折前の角度より小さい角度で放射されることになる。これによって、第
２出射面３３５は屈折された光が水平な軸または水平な軸より低い方向に放射されること
を抑制することができ、隣接した光学部材に干渉を与えたり光が損失することを防止する
ことができる。
【０１９７】
  前記中心軸(Ｚ０)と前記底面３１０の第２エッジ２５を通る直線は、前記第１、２直線
(Ｘ０、Ｙ０)との角度(θ１)が５度以下、例えば０.４度～４度の範囲を有することがで
きる。このような角度(θ１)は、前記中心軸(Ｚ０)との距離と前記第２エッジ２５の高さ
によって変わり、前記範囲を外れる場合、光学レンズの厚さが変更されて光の損失が増加
することがある。前記第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に
前記中心軸(Ｚ０)から半値角を外れる光を屈折させるので、光損失を減らすことができる
。
【０１９８】
  前記光学レンズ３００Ａの長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてもよ
い。前記光学レンズ３００Ａの長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、前記厚さ(Ｄ５)の２.５倍以上、例
えば３倍以上となることができる。前記光学レンズ３００Ａの長さのうち第１長さ(Ｄ１)
は１５mm以上、例えば１６mm～２５mmの範囲を有することができ、第２長さ(Ｄ２)は１６
mm以上、例えば１７mm～３０mmの範囲を有することができる。前記光学レンズ３００の厚
さ(Ｄ５)は６.５mm以上、例えば６.５mm～９mm以下の範囲を有することができる。このよ
うな光学レンズ３００Ａの相互異なる長さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置され
るので、照明装置やライトユニットの全領域に均一な輝度分布を提供することができる。
また、ライトユニット内でカバーする領域が改善されるので、光学レンズの個数を減らす
ことができ、光学レンズ３００Ａの厚さは減らすことができる。
【０１９９】
  前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から第１頂点２１までの間隔を有する
。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０の頂点であるかリセス３１５の上端地点であ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は５mm以上、例えば６mm以上有することができ、光学
レンズ３００Ａの厚さ(Ｄ５)の７５％以上、例えば８０％以上の深さを有することができ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は、前記第１出射面３３０の第２頂点３１と底の中心
(Ｐ０)または第１エッジ２３との間の距離の８０％以上である。前記リセス３１５の深さ
(Ｄ８)が深く配置されることで、第１出射面３３０のセンター領域が全反射面または負の
曲率を持たなくても、入射面３２０の第１頂点２１の隣接領域においても側方に光を拡散
させることができる。前記リセス３１５が深い深さ(Ｄ８)を有するので、前記入射面３２
０は第２頂点３１に近い領域から前記第１頂点２１の周辺領域に入射した光を側方に屈折
させることができる。
【０２００】
  前記リセス３１５と前記第１出射面３３０との間の最小距離(Ｄ９)は、前記入射面３２
０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の間隔である。前記距離(Ｄ
９)は３mm以下、例えば０.６mm～３mmの範囲または０.６mm～２mmの範囲を有することが
できる。前記入射面３２０の第１頂点２１と第１出射面３３０第２頂点３１との間の距離
(Ｄ９)が３mm以上である場合、前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２と第２領域Ａ
３、Ａ４に進行する光量の差が大きくなり、光分布が不均一になる。前記入射面３２０の
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第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の距離(Ｄ９)が０.６mm未満の場
合、光学レンズ３００Ａのセンター側剛性が弱くなる問題がある。このようなリセス３１
５および第１出射面３３０との間の距離(Ｄ９)を前記範囲で配置することで、第２出射面
３３５の第１領域Ａ１、Ａ２が全反射面または負の曲率を持たなくても、光の経路を外側
方向に拡散させることができる。これは入射面３２０の第１頂点２１が前記第１出射面３
３０の凸状の第２頂点３１に隣接するほど、前記入射面３２０を介して第１出射面３３０
の側方に進行する光の光量が増加する。したがって、光学レンズ３００Ａの側方に拡散す
る光量を増加させることができる。
【０２０１】
  前記入射面３２０の第１頂点２１は、前記第２出射面３３５の第３エッジ３５から水平
に延長した直線よりは第１出射面３３０のセンターである第２頂点３１により隣接するよ
うに配置される。
【０２０２】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｄ７)は第２エッジ２５および第３エッジ３５との間の直線
距離として、前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)より小さくなる。前記第２出射面３３５の幅
(Ｄ７)は、例えば１.８mm～２.３mmの範囲を有することができる。前記第２出射面３３５
の幅(Ｄ７)が前記範囲を超える場合、第２出射面３３５に出射される光量が増加して光分
布制御が難しい問題があり、前記範囲より小さい場合、レンズ本体を製造する時、ゲート
(Gate)領域の確保が難しくなる。
【０２０３】
  図２１および図２２のように、前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２は、前記リ
セス３１５と垂直にオーバーラップする領域として、前記底の中心(Ｐ０)を基準に前記中
心軸(Ｚ０)から２０度以下の角度、例えば１４度～１８度の領域に位置することができる
。前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２が前記角度範囲を超える場合、前記リセス
３１５内の半径がより大きくなり、前記第１領域Ａ１、Ａ２と前記第２領域Ａ３、Ａ４の
光量の差が大きくなる問題がある。また前記第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２が前
記角度範囲より小さい場合、前記リセス３１５内の半径が減り、光源の挿入が不容易とな
り、第１出射面３３０の第１領域Ａ１、Ａ２と第２領域Ａ３、Ａ４の光分布が不均一にな
る。
【０２０４】
  前記光学レンズ３００Ａにおいて、第２出射面３３５は第１出射面３３０の下部周りに
配置され、底面３１０は前記第２出射面３３５の第２エッジ２５より下に配置される。前
記底面３１０は、前記第２出射面３３５の第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する
。
【０２０５】
  前記光学レンズ３００Ａは、他の例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えるこ
とができる。前記凹凸面は、表面が粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸
面は、散乱粒子が形成された面であってもよい。前記光学レンズ３００Ａは、他の例とし
て、前記底面３１０に凹凸面を備えることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が
粗いヘイズ面からなるか、散乱粒子が形成されてもよい。
【０２０６】
  実施例に係る光学レンズ３００Ａは、図３２のように、回路基板４００の上で第１軸(
Ｘ)方向に所定間隔で配列される。このような光学レンズ３００Ａは、図１８、図２１お
よび図２２のように、リセス３１５の底の長さ(Ｄ４＜Ｄ３)が広い第１軸(Ｘ)方向に配列
されるので、光学レンズ３００Ａ間の間隔は広くしながら光学レンズ３００Ａの個数を減
らすことができ、前記リセス３１５の非対称構造によって第２軸(Ｙ)方向への輝度分布を
改善させることができる。
【０２０７】
  図２３は第５実施例に係る光学レンズの背面図であり、図２４は図２３の光学レンズの
Ｃ’‐Ｃ’側断面図であり、図２５は図２３の光学レンズのＤ’‐Ｄ’側断面図である。
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第５実施例の説明において、上記に開示された実施例と同じ部分は上記説明を参照し、重
複する構成の詳細な説明は省略し、本実施例に選択的に適用することがある。
【０２０８】
  図２３～図２５に示すように、第５実施例に係る光学レンズは、底面３１０、前記底面
３１０のセンター領域に前記底面３１０から上方に膨らんだリセス(recess)３１５、前記
リセス３１５の周りに入射面３２０、前記底面３１０および前記入射面３２０の反対側に
配置された第１出射面３３０、前記第１出射面３３０の下部に配置された第２出射面３３
５を含む。このような第５実施例に係る光学レンズは、上記に開示された第１‐４実施例
の光学レンズに比べて、第１、２長さ(Ｄ１、Ｄ２)と、リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、
Ｄ４)と、リセス３１５の深さが異なる構造である。
【０２０９】
  前記光学レンズの底面３１０には、複数の支持突起３５０を含むことができる。前記複
数の支持突起３５０は、前記光学レンズ３００の底面３１０から下方に突出して前記光学
レンズを支持することになる。
【０２１０】
  前記底面３１０のボトムビュー形状は楕円形状を含むことができる。前記底面３１０ま
たは第１出射面３３０の長さは、第１軸(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ１)と第２軸(Ｙ)方向の第
２長さ(Ｄ２)が異なる。前記第１長さ(Ｄ１)は光学レンズの第１軸(Ｘ)方向の長さであり
、第２長さ(Ｄ２)は第２軸(Ｙ)方向の長さである。前記第２長さ(Ｄ２)は第１長さ(Ｄ１)
より長く配置され、前記第２長さ(Ｄ２)が第１長さ(Ｄ１)より０.５mm以上、例えば１mm
以上大きい。前記長さはＤ２＞Ｄ１の関係を満足し、前記長さの比率(Ｄ１：Ｄ２)の比率
は１：１.０３～１：１.１の範囲を有することができる。実施例に係る光学レンズは、第
２長さ(Ｄ２)が第１長さ(Ｄ１)より長く配置されるので、第２軸(Ｙ)方向の輝度分布が減
少しないようにすることができる。
【０２１１】
  図２６のように、前記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。図２７
および図２８のように、前記リセス３１５は、側断面が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状
または楕円形状を含むことができる。前記リセス３１５は上方に行くほど幅が段々狭くな
る形状を有することができる。前記リセス３１５は、底の周りの第１エッジ２３から上端
の第１頂点２１に向かって徐々に収束される形状を有することができる。前記リセス３１
５のボトムビューが楕円形状である場合、前記第１頂点２１に向かって直径が徐々に減少
することになる。前記リセス３１５は中心軸(Ｚ０)を基準に軸対称形状に提供されてもよ
い。前記入射面３２０の第１頂点２１はドット形状に提供されてもよい。
【０２１２】
  前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述される発光素子が挿
入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、発光
素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ
４)は、前記発光素子の幅の１.２倍～２.５倍の範囲であり、前記範囲より小さい場合、
発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい場合、前記発光素子と第１エッジ２
３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こすことがある。
【０２１３】
  前記リセス３１５の底の長さは、第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)は第２軸(Ｙ)方向の長さ
(Ｄ４)と異なってもよい。例えば、第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)は第２軸方向の長さ(Ｄ
４)より大きい。前記リセス３１５の底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を満足し、その差は２m
m以上５mm以下、例えば３mm～５mmの範囲の差を有することができる。前記底の長さＤ３
はＤ４の４倍以下である。前記リセス３１５の底の長さの比率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.５
～１：３の範囲の差を有することができる。このような第２軸(Ｙ)方向の長さ(Ｄ４)が第
１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)より前記範囲より小さい場合、Ｙ軸方向の輝度改善が微小で、
前記範囲より大きい場合、Ｘ軸方向の輝度分布が相対的に小さくなる。また、リセス３１
５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)間の長さの差が大きくなることで、光源、例えば発光素子から
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放出された光が、リセス底の長さが長い方向と直交する方向、例えばＹ軸方向への光抽出
効率の改善を誘導することができる。
【０２１４】
  実施例に係る光学レンズは、底面３１０または第１出射面３３０の長さＤ２／Ｄ１の比
率はａであり、前記リセス３１５の底の長さＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜ｂの
関係を有することができる。前記Ｄ２／Ｄ１の比率は底面３１０または第１出射面３３０
の長／短の長さの比率であり、Ｄ３／Ｄ４の比率はリセス３１５の底において長／短の長
さの比率である。前記ｂはａの１３６％以上、例えば１３６％～２９０％の範囲または１
４５％～２７０％の範囲で提供される。前記ｂはａの１.３６倍以上、例えば１.３６倍～
２.９０倍の範囲または１.４５倍～２.７０倍の範囲で提供される。これは非対称光学レ
ンズにおいて、前記リセス３１５の入射面３１５が対称レンズより広く提供されるので、
光をさらに広い範囲まで拡散させて提供することができる。これによって、光学レンズは
、外形的な長さの差によってＹ軸方向の輝度分布を確保することができ、輝度分布の側面
で前記リセス３１５によってＸ軸方向および角領域に広く拡散させることができる。これ
によって、前記光学レンズが配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば
１個に減らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改
善させることができる。
【０２１５】
  実施例に係る光学レンズ３００は、外形的に第２軸(Ｙ)方向の第２長さ(Ｄ２)が第１軸
(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ１)より長く、前記リセス３１５の底の長さは第２軸(Ｙ)方向の底
の長さ(Ｄ４)が第１軸(Ｘ)方向の底の長さ(Ｄ３)より狭く配置されることになる。これに
よって、光学レンズは、外形的な長さの差によって第２軸(Ｙ)方向の輝度分布を確保する
ことができ、輝度分布の側面で前記リセス３１５によって第２軸(Ｙ)方向およびＸ‐Ｙ軸
の間の角領域に広く拡散させることができる。
【０２１６】
  前記光学レンズが配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば１個に減
らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改善させる
ことができる。
【０２１７】
  前記光学レンズ３００の第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底に水平な第１、２
直線(Ｘ０、Ｙ０)より高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラットな面また
は傾斜した面からなることができ、フランジ(Flange)と定義することができるが、これに
対して限定はしない。
【０２１８】
  前記第２出射面３３５は、前記水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に対して垂直または傾
斜するように配置される。前記第２出射面３３５は、前記第１出射面３３０の外枠ライン
から垂直または傾斜するように延長される。前記第２出射面３３５は第１出射面３３０に
隣接した第３エッジ３５を含み、前記第３エッジ３５は、前記第１出射面３３０の外枠ラ
インと同一位置であるか、前記第１出射面３３０の外枠ラインより内部または外部に位置
することができる。
【０２１９】
  前記第２出射面３３５の第３エッジ３５と前記中心軸(Ｚ０)を連結した直線は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から７４±２度以下の角度に位置
することができる。前記第２出射面３３５の第３エッジ３５は、前記リセス３１５の底の
中心(Ｐ０)を基準に前記水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に対して２０度以下、例えば１
６±２度の角度で位置することができる。前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)に前記第２
出射面３３５の第２エッジ２５と第３エッジ３５との間の角度は１６度以下、例えば１３
±２度の角度を有することができる。このような第２出射面３３５の第３エッジ３５を通
る直線に対する角度は、前記光学レンズの外部角度である。前記第２出射面３３５は、前
記水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)から離隔した領域から入射する光を屈折させて放射す
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ることができる。前記第２出射面３３５によって屈折された光は、中心軸(Ｚ０)を基準に
屈折前の角度より小さい角度で放射されることになる。これによって、第２出射面３３５
は屈折された光が水平な軸または水平な軸より低い方向に放射されることを抑制すること
ができ、隣接した光学部材に干渉を与えたり光が損失することを防止することができる。
【０２２０】
  前記中心軸(Ｚ０)と前記底面３１０の第２エッジ２５を通る直線は、前記第１、２直線
(Ｘ０、Ｙ０)との角度(θ１)が５度以下、例えば０.４度～４度の範囲を有することがで
きる。このような角度(θ１)は、前記中心軸(Ｚ０)との距離と前記第２エッジ２５の高さ
によって変わり、前記範囲を外れる場合、光学レンズの厚さが変更されて光の損失が増加
することがある。前記第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に
前記中心軸(Ｚ０)から半値角を外れる光を屈折させるので、光損失を減らすことができる
。
【０２２１】
  前記光学レンズの長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてもよい。前記
光学レンズの長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、前記厚さ(Ｄ５)の２.５倍以上、例えば３倍以上とな
ることができる。前記光学レンズ３００の長さのうち第１長さ(Ｄ１)は１５mm以上、例え
ば１６mm～２５mmの範囲を有することができ、第２長さ(Ｄ２)は１６mm以上、例えば１７
mm～３０mmの範囲を有することができる。前記光学レンズの厚さ(Ｄ５)は６.５mm以上、
例えば６.５mm～９mm以下の範囲を有することができる。このような光学レンズの相互異
なる長さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置されるので、照明装置やライトユニッ
トの全領域に均一な輝度分布を提供することができる。また、ライトユニット内でカバー
する領域が改善されるので、光学レンズの個数を減らすことができ、光学レンズの厚さは
減らすことができる。
【０２２２】
  前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から第１頂点２１までの間隔を有する
。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０の頂点であるかリセス３１５の上端地点であ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は５mm以上、例えば６mm以上有することができ、前記
光学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)の７５％以上、例えば８０％以上の深さを有することがで
きる。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は、前記第１出射面３３０の第２頂点３１と底の中
心(Ｐ０)または第１エッジ２３との間の距離の８０％以上である。前記リセス３１５の深
さ(Ｄ８)が深く配置されることで、第１出射面３３０のセンター領域が全反射面または負
の曲率を持たなくても、入射面３２０の第１頂点２１の隣接領域においても側方に光を拡
散させることができる。前記リセス３１５が深い深さ(Ｄ８)を有するので、前記入射面３
２０は第２頂点３１に近い領域から前記第１頂点２１の周辺領域に入射した光を側方に屈
折させることができる。
【０２２３】
  前記リセス３１５と前記第１出射面３３０との間の最小距離(Ｄ９)は、前記入射面３２
０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の間隔である。前記距離(Ｄ
９)は３mm以下、例えば０.６mm～３mmの範囲または０.６mm～２mmの範囲を有することが
できる。前記入射面３２０の第１頂点２１と第１出射面３３０第２頂点３１との間の距離
(Ｄ９)が３mm以上である場合、前記第１出射面３３０のセンター領域とサイド領域に進行
する光量の差が大きくなり、光分布が不均一になる。前記入射面３２０の第１頂点２１と
第１出射面３３０の第２頂点３１との間の距離(Ｄ９)が０.６mm未満の場合、光学レンズ
３００のセンター側剛性が弱くなる問題がある。このようなリセス３１５および第１出射
面３３０との間の距離(Ｄ９)を前記範囲で配置することで、第２出射面３３５のセンター
領域が全反射面または負の曲率を持たなくても、光の経路を外側方向に拡散させることが
できる。これは入射面３２０の第１頂点２１が前記第１出射面３３０の凸状の第２頂点３
１に隣接するほど、前記入射面３２０を介して第１出射面３３０の側方に進行する光の光
量が増加する。したがって、光学レンズ３００の側方向、例えばＹ軸方向に拡散する光量
を増加させることができる。
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【０２２４】
  前記入射面３２０の第１頂点２１は、前記第２出射面３３５の第３エッジ３５から水平
に延長した直線よりは第１出射面３３０のセンターである第２頂点３１により隣接するよ
うに配置される。
【０２２５】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｄ７)は第２エッジ２５および第３エッジ３５との間の直線
距離として、前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)より小さくなる。前記第２出射面３３５の幅
(Ｄ７)は、例えば１.８mm～２.３mmの範囲を有することができる。前記第２出射面３３５
の幅(Ｄ７)が前記範囲を超える場合、第２出射面３３５に出射される光量が増加して光分
布制御が難しい問題があり、前記範囲より小さい場合、レンズ本体を製造する時、ゲート
(Gate)領域の確保が難しくなる。
【０２２６】
  前記光学レンズにおいて、第２出射面３３５は第１出射面３３０の下部周りに配置され
、底面３１０は前記第２出射面３３５の第２エッジ２５より下に配置される。前記底面３
１０は、前記第２出射面３３５の第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する。前記光
学レンズは、他の例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えることができる。前記
凹凸面は、表面が粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸面は、散乱粒子が
形成された面であってもよい。前記光学レンズは、他の例として、前記底面３１０に凹凸
面を備えることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が粗いヘイズ面からなるか、
散乱粒子が形成されてもよい。
【０２２７】
  実施例に係る光学レンズ３００は、図３７のように、回路基板４００の上で第２軸(Ｙ)
方向に所定間隔で配列される。このような光学レンズ３００は、図２４～図２６のように
、リセス３１５の底の長さ(Ｄ４＜Ｄ３)が広い第１軸(Ｘ)方向に配列されるので、光学レ
ンズ３００間の間隔は広くしながら光学レンズ３００の個数を減らすことができ、前記リ
セス３１５の非対称構造によって第２軸(Ｙ)方向への輝度分布を改善させることができる
。
【０２２８】
  図２６は第６実施例に係る光学レンズの側断面図であり、図２７は図２６の光学レンズ
の他の側断面図である。
【０２２９】
  図２６および図２７に示すように、第３実施例に係る光学レンズは、底面３１０、前記
底面３１０のセンター領域に前記底面３１０から上方に膨らんだリセス(recess)３１５、
前記リセス３１５の周りに入射面３２０、前記底面３１０および前記入射面３２０の反対
側に配置された第１出射面３３０、前記第１出射面３３０の下部に配置された第２出射面
３３５を含む。このような第６実施例に係る光学レンズは、上記に開示された実施例の光
学レンズに比べて、第１、２長さ(Ｄ１、Ｄ２)と、リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)
と、リセス３１５の深さを異なるようにした構造である。また、第６実施例に係る光学レ
ンズは、第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)が領域に応じて異なる構造で提供されてもよ
い。
【０２３０】
  前記光学レンズの底面３１０のボトムビュー形状は楕円形状を含むことができる。前記
底面３１０または第１出射面３３０の長さは、第１軸(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ１)と第２軸
(Ｙ)方向の第２長さ(Ｄ２)が異なる。前記第１長さ(Ｄ１)は光学レンズ３００の第１軸(
Ｘ)方向の長さであり、第２長さ(Ｄ２)は第２軸(Ｙ)方向の長さである。前記第２長さ(Ｄ
２)は第１長さ(Ｄ１)より長く配置され、前記第２長さ(Ｄ２)が第１長さ(Ｄ１)より０.５
mm以上、例えば０.５mm以上２mm以下の差を有することができる。前記長さはＤ２＞Ｄ１
の関係を満足し、前記長さの比率(Ｄ１：Ｄ２)の比率は１：１.０３～１：１.１の範囲を
有することができる。実施例に係る光学レンズは、第２長さ(Ｄ２)が第１長さ(Ｄ１)より
長く配置されるので、第２軸(Ｙ)方向の輝度分布が減少しないようにすることができる。
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【０２３１】
  前記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。前記リセス３１５は、側
断面が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状または楕円形状を含むことができる。前記リセス
３１５は上方に行くほど幅が段々狭くなる形状を有することができる。前記リセス３１５
は、底の周りの第１エッジ２３から上端の第１頂点２１に向かって徐々に収束される形状
を有することができる。前記リセス３１５のボトムビューが楕円形状である場合、前記第
１頂点２１に向かって直径が徐々に減少することになる。前記リセス３１５は中心軸(Ｚ
０)を基準に軸対称形状に提供されてもよい。前記入射面３２０の第１頂点２１はドット
形状に提供されてもよい。
【０２３２】
  前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述される発光素子が挿
入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、発光
素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ
４)は、前記発光素子の幅の１.２倍～２.５倍の範囲であり、前記範囲より小さい場合、
発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい場合、前記発光素子と第１エッジ２
３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こすことがある。
【０２３３】
  前記リセス３１５の底の長さは、第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)は第２軸(Ｙ)方向の長さ
(Ｄ４)と異なってもよい。例えば、第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ４)は第１軸方向の長さ(Ｄ
３)より小さくなる。前記リセス３１５の底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を満足し、その差
は１.５mm以上５mm以下、例えば１.５mm以上３mm以下の差を有することができる。前記底
の長さＤ３はＤ４の３倍以下、例えば２倍以下である。前記リセス３１５の底の長さの比
率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.５～１：３の範囲の差を有することができる。このような第２
軸(Ｙ)方向の底の長さ(Ｄ４)が第１軸(Ｘ)方向の底の長さ(Ｄ３)より前記範囲より小さい
場合、Ｙ軸方向の輝度改善が微小で、前記範囲より大きい場合、Ｘ軸方向の輝度分布が相
対的に小さくなる。また、リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)間の長さの差が大きくな
くても光源、例えば発光素子から放出された光が、リセスの長さが長い方向と直交する方
向、例えばＹ軸方向への光抽出効率の改善を誘導することができる。
【０２３４】
  実施例に係る光学レンズは、底面３１０または第１出射面３３０の長さＤ２／Ｄ１の比
率はａであり、前記リセス３１５の底の長さＤ３／Ｄ４の比率がｂである場合、ａ＜ｂの
関係を有することができる。前記Ｄ２／Ｄ１の比率は底面３１０または第１出射面３３０
の長／短の長さの比率であり、Ｄ３／Ｄ４の比率はリセス３１５の底において長／短の長
さの比率である。前記ｂはａの１３６％以上、例えば１３６％～２９０％の範囲または１
４５％～２７０％の範囲で提供される。前記ｂはａの１.３６倍以上、例えば１.３６倍～
２.９０倍の範囲または１.４５倍～２.７０倍の範囲で提供される。これは非対称光学レ
ンズにおいて、前記リセス３１５の入射面３１５が対称レンズより広く提供されるので、
光をさらに広い範囲まで拡散させて提供することができる。これによって、光学レンズは
、外形的な長さの差によってＹ軸方向の輝度分布を確保することができ、輝度分布の側面
で前記リセス３１５によってＸ軸方向および角領域に広く拡散させることができる。これ
によって、前記光学レンズが配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば
１個に減らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改
善させることができる。
【０２３５】
  実施例に係る光学レンズ３００は、外形的に第２軸(Ｙ)方向の第２長さ(Ｄ２)が第１軸
(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ１)より長く、前記リセス３１５の底の長さは第２軸(Ｙ)方向の長
さ(Ｄ４)が第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)より狭く配置されることになる。これによって、
光学レンズ３００は、外形的な長さの差によって第２軸(Ｙ)方向の輝度分布を確保するこ
とができ、輝度分布の側面で前記リセス３１５によって第２軸(Ｙ)方向およびＸ‐Ｙ軸の
間の対角線方向に広く拡散させることができる。
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【０２３６】
  前記光学レンズが配列された光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば１個に減
らすことができ、バックライトユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改善させる
ことができる。
【０２３７】
  前記光学レンズの第２出射面３３５は、前記リセス３１５の底に水平な第１、２直線よ
り高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラットな面または傾斜した面からな
ることができ、フランジ(Flange)と定義することができるが、これに対して限定はしない
。
【０２３８】
  前記第２出射面３３５は、前記水平な第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)に対して垂直または傾
斜するように配置される。前記第２出射面３３５は、前記第１出射面３３０の外枠ライン
から垂直または傾斜するように延長される。前記第２出射面３３５は第１出射面３３０に
隣接した第３エッジ３５を含み、前記第３エッジ３５は、前記第１出射面３３０の外枠ラ
インと同一位置であるか、前記第１出射面３３０の外枠ラインより内部または外部に位置
することができる。
【０２３９】
  前記第２出射面３３５の第３エッジ３５と前記中心軸(Ｚ０)を連結した直線は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から７４±２度以下の角度に位置
することができる。前記第２出射面３３５の第３エッジ３５は、前記リセス３１５の底の
中心(Ｐ０)を基準に前記水平な第１軸(Ｘ０)および第２軸(Ｙ０)に対して２０度以下、例
えば１６±２度の角度で位置することができる。前記リセス３１５の底の中心(Ｐ０)に前
記第２出射面３３５の第２エッジ２５と第３エッジ３５との間の角度は１６度以下、例え
ば１３±２度の角度を有することができる。このような第２出射面３３５の第３エッジ３
５を通る直線に対する角度は、前記光学レンズ３００の外部角度である。前記第２出射面
３３５は、前記水平な第１軸(Ｘ０)および第２軸(Ｙ０)から離隔した領域から入射する光
を屈折させて放射することができる。前記第２出射面３３５によって屈折された光は、中
心軸(Ｚ０)を基準に屈折前の角度より小さい角度で放射されることになる。これによって
、第２出射面３３５は屈折された光が水平な軸または水平な軸より低い方向に放射される
ことを抑制することができ、隣接した光学部材に干渉を与えたり光が損失することを防止
することができる。
【０２４０】
  前記中心軸(Ｚ０)と前記底面３１０の第２エッジ２５を通る直線は、前記第１、２直線
(Ｘ０、Ｙ０)との角度(θ１、θ２)が５度以下、例えば０.４度～４度の範囲を有するこ
とができる。前記第１、２直線(Ｘ０、Ｙ０)との角度(θ１、θ２)は、相互同一であるか
１度以下の差を有することができる。このような角度(θ１、θ２)は、前記中心軸(Ｚ０)
との距離と前記第２エッジ２５の高さによって変わり、前記範囲を外れる場合、光学レン
ズの厚さが変更されて光の損失が増加することがある。前記第２出射面３３５は、前記リ
セス３１５の底の中心(Ｐ０)を基準に前記中心軸(Ｚ０)から半値角を外れる光を屈折させ
るので、光損失を減らすことができる。
【０２４１】
  前記光学レンズ(の長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、厚さ(Ｄ５)より大きく配置されてもよい。前
記光学レンズの長さ(Ｄ１、Ｄ２)は、前記厚さ(Ｄ５)の２.５倍以上、例えば３倍以上と
なることができる。前記光学レンズ３００の長さのうち第１長さ(Ｄ１)は１５mm以上、例
えば１６mm～２５mmの範囲を有することができ、第２長さ(Ｄ２)は１６mm以上、例えば１
７mm～３０mmの範囲を有することができる。前記光学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)は６.５m
m以上、例えば６.５mm～９mm以下の範囲を有することができる。このような光学レンズ３
００の相互異なる長さ(Ｄ１、Ｄ２)が厚さ(Ｄ５)より大きく配置されるので、照明装置や
ライトユニットの全領域に均一な輝度分布を提供することができる。また、ライトユニッ
ト内でカバーする領域が改善されるので、光学レンズの個数を減らすことができ、光学レ
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ンズ３００の厚さを減らすことができる。
【０２４２】
  前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から第１頂点２１までの間隔を有する
。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０の頂点であるかリセス３１５の上端地点であ
る。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は３mm以上、例えば３.５mm以上有することができ、
前記光学レンズ３００の厚さ(Ｄ５)の５５％以上、例えば５７％以上の深さを有すること
ができる。前記リセス３１５の深さ(Ｄ８)は、前記第１出射面３３０の第２頂点３１と底
の中心(Ｐ０)または第１エッジ２３との間の距離の８０％以上である。前記リセス３１５
の深さ(Ｄ８)が第１実施例に比べて深くなくても、第１出射面３３０のセンター領域が全
反射面または負の曲率を持たなくなった場合、入射面３２０の第１頂点２１の隣接領域に
おいても側方に光を拡散させることができる。前記リセス３１５が低い深さ(Ｄ８)を有し
、リセス３１５の幅の差によってＹ軸方向への光抽出効率を改善させることができる。
【０２４３】
  前記リセス３１５と前記第１出射面３３０との間の最小距離(Ｄ９)は、前記入射面３２
０の第１頂点２１と第１出射面３３０の第２頂点３１との間の間隔である。前記距離(Ｄ
９)は５mm未満、例えば１mm～３.５mmの範囲を有することができる。前記入射面３２０の
第１頂点２１と第１出射面３３０第２頂点３１との間の距離(Ｄ９)が５mm以上である場合
、リセス３１５の低い深さによって光抽出効率が低下することがある。上記した構造を有
するリセス３１５によって、前記第１出射面３３０の第１軸(Ｘ)方向に比べて第２軸(Ｙ)
方向への光拡散を効果的に行うことができる。
【０２４４】
  前記入射面３２０の第１頂点２１は、前記第２出射面３３５の第３エッジ３５から水平
に延長した直線よりは第１出射面３３０のセンターである第２頂点３１により隣接するよ
うに配置される。
【０２４５】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)は、第２エッジ２５および第３エッジ３５との
間の直線距離である。前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)は、水平な第１軸(Ｘ０)方
向の第２エッジ２５に近い領域の幅(Ｂ２)が最も広く、第２軸(Ｙ０)方向の第２エッジ２
５に近い領域の幅(Ｂ１)が最も狭い。また前記水平な第１軸(Ｘ０)方向の第２エッジ２５
に近いほど幅(Ｂ２)が段々広くなり、第２軸(Ｙ０)方向の第２エッジ２５に近いほど幅(
Ｂ１)が段々狭くなる。
【０２４６】
  前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)のうち最大幅(Ｂ２)は、前記リセス３１５の深
さ(Ｄ８)より小さくなる。前記第２出射面３３５の幅(Ｂ１、Ｂ２)は、例えば１.５mm～
２.３mmの範囲を有することができる。前記第２出射面３３５の幅(Ｂ２)が前記範囲を超
える場合、第２出射面３３５に出射される光量が増加して光分布制御が難しい問題がある
。ここで、第２出射面３３５は幅(Ｂ２)を有する領域がレンズ本体を製造する時、ゲート
(Gate)領域として使用される。
【０２４７】
  前記光学レンズ３００において、第２出射面３３５は第１出射面３３０の下部周りに配
置され、底面３１０は前記第２出射面３３５の第２エッジ２５より下に配置される。前記
底面３１０は、前記第２出射面３３５の第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する。
前記光学レンズ３００は、他の例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えることが
できる。前記凹凸面は、表面が粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸面は
、散乱粒子が形成された面であってもよい。前記光学レンズは、他の例として、前記底面
３１０に凹凸面を備えることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が粗いヘイズ面
からなるか、散乱粒子が形成されてもよい。
【０２４８】
  実施例に係る光学レンズは、図３７のように、回路基板４００の上で第１軸(Ｘ)方向に
所定間隔で配列される。このような光学レンズは、図２６および図２７のように、リセス
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３１５の底の長さ(Ｄ４＜Ｄ３)が広い第１軸(Ｘ)方向に配列されるので、光学レンズ間の
間隔は広くしながら光学レンズの個数を減らすことができ、前記リセス３１５の非対称構
造によって第２軸(Ｙ)方向への輝度分布を改善させることができる。
【０２４９】
  図２８は第７実施例に係る光学レンズの斜視図であり、図２９は図２８の光学レンズの
側面図であり、図３０は図２８の光学レンズのＦ’‐Ｆ’側断面図であり、図３１は図２
８の光学レンズのＥ’‐Ｅ’側断面図である。
【０２５０】
  図２８～図３１に示すように、第７実施例に係る光学レンズ３００Ｂは、底面３１０、
前記底面３１０のセンター領域に前記底面３１０から上方に膨らんだリセス(recess)３１
５Ａ、前記リセス３１５Ａの周りに入射面３２０Ａ、前記底面３１０Ａおよび前記入射面
３２０Ａの反対側に配置された第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂ、前記第１出射面３３０Ａ
、３３０Ｂの下部に配置された第２出射面３３５Ａ、３３５Ｂを含む。
【０２５１】
  前記光学レンズ３００Ｂは底面３１０の中心を通る２つの軸(Ｘ、Ｙ)うち第２軸(Ｙ)方
向の第１長さ(Ｄ２２)が最大値を有するように形成し、第１軸(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ２
３)が最小値を有するように形成することができる。前記光学レンズ３００Ａの底面３１
０は第１、２軸(Ｘ、Ｙ)方向に第１長さ(Ｄ２１)および第２長さ(Ｄ２２)を有することが
でき、その他形状が半円形状を２つ連結した形状を有することができる。前記第１、２出
射面３３０Ａ、３３０Ｂにおいて、Ｘ軸方向の最大長さ(Ｄ２１)はセンター側底面３１０
のＸ軸方向の長さ(Ｄ２３)よりは大きい。前記底面３１０に隣接した第２出射面３３５Ａ
、３３５Ｂは、センター側、例えば２つの半円形状によって区分される境界に沿って１個
以上の変曲点を有することができる。これによって、前記底面３１０は外枠形状が「８」
字状または２つの半球形状が重なった形状を有することができる。前記底面３１０はフラ
ットな内側領域３１２と傾斜した外側領域３１４を含むことができるが、これに対して限
定はしない。
【０２５２】
  前記リセス３１５Ａは、前記底面３１０のセンター領域から上方に陥没し、前記リセス
３１５Ａの底の長さは、第２軸(Ｙ)方向の長さ(Ｄ４)は第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)より
小さくなる。すなわち、長さ(Ｄ３)は長さ(Ｄ４)より広い。前記リセス３１５Ａの底の長
さはＤ３＞Ｄ４の関係を満足し、その差は１.５mm以上５mm以下、例えば１.５mm以上３mm
以下の差を有することができる。前記底の長さＤ３はＤ４の３倍以下、例えば２倍以下で
ある。前記リセス３１５の底の長さの比率(Ｄ４：Ｄ３)は１：１.５～１：３の範囲の差
を有することができる。このような第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)が第２軸(Ｙ)方向の長さ
(Ｄ４)より前記範囲より小さい場合、Ｙ軸方向の輝度改善が微小で、前記範囲より大きい
場合、Ｘ軸方向の輝度分布が相対的に小さくなる。また、リセス３１５の底の長さ(Ｄ３
、Ｄ４)間の長さの差が大きくなくても光源、例えば発光素子から放出された光が、リセ
スの長さが長い方向と直交する方向、例えばＹ軸方向への光抽出効率の改善を誘導するこ
とができる。
【０２５３】
  実施例に係る光学レンズ３００Ｂは、外形的に第２軸(Ｙ)方向の第２長さ(Ｄ２２)が第
１軸(Ｘ)方向の第１長さ(Ｄ２１)より長く、前記リセス３１５の幅は第２軸(Ｙ)方向の長
さ(Ｄ４)が第１軸(Ｘ)方向の長さ(Ｄ３)より狭く配置されることになる。これによって、
光学レンズ３００Ｂは、外形的な長さの差によって第２軸(Ｙ)方向の輝度分布を確保する
ことができ、輝度分布の側面で前記リセス３１５Ａによって第１軸(Ｘ)方向およびＸ‐Ｙ
軸方向の間の角領域に広く拡散させることができる。前記光学レンズ３００Ｂが配列され
た光源モジュールのバーの個数を２個以下、例えば１個に減らすことができ、バックライ
トユニットにおける上下コーナー部の輝度分布を改善させることができる。
【０２５４】
  前記入射面３２０Ａは、前記リセス３１５Ａの周りに配置され、頂点２１を有する。前
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記リセス３１５の底の形状は楕円形状を含むことができる。前記リセス３１５は、側断面
が鐘(bell)形状、砲弾(shell)形状または楕円形状を含むことができる。前記リセス３１
５は上方に行くほど幅が段々狭くなる形状を有することができる。前記リセス３１５は、
底の周りの第１エッジ２３から上端の第１頂点２１に向かって徐々に収束される形状を有
することができる。前記リセス３１５のボトムビューが楕円形状である場合、前記第１頂
点２１に向かって直径が徐々に減少することになる。前記リセス３１５は中心軸(Ｚ０)を
基準に軸対称形状に提供されてもよい。前記入射面３２０の第１頂点２１はドット形状に
提供されてもよい。
【０２５５】
  前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、光源、すなわち後述される発光素子が挿
入され得る幅を有することができる。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ４)は、発光
素子の幅の３倍以下、例えば２.５倍以下である。前記リセス３１５の底の長さ(Ｄ３、Ｄ
４)は、前記発光素子の幅の１.２倍～２.５倍の範囲であり、前記範囲より小さい場合、
発光素子の挿入が不容易であり、前記範囲より大きい場合、前記発光素子と第１エッジ２
３との間の領域を介した光損失または光干渉を起こすことがある。
【０２５６】
  前記第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂは、Ｙ軸方向のセンター領域３３６の変曲部分によ
って２つの曲面または球面形状を有することができる。前記センター領域３３６の幅およ
び頂点３１Ａが第１、２出射面３３０Ａ、３３０Ｂの幅および頂点よりは低くなる。前記
第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂは、有効径を基準に３０％～７０％の間に少なくとも１つ
以上の湾曲点を有している。また、前記光学レンズ３００Ａの中心の厚さが常に最小値を
有することができる。前記第２出射面３３５Ａは、前記光学レンズ３００Ａの外側周りに
平坦な面または傾斜した面に形成される。
【０２５７】
  前記光学レンズ３００の第２出射面３３５Ａ、３３５Ｂは、前記リセス３１５Ａの底に
水平な軸より高い位置に配置される。前記第２出射面３３５はフラットな面または傾斜し
た面からなることができ、フランジ(Flange)と定義することができるが、これに対して限
定はしない。
【０２５８】
  前記第２出射面３３５Ａ、３３５Ｂは、前記水平な軸に対して垂直または傾斜するよう
に配置される。前記第２出射面３３５Ａ、３３５Ｂは、前記第１出射面３３０Ａ、３３０
Ｂの外枠ラインから垂直または傾斜するように延長される。前記第２出射面３３５Ａは第
１出射面３３０Ａ、３３０Ｂに隣接した第３エッジ３５を含み、前記第３エッジ３５は、
前記第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂの外枠ラインと同一位置であるか、前記第１出射面３
３０Ａ、３３０Ｂの外枠ラインより内部または外部に位置することができる。
【０２５９】
  図３０および図３１のように、前記リセス３１５Ａの深さ(Ｄ８)は底の中心(Ｐ０)から
第１頂点２１までの間隔を有する。ここで、前記第１頂点２１は入射面３２０Ａの頂点で
あるかリセス３１５Ａの上端地点である。前記リセス３１５Ａの深さ(Ｄ８)は５mm以上、
例えば６mm以上有することができ、前記光学レンズ３００Ａの厚さ(Ｄ５)の７５％以上、
例えば８０％以上の深さを有することができる。前記リセス３１５Ａの深さ(Ｄ８)は、前
記第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂの間の第２頂点３１Ａと底の中心(Ｐ０)または第１エッ
ジ２３との間の距離の８０％以上である。前記リセス３１５Ａの深さ(Ｄ８)が深く配置さ
れることで、第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂのセンター領域が全反射面または負の曲率を
持たなくても、入射面３２０Ａの第１頂点２１の隣接領域においても側方に光を拡散させ
ることができる。前記リセス３１５Ａが深い深さ(Ｄ８)を有するので、前記入射面３２０
Ａは第２頂点３１Ａに近い領域から前記第１頂点２１の周辺領域に入射した光を側方に屈
折させることができる。
【０２６０】
  前記リセス３１５Ａと前記第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂの間の最小距離(Ｄ９)は、前
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記入射面３２０Ａの第１頂点２１と第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂの間の第２頂点３１Ａ
の間の間隔である。前記距離(Ｄ９)は３mm以下、例えば０.６mm～３mmの範囲または０.６
mm～２mmの範囲を有することができる。前記入射面３２０Ａの第１頂点２１と第２頂点３
１Ａの間の距離(Ｄ９)が３mm以上である場合、領域によって光量の差が大きくなり、光分
布が不均一になる。前記入射面３２０Ａの第１頂点２１と第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂ
の第２頂点３１Ａの間の距離(Ｄ９)が０.６mm未満の場合、光学レンズ３００Ａのセンタ
ー側剛性が弱くなる問題がある。このようなリセス３１５Ａおよび第１出射面３３０Ａ、
３３０Ｂの間の距離(Ｄ９)を前記範囲で配置することで、光の経路を外側方向に拡散させ
ることができる。これは入射面３２０Ａの第１頂点２１が前記第１出射面３３０Ａ、３３
０Ｂの間の第２頂点３１Ａに隣接するほど、前記入射面３２０Ａを介して第１出射面３３
０Ａ、３３０Ｂの側方に進行する光の光量が増加する。したがって、光学レンズ３００Ａ
の側方向、例えばＸ軸方向に拡散する光量を増加させることができる。
【０２６１】
  前記入射面３２０Ａの第１頂点２１は、前記第２出射面３３５Ａの第３エッジ３５から
水平に延長した直線よりは第１出射面３３０Ａ、３３０Ｂの間の第２頂点３１Ａにより隣
接するように配置される。
【０２６２】
  前記光学レンズ３００Ｂにおいて、第２出射面３３５Ａ、３３５Ｂは第１出射面３３０
Ａ、３３０Ｂの下部周りに配置され、底面３１０は前記第２出射面３３５Ａ、３３５Ｂの
第２エッジ２５より下に配置される。前記底面３１０は、前記第２出射面３３５Ａ、３３
５Ｂの第２エッジ２５の水平線上よりも下に突出する。前記光学レンズ３００Ｂは、他の
例として、前記第２出射面３３５に凹凸面を備えることができる。前記凹凸面は、表面が
粗いヘイズ(Haze)面からなることができる。前記凹凸面は、散乱粒子が形成された面であ
ってもよい。前記光学レンズ３００Ｂは、他の例として、前記底面３１０に凹凸面を備え
ることができる。前記底面３１０の凹凸面は、表面が粗いヘイズ面からなるか、散乱粒子
が形成されてもよい。
【０２６３】
  実施例に係る光学レンズ３００Ｂは、図３７のように、回路基板４００の上で第２軸(
Ｘ)方向に所定間隔で配列される。このような光学レンズ３００Ｂは、図３０～図３１の
ように、リセス３１５Ａの底の長さ(Ｄ４＜Ｄ３)が広い第１軸(Ｘ)方向に配列されるので
、光学レンズ３００Ｂ間の間隔は広くしながら光学レンズ３００Ｂの個数を減らすことが
でき、前記リセス３１５Ａの非対称構造によって第２軸(Ｙ)方向への輝度分布を改善させ
ることができる。
【０２６４】
  図３２は実施例に係る光学レンズを有する光源モジュールを示した図であり、図３３は
図３２の光源モジュールのＧ’‐Ｇ’側断面図であり、図３４は図３２の光源モジュール
のＨ’‐Ｈ’側断面図である。
【０２６５】
  図３２～図３４に示すように、光源モジュール４００Ａは回路基板４００の上に複数の
光学レンズ３００Ａが配置され、前記光学レンズ３００Ａ内には少なくとも１つの発光素
子１００が配置される。
【０２６６】
  前記発光素子１００は、１つまたは複数個が前記回路基板４００の上に所定間隔で配列
される。前記発光素子１００は、前記光学レンズ３００Ａと前記回路基板４００との間に
配置され、前記回路基板４００から電源が供給されて駆動し、光を放出することになる。
【０２６７】
  前記回路基板４００は、前記発光素子１００と電気的に連結される回路層を含むことが
できる。前記回路基板４００は、樹脂材質のＰＣＢ、金属コアを有するＰＣＢ(MCPCB：Me
tal Core PCB)、フレキシブルＰＣＢ(FPCB：Flexible PCB)のうち少なくとも１つを含む
ことができるが、これに対して限定はしない。
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【０２６８】
  前記光学レンズ３００Ａは、前記発光素子１００から放出された光を入射面３２０から
受けて第１および第２出射面３３０、３３５に放出することになる。前記入射面３２０か
ら入射した一部光は、所定の経路を経て前記底面３１０によって反射されて第１または第
２出射面３３０、３３５に放出される。
【０２６９】
  ここで、前記発光素子１００の指向角は、発光素子１００が有する固有指向角として、
１３０度以上、例えば１３６度以上に放出される。前記発光素子１００は、上面と複数の
側面を介して光を放出することができる。すなわち、前記発光素子１００は少なくとも５
面以上の出射面を有することができる。このような発光素子１００から放出された光は、
第１および第２出射面３３０、３３５を介して拡散された指向角で放射することができる
。
【０２７０】
  前記光学レンズ３００Ａにおいて、入射面３２０は前記発光素子１００の上面および側
面の外側に配置される。前記光学レンズ３００Ａの入射面３２０の下部領域２２は、前記
発光素子１００の多数の側面と相互対面するように配置される。これによって、前記発光
素子１００の各側面を介して放出された光は、前記入射面３２０に漏洩することなく入射
される。
【０２７１】
  前記発光素子１００は５面以上の発光面を提供するので、側面を介して放出された光に
よって発光素子１００の指向角分布は広くなることができる。このような発光素子１００
の指向角分布が広く提供されることで、前記光学レンズ３００Ａを利用した光拡散がより
容易となる効果がある。前記光学レンズ３００から放出された指向角分布は、中心軸(Ｐ
０)から前記光学レンズ３００の第２出射面３３５の第３エッジ３５を通る２つの直線が
なす角度より大きい。このような光学レンズ３００Ａから放出された指向角分布は、前記
第２出射面３３５を介して放出された光の指向分布を含むことで、前記第２出射面３３５
から放出された光分布によって光損失を減らし輝度分布を改善させることができる。
【０２７２】
  ここで、前記発光素子１００は、サイズ(Ｃ０)が第１、２軸(Ｘ、Ｙ)方向が同じ長さを
有することができ、例えば図３６のようにリセス３１５内に配置される。他の例として、
図３７のように、前記発光素子１００Ａは、リセス３１５の幅に対応するように、第１軸
(Ｘ)方向の長さ(Ｃ１)よりは第２軸(Ｙ)方向の長さ(Ｃ２)が大きい。このような発光素子
１００Ａは、側面の長さの差(Ｃ１、Ｃ２)によってリセス３１５の入射面３２０により隣
接することになるので、光の入射効率を改善させることができる。
【０２７３】
  前記光学レンズ３００Ａの底面３１０は、前記回路基板４００の上面に対して傾斜した
面を提供することができる。前記光学レンズ３００Ａの底面３１０は第１軸(Ｘ)を基準に
傾斜した面で提供される。前記底面３１０は８０％以上の領域、例えば全領域が前記回路
基板４００の上面に対して傾斜するように配置される。前記底面３１０は全反射面を含む
ことができる。前記回路基板４００の上面は、光学レンズ３００Ａの底面３１０の第２エ
ッジ２５よりも第１エッジ２３により隣接するように配置される。前記底面３１０の第１
エッジ２３は、前記回路基板４００の上面に接触することができ、前記第２エッジ２５は
回路基板４００の上面から最大間隔で離隔する。前記第１エッジ２３は、発光素子１００
内の活性層より低い位置に配置され、光の損失を防止することができる。
【０２７４】
  前記光学レンズ３００Ａの第１および第２出射面３３０、３３５は、入射した光を屈折
させて放出することになる。前記第１出射面３３０は、全領域が光が出射される曲面に形
成される。前記第１出射面３３０は、第２頂点３１から連続的に連結される曲面形状を含
む。前記第１出射面３３０は、入射する光を反射または屈折させて外部に出射させること
ができる。前記第１出射面３３０は中心軸(Ｚ０)を基準に、第１出射面３３０に放出され
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た光の屈折後の放出角度は屈折前に入射した入射角度より大きい。
【０２７５】
  前記第２出射面３３５は中心軸(Ｚ０)を基準に、屈折後の光の角度が屈折前に入射した
光の角度より小さく屈折させる。これによって、隣接した光学レンズ３００Ａ間の光干渉
距離を長く提供することができ、第２出射面３３５を介して出射された一部光と第１出射
面３３０に出射した光が光学レンズ３００Ａの周辺で相互混色となる。
【０２７６】
  前記第２出射面３３５は、第１出射面３３０の下部周りに配置されて入射した光を屈折
させて放出する。前記第２出射面３３５は、傾斜した面またはフラット(flat)な面を含む
。前記第２出射面３３５は、例えば前記回路基板４００の上面に対して垂直な面または傾
斜した面からなることができる。前記第２出射面３３５が傾斜した面からなる場合、射出
成形時の分離が容易である効果がある。前記第２出射面３３５は、発光素子１００の側面
に放出された一部光を受けて屈折させて抽出することになる。このとき、第２出射面３３
５は中心軸(Ｚ０)を基準に、放出された光の出射角が屈折前の入射角より小さくなる。こ
れによって、隣接した光学レンズ３００Ａ間の光干渉距離を長く提供することができる。
【０２７７】
  実施例に係る光学レンズ３００Ａは、リセス３１５の底の長さが第１軸(Ｘ)方向が第２
軸(Ｙ)方向より広い構造を有し、回路基板４００の上にＸ軸方向に配列される。これによ
って、リセス３１５内に放出された発光素子１００の光は、リセス３１５内で第１軸(Ｘ)
方向に拡散した後、第２軸(Ｙ)方向および角領域に拡散される。実施例は、非対称構造の
リセス３１５によって、特定の軸方向への光をさらに拡散させることができ、光源モジュ
ールのバー(Bar)の個数を減らすことができる。
【０２７８】
  一方、前記光学レンズ３００Ａの下部に配置された１つまたは複数の支持突起３５０は
、底面３１０から下方、すなわち回路基板４００の方向に突出する。前記支持突起３５０
は、複数個が回路基板４００の上に固定され、前記光学レンズ３００Ａのティルティング
を防止することができる。
【０２７９】
  図３５は、実施例に係る光学レンズを有するライトユニットを示した図である。
【０２８０】
  図３５に示すように、ライトユニットは、ボトムカバー５１０、前記ボトムカバー５１
０内に光源モジュール４００Ａとして複数の回路基板４００、発光素子１００および前記
複数の回路基板４００の上に配置された光学レンズ３００Ａを含む。前記複数の回路基板
４００はボトムカバー５１０の底５１１内に配列される。
【０２８１】
  前記ボトムカバー５１０の側面カバー５１２は、前記光源モジュール４００Ａから放出
された光を反射させたり、表示パネル方向に反射することができる。
【０２８２】
  前記光源モジュール３０１の回路基板４００はボトムカバー５１０内に２個以下、例え
ば１個が配列される。前記回路基板４００は、前記発光素子１００と電気的に連結される
回路層を含むことができる。
【０２８３】
  前記ボトムカバー５１０は、放熱のための金属または熱伝導性樹脂材質を含むことがで
きる。前記ボトムカバー５１０は収納部を備えることができ、前記収納部の周りには側面
カバーを備えることができる。実施例に係る回路基板４００の上には反射シート(図示し
ない)が配置される。前記反射シートは、例えばＰＥＴ、ＰＣ、ＰＶＣレジン等からなる
ことができるが、これに対して限定はしない。
【０２８４】
  実施例に係るボトムカバー５１０の上には光学シート(図示しない)が配置され、前記光
学シートは、分散した光を集めるプリズムシート、輝度強化シートおよび光を再拡散させ
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る拡散シートのうち少なくとも１つを含むことができる。前記光学シートと光源モジュー
ルとの間の領域には透明材質の導光層(図示しない)が配置されるが、これに対して限定は
しない。
【０２８５】
  図５１の(Ａ)は比較例の光学レンズの輝度分布であり、(Ｂ)は第５実施例に係る光学レ
ンズの輝度分布を示した図である。図５１の(Ｂ)のように、第５実施例に係る光学レンズ
の輝度分布がＹ‐Ｙ'軸方向に広い分布を有し、Ｘ‐Ｘ'軸方向に拡散することが分かる。
【０２８６】
  図５２の(Ａ)、(Ｂ)は比較例および第５実施例に係る光学レンズの放射パターンを比較
した図として、比較例の光学レンズは放射パターンが同一であるが、第５実施例に係る光
学レンズの放射パターンはＹ‐Ｙ'軸方向(図５１のＢ)とＸ‐Ｘ'軸方向(図５１のＢ)の放
射パターンの大きさが異なることが分かる。これは、特定の軸方向に拡散させた後他の軸
方向に拡散させることができることが分かる。
【０２８７】
  図５３は比較例および第５実施例に係る光学レンズのＹ‐Ｙ'軸輝度分布を示した図で
あり、図５４は比較例および第５実施例に係る光学レンズのＸ‐Ｘ'軸輝度分布を示した
図である。第５実施例に係る光学レンズの輝度分布が図５１のＹ‐Ｙ'軸方向により高く
現れ、Ｘ‐Ｘ'軸方向においては特定距離以内でより高く現れることが分かる。図５３お
よび図５４のように、Ｙ‐Ｙ'軸はリセスの長さが長い方向として、相対的に高い光分布
を現わし、Ｘ‐Ｘ'軸はリセスの長さが短い軸方向として、相対的に狭い光分布を現わし
ていることが分かる。
【０２８８】
  図５５は第５実施例に係る光学レンズのＸ‐Ｘ'およびＹ‐Ｙ'軸方向の光度と比較例の
光学レンズ(図５１のＡ)の光度を比較した図として、第５実施例に係る光学レンズのＸ‐
Ｘ'軸方向の光度は高く、Ｙ‐Ｙ'軸方向の光度は分散することが分かる。ここで、対称型
放射パターンは１５６度以下であり、実施例に係る非対称型レンズの放射パターンは１６
０度以上である。また、非対称型レンズは、サイド側ビームの半値幅がより広く現れるこ
とが分かる。
【０２８９】
  図５６の(Ａ)、(Ｂ)、(Ｃ)は第６実施例に係る光学レンズを有する光源モジュールにお
ける輝度分布および各軸方向の光度を示した図であり、図５７は図５６の光学レンズを有
するライトユニットにおける輝度分布および各軸方向における光度を示した図である。こ
こで、ライトユニットにおける光源モジュールは、１バー(Bar)で具現した例として、全
領域に均一な光分布で分散することが分かる。ここで、前記１バー内には、例えば１５個
以下、例えば１０個以下の発光素子が配置される。
【０２９０】
  図５８の(Ａ)、(Ｂ)、(Ｃ)は第７実施例に係る光学レンズを有する光源モジュールにお
ける輝度分布および各軸方向の光度を示した図であり、図５９は図５８の光学レンズを有
するライトユニットにおける輝度分布および各軸方向における光度を示した図である。こ
こで、ライトユニットにおける光源モジュールは、１バーで具現した例として、全領域に
均一な光分布で分散することが分かる。
【０２９１】
  実施例に係る光学レンズは、第２出射面３３５に少なくとも１つまたは複数の側面突出
部を備えることができる。図４６のように、前記側面突出部３６０、３６１は、第１軸(
Ｙ)方向にリセス３１５の底の中心を通る線上に配列される。前記側面突出部３６０、３
６１は、図３７の回路基板４００の領域に沿って配置されることになる。前記複数の光学
レンズの側面突出部３６０、３６１は、相互同じ軸方向に突出することができる。上記し
た側面突出部３６０、３６１はゲート領域からなることができる。
【０２９２】
  他の例として、図４７のように、光学レンズの側面突出部３６２、３６３は、第２軸(
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Ｙ)方向を基準に第２出射面３３５の相互反対側方向に突出することができる。前記光学
レンズの側面突出部３６２、３６３は、図３７のような回路基板４００の領域を外れるこ
とがある。上記した側面突出部３６２、３６３はゲート領域からなることができる。
【０２９３】
  図４０は実施例に係る光学レンズを有するライトユニットとして、第８実施例を示した
図である。
【０２９４】
  図４０に示すように、ライトユニットは、発光素子１００、固定プレート６５０および
光学レンズ３００を含むことができる。
【０２９５】
  前記固定プレート６５０は、金属材質の板からなることができる。前記金属材質は、Ag
、Al、Au、Cr、Co、Cu、Fe、Hf、In、Mo、Ni、Si、Sn、Ta、Ti、Wおよびこれら金属の選
択的合金のうちいずれか１つからなることができる。前記固定プレート６５０は、単層ま
たは多層からなることができる。
【０２９６】
  前記固定プレート６５０は、光学レンズ３００の幅は、例えば楕円形状の長さと同一ま
たは大きくなるので、光の漏洩を防止することができる。前記固定プレート６５０は開口
部６５２を含み、前記開口部６５２は下部幅(Ｄ１５)が上部の幅(Ｄ１６)より狭い。前記
開口部６５２は底の面積が上面面積より狭い。前記開口部６５２の高さは、前記固定プレ
ート６５０の厚さより大きい。前記固定プレート６５０の厚さは０.３５mm以下、例えば
０.２mm～０.３mmの範囲を有することができ、前記固定プレート６５０の厚さが前記範囲
より厚い場合、材質の無駄使いが多くなり、前記範囲より小さい場合、支持部材としての
機能が弱まることになる。
【０２９７】
  前記固定プレート６５０は、前記発光素子１００と物理的に離隔するように配置される
。前記固定プレート６５０は、前記発光素子１００と電気的に分離するように配置される
。前記固定プレート６５０は、前記発光素子１００の周りに配置され、前記発光素子１０
０から放出された光を反射させて前記発光素子１００を保護し、前記光学レンズ３００を
支持することになる。
【０２９８】
  前記固定プレート６５０の支持部６５１の上面面積は、前記光学レンズ３００の底の面
積より大きいので、前記光学レンズ３００から固定プレート６５０の上面に進行する光の
漏洩を防止することができる。
【０２９９】
  前記固定プレート６５０の開口部６５２は、前記６５１から折り曲げられた側壁６５３
および前記側壁６５３から折り曲げられた延長部６５４を含み、前記側壁６５３は、前記
固定プレート６５０の支持部６５１から下方または垂直方向から折り曲げられ、前記延長
部６５４は、前記側壁６５３から発光素子１００の方向または開口部６５２の中心方向、
すなわち水平方向に突出する。
【０３００】
  前記開口部６５２は、トップビュー形状が多角形形状を有することができ、例えば四角
形状を有することができる。前記開口部６５２のトップビュー形状は、前記発光素子１０
０の形状と同じ形状を有することができる。前記開口部６５２のトップビュー形状は他の
形状、例えば円形状または楕円形状を有することができるが、これに対して限定はしない
。前記開口部６５２の上部および下部はオープンされた構造である。
【０３０１】
  前記開口部６５２のボトムビュー形状は多角形形状、例えば、四角形状を有することが
できる。前記開口部６５２は、ボトムビュー形状が前記発光素子１００の形状と同じ形状
を有することができる。前記開口部６５２の底の長さ(Ｄ１５)は、前記延長部６５４がな
い場合、上部の幅(Ｄ１６)と同一であるかより狭く、前記発光素子１００の幅(Ｃ１)より
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は大きい。
【０３０２】
  前記開口部６５２の上部の幅(Ｄ１６)は、底の長さ(Ｄ１５)に比べて１倍以上、例えば
１.２倍～１.５倍の範囲に配置され、前記上部の幅(Ｄ１５)が底の長さ(Ｄ１６)に比べて
前記範囲より小さい場合、光の抽出効率が低下し、前記範囲より大きい場合、光学レンズ
３００のリセス３１５の底の長さが大きくなる問題がある。前記開口部６５２の上部の幅
(Ｄ１６)は２mm以下、例えば１.４mm～１.８mmの範囲を有することができる。前記開口部
６５２の上部の幅(Ｄ１６)が前記範囲より小さい場合、前記開口部６５２の延長部６５４
の面積が減って開口部６５２の支持機能が低下し、前記範囲より大きい場合、前記光学レ
ンズ３００のリセス３１５の底の面積が大きくなる。
【０３０３】
  ここで、前記光学レンズ３００のリセス３１５の底の長さは、前記固定プレート６５０
の開口部６５２の上部の幅(Ｄ１６)と同一であるか小さい。これによって、前記固定プレ
ート６５０の開口部６５２を介して放出された光は、前記光学レンズ３００のリセス３１
５に入射し、一部は底面の第１底部３１２を介して入射する。前記光学レンズ３００の底
面３１０の第１底部３１２の一部は、前記固定プレート６５０の開口部６５２に垂直方向
にオーバーラップすることができる。
【０３０４】
  前記開口部６５２の延長部６５４の上面位置は、前記発光素子１００内の活性層より低
い位置に配置され、前記活性層の側面に放出された光の損失を減らすことができる。前記
開口部６５２の延長部６５４の上面位置は、前記発光素子１００の厚さの１／３以下の位
置に配置される。前記開口部６５２の延長部６５４の上面位置が前記範囲より高い場合、
前記発光素子１００の側面に放出された光の損失が増加することになる。
【０３０５】
  前記固定プレート６５０は、結合手段として、固定溝６６５または支持突起３５０を含
むことができる。前記固定プレート６５０の結合手段として、例えば固定溝６６５が配置
された場合、前記固定溝６６５は前記固定プレート６５０の厚さの１／２以下の深さに配
置される。前記固定溝６６５は、トップビュー形状が円形状や多角形形状または楕円形状
を有することができる。前記固定溝６６５は、側断面が多角形形状や半球形状を有するこ
とができるが、これに対して限定はしない。前記固定溝６６５の側断面形状が多角形形状
や半球形状である場合、前記光学レンズ３００の支持突起３５０と結合が容易となる。前
記光学レンズ３００の支持突起３５０は、側断面が前記固定溝６６５に結合される形状、
例えば多角形形状や半球形状を有することができる。前記光学レンズ３００の支持突起３
５０は、前記固定プレート６５０の固定溝６６５に接着剤(図示しない)で接着することが
できる。
【０３０６】
  前記固定溝６６５および前記支持突起３５０は、トップビュー形状が連続的な形状や非
連続的な形状を有することができる。ここで、前記非連続的な形状は、円に沿って２つ以
上の固定溝６６５または支持突起３５０が相互離隔した形態に配置される。他の例として
、結合手段は、前記固定プレート６５０に支持突起３５０および前記光学レンズ３００に
固定溝６６５に配置される。
【０３０７】
  前記固定プレート６５０は、光源レンズ３００を支持する支持部６５１から下方に折り
曲げられた脚部６６１、６６３を含み、前記脚部６６１、６６３は、前記固定プレート６
５０の位置を高めることができる。前記脚部６６１、６６３は、固定プレート６５０の相
互反対側に配置された第１、２脚部６６１、６６３を含み、前記第１、２脚部６６１、６
６３は、前記固定プレート６５０から下方に折り曲げられてもよい。前記第１、２脚部６
６１、６６３は、前記固定プレート６５０から垂直方向または９０±１０度の範囲内で傾
斜するように折り曲げられる。
【０３０８】
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  前記固定プレート６５０は、前記各脚部６６１、６６３から折り曲げられた固定部６６
２、６６４を含むことができる。前記固定部６６２、６６４は、前記第１脚部６６１から
水平方向に折り曲げられた第１固定部６６２、前記第２脚部６６３から水平方向に折り曲
げられた第２固定部６６４を含むことができる。前記第１、２固定部６６２、６６４は、
前記第１、２脚部６６１、６６３から外側方向に折り曲げられることで、水平な底面を提
供することができる。前記第１、２固定部６６２、６６４は、接着部材によって他の構造
物(例えば、回路基板)に接着される。前記第１、２固定部６６２、６６４は、前記固定プ
レート６５０と平行する方向に配列される。前記第１、２固定部６６２、６６４は、前記
固定プレート６５０の両底を固定させることで、前記固定プレート６５０が流動すること
を遮断することができる。
【０３０９】
  前記固定プレート６５０は、第１軸(Ｘ)方向の両断部に第１、２固定部６６２、６６４
が配置され、第１軸(Ｘ)方向に対して直交する第２軸方向の両断部に固定部６６２、６６
４および脚部６６１、６６３は配置されなくてもよい。
【０３１０】
  他の例として、前記第１、２固定部６６２、６６４は、前記第１、２脚部６６１、６６
３から内側方向または内側／外側方向に折り曲げられてもよい。前記第１、２固定部６６
２、６６４が前記第１、２脚部６６１、６６３から内側方向に折り曲げられると、前記固
定プレート６５０が下方に垂れることを防止することができる。前記第１、２固定部６６
２、６６４が前記第１、２脚部６６１、６６３から内側方向または外側方向に折り曲げら
れた場合、前記第１、２固定部６６２、６６４の一部は内側方向に折り曲げられ、他の部
分は外側方向に折り曲げられて、前記固定プレート６５０が垂れることを防止することが
できる。
【０３１１】
  実施例は、固定プレート６５０内で折り曲げられた部分は、角を有する構造であるか、
曲面を持たせて折り曲げられた部分であるが、これに対して限定はしない。
【０３１２】
  前記固定プレート６５０は、開口部６５２の側壁６５４と、前記第１、２脚部６６１、
６６３の間にギャップ領域６５５が配置され、前記ギャップ領域６５５は、前記固定プレ
ート６５０を所定間隔で離隔させることができる。
【０３１３】
  前記固定プレート６５０の上面高さは１mm以下、例えば０.６mm～０.９mmの範囲を有す
ることができ、前記固定プレート６５０の高さが前記範囲より小さい場合、固定プレート
６５０の厚さが薄くなって固定プレート６５０としての機能が低下し、前記範囲より大き
い場合、光源ユニットの高さが大きくなる。前記固定プレート６５０の上面高さは、前記
発光素子１００の上面より高く配置され、前記固定プレート６５０内に配置された発光素
子１００を保護し、前記発光素子１００から放出された光を光学レンズ３００にガイドす
ることができる。
【０３１４】
  前記固定プレート６５０の上面には、白色層(図示しない)が形成され、前記白色層は、
樹脂材質内に金属酸化物、例えばＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２のような金属酸化物が
添加された層からなることができる。前記白色層は、前記光学レンズ３００の底面３１０
のうち第１底部３１２に接触することができる。前記白色層は、前記光学レンズ３００の
底面３１０から漏洩した光を反射させることができる。
【０３１５】
  前記光学レンズ３００の底面３１０は、第１底部３１２が前記固定プレート６５０の固
定溝６６５と開口部６５２との間の領域上に配置され、前記第２底部３１４が前記固定プ
レート６５０の上面から離隔することができる。実施例に係る光学レンズ３００の構成は
、第１実施例の構成を参照することにする。前記発光素子１００から放出された光は、殆
どが前記固定プレート６５０の開口部６５２を介して前記光学レンズ３００のリセス３１
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５にガイドされ、前記光学レンズ３００の底面３１０に進行して損失した光を減らすこと
が出来る。これによって、前記光学レンズ３００の幅を前記固定プレート６５０の上面よ
り大きくすることができる。前記発光素子１００は、前記固定プレート６５０の開口部６
５２に配置される。前記開口部６５２の側壁６５４が前記発光素子１００の周りに配置さ
れるので、前記発光素子１００から放出された光を反射することができる。
【０３１６】
  前記発光素子１００と前記光学レンズ３００のリセス３１５の底との間の距離(Ｇ５)は
１mm以下、例えば０.７mm以下である。これによって、前記発光素子１００から放出され
た光が前記光学レンズ３００のリセス３１５に効果的に入射することができる。
【０３１７】
  前記固定プレート６５０は、図３７の回路基板４００の上に１つまたは複数個が配列さ
れる。前記複数個の固定プレート６５０は、１列以上配列される。前記発光素子１００は
、前記回路基板４００と連結される。前記固定プレート６５０は、前記回路基板４００と
電気的に連結されなくてもよい。前記固定プレート６５０の第１、２固定部６６２、６６
４は、前記回路基板４００に接着部材によって接着することができる。前記接着部材は、
ハンダのような材質を含むことができる。
【０３１８】
  実施例に係る発光素子１００は、表面に蛍光フィルムが配置される。前記蛍光フィルム
は、青色蛍光体、シアン蛍光体、緑色蛍光体、黄色蛍光体および赤色蛍光体のうち少なく
とも１つまたは複数を含み、単層または多層に配置される。前記蛍光フィルムは、透光性
樹脂材料内に蛍光体が添加される。前記透光性樹脂材料は、シリコンまたはエポキシのよ
うな物質を含み、前記蛍光体は、YAG、TAG、Silicate、Nitride、Oxy‐nitride系物質の
いずれからなることができる。前記蛍光フィルムは、量子点(quantum dot)のような蛍光
体を含むことができる。前記量子点は、ＩＩ‐ＶＩ化合物またはＩＩＩ‐Ｖ族化合物半導
体を含むことができ、赤色、緑色、黄色、赤色の量子点のうち少なくとも１つまたは相互
異なる種類を含むことができる。前記量子点は、量子拘束(quantum confinement)から発
生する光学特性を有するナノメートル大きさの粒子である。特定の励起源(excitation so
urce)で刺激した時、所望の波長の光が量子点から発光されるようにするために、量子点
の特定組成、構造および／または大きさを選択することができる。量子点は、大きさを変
化させることで、可視スペクトル全般にわたって発光するように調整することができる。
前記量子点は、１つ以上の半導体材料を含むことができ、前記半導体材料は、例えばＩＶ
族元素、ＩＩ‐ＶＩ族化合物、ＩＩ‐Ｖ族化合物、ＩＩＩ‐ＶＩ族化合物、ＩＩＩ‐Ｖ族
化合物、ＩＶ‐ＶＩ族化合物、Ｉ‐ＩＩＩ‐ＶＩ族化合物、ＩＩ‐ＩＶ‐ＶＩ族化合物、
ＩＩ‐ＩＶ‐Ｖ族化合物、上述した任意のものを含む合金、および／または三元および四
元混合物または合金を含む、上述した任意のものを含む混合物を含むことができる。前記
量子点は、例えばZnS、ZnSe、ZnTe、CdS、CdSe、CdTe、GaN、GaP、GaAs、GaSb、InP、InA
s、InSb、AlS、AlP、AlAs、PbS、PbSe、Ge、Si、CuInS２、CuInSe２、MgS、MgSe、MgTe等
のようなものおよびこれらの組合からなることができる。
【０３１９】
  実施例に係る発光素子の例を図４１～図４３を参照して説明することにする。図４１は
実施例に係る発光素子の第１例を示した図である。図４１を参照して発光素子および回路
基板の一例を説明することにする。
【０３２０】
  図４１に示すように、発光素子１００は、発光チップ１００Ａを含む。前記発光素子１
００は、発光チップ１００Ａと前記発光チップ１００Ａの上に配置された蛍光体層１５０
を含むことができる。前記蛍光体層１５０は、青色、緑色、黄色、赤色蛍光体のうち少な
くとも１つまたは複数を含み、単層または多層に配置される。前記蛍光体層１５０は、透
光性樹脂材料内に蛍光体が添加される。前記透光性樹脂材料は、シリコンまたはエポキシ
のような物質を含み、前記蛍光体は、YAG、TAG、Silicate、Nitride、Oxy‐nitride系物
質のいずれからなることができる。
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【０３２１】
  前記蛍光体層１５０は、前記発光チップ１００Ａの上面に配置されるか、前記発光チッ
プ１００Ａの上面および側面に配置される。前記蛍光体層１５０は、前記発光チップ１０
０Ａの表面のうち光が放出される領域上に配置され、光の波長を変換させることができる
。
【０３２２】
  前記蛍光体層１５０は、単層または相互異なる蛍光体層を含むことができ、前記相互異
なる蛍光体層は、第１層が赤色、黄色、緑色蛍光体のうちの少なくとも一種類の蛍光体を
有することができ、第２層が前記第１層の上に形成され、赤色、黄色、緑色蛍光体のうち
前記第１層と異なる蛍光体を有することができる。他の例として、前記相互異なる蛍光体
層は、３層以上の蛍光体層を含むことができるが、これに対して限定はしない。
【０３２３】
  他の例として、前記蛍光体層１５０は、フィルムタイプを含むことができる。前記フィ
ルムタイプの蛍光体層は均一な厚さを提供することで、波長変換による色分布が均一とな
る。
【０３２４】
  前記発光チップ１００Ａに対して説明すると、前記発光チップ１００Ａは、基板１１１
、第１半導体層１１３、発光構造物１２０、電極層１３１、絶縁層１３３、第１電極１３
５、第２電極１３７、第１連結電極１４１、第２連結電極１４３および支持層１４０を含
むことができる。
【０３２５】
  前記基板１１１は、透光性、絶縁性または導電性基板を利用することができ、例えばサ
ファイア(Ａｌ２Ｏ３)、SiC、Si、GaAs、GaN、ZnO、Si、GaP、InP、Ge、Ｇａ２Ｏ３のう
ち少なくとも１つを利用することができる。前記基板１１１のトップ面および底面のうち
少なくとも１つまたは両方ともには、複数の凸部(図示しない)が形成され、光抽出効率を
改善させることができる。各凸部の側断面形状は、半球形状、半楕円形状または多角形形
状のうち少なくとも１つを含むことができる。ここで、前記基板１１１は発光チップ１０
０Ａ内から除去することができ、この場合、前記第１半導体層１１３または第１導電型半
導体層１１５が発光チップ１００Ａのトップ層として配置される。
【０３２６】
  前記基板１１１の下には、第１半導体層１１３が形成される。前記第１半導体層１１３
は、ＩＩ族‐Ｖ族元素の化合物半導体を利用して形成することができる。前記第１半導体
層１１３は、ＩＩ族‐Ｖ族元素の化合物半導体を利用して少なくとも一層または複数の層
からなることができる。前記第１半導体層１１３は、例えばＩＩＩ族‐Ｖ族元素の化合物
半導体を利用した半導体層、例えばGaN、InN、AlN、InGaN、AlGaN、InAlGaN、AlInN、AlG
aAs、GaP、GaAs、GaAsP、AlGaInP、GaPのうち少なくとも１つを含むことができる。前記
第１半導体層１１３は、InxAlyGa1-x-yN(０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｘ＋ｙ≦１)の組
成式を有し、バッファ層およびアンドープ(undoped)半導体層のうち少なくとも１つから
なることができる。前記バッファ層は、前記基板と窒化物半導体層との間の格子定数の差
を減らすことができ、前記アンドープ半導体層は、半導体の結晶品質を改善させることが
できる。ここで、前記第１半導体層１１３は形成しなくてもよい。
【０３２７】
  前記第１半導体層１１３の下には、発光構造物１２０が形成される。前記発光構造物１
２０は、ＩＩ族‐Ｖ族元素およびＩＩＩ族‐Ｖ族元素の化合物半導体から選択的に形成さ
れ、紫外線帯域から可視光線帯域の波長範囲内で所定のピーク波長を発光することができ
る。
【０３２８】
  前記発光構造物１２０は、第１導電型半導体層１１５、第２導電型半導体層１１９、前
記第１導電型半導体層１１５と前記第２導電型半導体層１１９との間に形成された活性層
１１７を含み、前記各層１１５、１１７、１１９の上および下のうち少なくとも１つには
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、他の半導体層がさらに配置されるが、これに対して限定はしない。
【０３２９】
  前記第１導電型半導体層１１５は第１半導体層１１３の下に配置され、第１導電型ドー
パントがドーピングされた半導体、例えばｎ型半導体層から具現することができる。前記
第１導電型半導体層１１５は、InxAlyGa1-x-yN(０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｘ＋ｙ≦
１)の組成式を有する。前記第１導電型半導体層１１５は、ＩＩＩ族‐Ｖ族元素の化合物
半導体、例えばGaN、AlN、AlGaN、InGaN、InN、InAlGaN、AlInN、AlGaAs、GaP、GaAs、Ga
AsP、AlGaInPから選択することができる。前記第１導電型ドーパントは、ｎ型ドーパント
としてSi、Ge、Sn、Se、Te等のようなドーパントを含む。
【０３３０】
  前記活性層１１７は第１導電型半導体層１１５の下に配置され、単一量子井戸、多重量
子井戸(MQW)、量子線(quantum wire)構造または量子点(quantum dot)構造を選択的に含み
、井戸層と障壁層の周期を含む。前記井戸層／障壁層の周期は、例えばInGaN／GaN、GaN
／AlGaN、AlGaN／AlGaN、InGaN／AlGaN、InGaN／InGaN、AlGaAs／GaA、InGaAs／GaAs、In
GaP／GaP、AlInGaP／InGaP、InP／GaAsのペアのうち少なくとも１つを含む。
【０３３１】
  前記第２導電型半導体層１１９は、活性層１１７の下に配置される。前記第２導電型半
導体層１１９は、第２導電型ドーパントがドーピングされた半導体、例えばInxAlyGa1-x-
yN(０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、０≦ｘ＋ｙ≦１)の組成式を有する。前記第２導電型半導体
層１１９は、GaN、InN、AlN、InGaN、AlGaN、InAlGaN、AlInN、AlGaAs、GaP、GaAs、GaAs
P、AlGaInPのような化合物半導体のうち少なくとも１つからなることができる。前記第２
導電型半導体層１１９がｐ型半導体層であり、前記第１導電型ドーパントはｐ型ドーパン
トとして、Mg、Zn、Ca、Sr、Baを含むことができる。
【０３３２】
  前記発光構造物１２０は、他の例として、前記第１導電型半導体層１１５をｐ型半導体
層、前記第２導電型半導体層１１９をｎ型半導体層から具現することができる。前記第２
導電型半導体層１１９の上には、前記第２導電型と反対極性を有する第３導電型半導体層
を形成することもできる。また前記発光構造物１２０は、ｎ‐ｐ接合構造、ｐ‐ｎ接合構
造、ｎ‐ｐ‐ｎ接合構造、ｐ‐ｎ‐ｐ接合構造のうちいずれか１つの構造で具現すること
ができる。
【０３３３】
  前記第２導電型半導体層１１９の下には、電極層１３１が形成される。前記電極層１３
１は反射層を含むことができる。前記電極層１３１は、前記発光構造物１２０の第２導電
型半導体層１１９に接触したオーミック接触層を含むことができる。前記反射層は、反射
率が７０％以上の物質、例えばAl、Ag、Ru、Pd、Rh、Pt、Irの金属と前記金属の２以上の
合金から選択することができる。前記反射層の金属は、前記第２導電型半導体層１１９の
下に接触することができる。前記オーミック接触層は、透光性材質、金属または非金属材
質から選択することができる。
【０３３４】
  前記電極層１３１は、透光性電極層／反射層の積層構造を含むことができ、前記透光性
電極層は、例えばITO(indium tin oxide)、IZO(indium zinc oxide)、IZTO(indium zinc 
tin oxide)、IAZO(indium aluminum zinc oxide)、IGZO(indium gallium zinc oxide)、I
GTO(indium gallium tin oxide)、AZO(aluminum zinc oxide)、ATO(antimony tin oxide)
、GZO(gallium zinc oxide)、Ag、Ni、Al、Rh、Pd、Ir、Ru、Mg、Zn、Pt、Au、Hfおよび
これらの選択的な組合で構成された物質からなることができる。前記透光性電極層の下に
は金属材質の反射層が配置され、例えばAg、Ni、Al、Rh、Pd、Ir、Ru、Mg、Zn、Pt、Au、
Hfおよびこれらの選択的な組合で構成された物質からなることができる。前記反射層は、
他の例として、相互異なる屈折率を有する二層が交互に配置されたDBR(distributed brag
g reflection)構造からなることができる。
【０３３５】
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  前記第２導電型半導体層１１９および前記電極層１３１中の少なくとも１つの表面には
ラフネスのような光抽出構造が形成され、このような光抽出構造は入射する光の臨界角を
変化させて、光抽出効率を改善させることができる。
【０３３６】
  前記絶縁層１３３は、前記電極層１３１の下に配置され、前記第２導電型半導体層１１
９の下面、前記第２導電型半導体層１１９および前記活性層１１７の側面、前記第１導電
型半導体層１１５の一部領域に配置される。前記絶縁層１３３は、前記発光構造物１２０
の下部領域のうち前記電極層１３１、第１電極１３５および第２電極１３７を除いた領域
に形成され、前記発光構造物１２０の下部を電気的に保護することになる。
【０３３７】
  前記絶縁層１３３は、Al、Cr、Si、Ti、Zn、Zrのうち少なくとも１つを有する酸化物、
窒化物、フッ化物および硫化物のうち少なくとも１つから形成された絶縁物質または絶縁
性樹脂を含む。前記絶縁層１３３は、例えばＳｉＯ２、Ｓｉ３Ｎ４、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ

２から選択的になることができる。前記絶縁層１３３は、単層または多層からなることが
できるが、これに対して限定はしない。前記絶縁層１３３は、発光構造物１２０の下にフ
リップボンディングするための金属構造物を形成する時、前記発光構造物１２０の層間シ
ョートを防止するために形成される。
【０３３８】
  前記絶縁層１３３は、相互異なる屈折率を有する第１層と第２層が交互に配置されたDB
R(distributed bragg reflector)構造からなることができ、前記第１層はＳｉＯ２、Ｓｉ

３Ｎ４、Ａｌ２Ｏ３、ＴｉＯ２のいずれか１つからなり、前記第２層は、前記第１層以外
の物質のうちいずれか１つからなることができるが、これに対して限定はしない。または
前記第１層および第２層が同じ物質で形成されるか、３層以上の層を有するペア(Pair)か
らなってもよい。この場合、前記電極層は形成しなくてもよい。
【０３３９】
  前記第１導電型半導体層１１５の一部領域の下には第１電極１３５が配置され、前記電
極層１３１の一部の下には第２電極１３７が配置される。前記第１電極１３５の下には第
１連結電極１４１が配置され、前記第２電極１３７の下には第２連結電極１４３が配置さ
れる。
【０３４０】
  前記第１電極１３５は、前記第１導電型半導体層１１５と前記第１連結電極１４１に電
気的に連結され、前記第２電極１３７は、前記電極層１３１を介して前記第２導電型半導
体層１１９と第２連結電極１４３に電気的に連結される。
【０３４１】
  前記第１電極１３５および第２電極１３７は、Cr、Ti、Co、Ni、V、Hf、Ag、Al、Ru、R
h、Pt、Pd、Ta、Mo、Wのうち少なくとも１つまたは合金からなることができ、単層または
多層からなることができる。前記第１電極１３５と前記第２電極１３７は同じ積層構造ま
たは異なる積層構造からなることができる。前記第１電極１３５および前記第２電極１３
７のうち少なくとも１つは、アーム(arm)またはフィンガー(finger)構造のような電流拡
散パターンがさらに形成されてもよい。また前記第１電極１３５および前記第２電極１３
７は、１つまたは複数形成されるが、これに対して限定はしない。前記第１および第２連
結電極１４１、１４３のうち少なくとも１つは複数に配置されるが、これに対して限定は
しない。
【０３４２】
  前記第１連結電極１４１および前記第２連結電極１４３は、電源を供給するリード(lea
d)機能と放熱経路を提供することになる。前記第１連結電極１４１および前記第２連結電
極１４３は、円形状、多角形状、円柱または多角柱のような形状のうち少なくとも１つを
含むことができる。前記第１連結電極１４１および第２連結電極１４３は、金属パウダー
材質、例えばAg、Al、Au、Cr、Co、Cu、Fe、Hf、In、Mo、Ni、Si、Sn、Ta、Ti、Wおよび
これら金属の選択的合金のうちいずれか１つからなることができる。前記第１連結電極１
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４１および第２連結電極１４３は、前記第１電極１３５および第２電極１３７との接着力
を向上させるために、In、Sn、Ni、Cuおよびこれらの選択的な合金のうちのいずれか１つ
の金属でメッキすることができる。
【０３４３】
  前記支持層１４０は熱伝導性材質を含み、前記第１電極１３５、前記第２電極１３７、
前記第１連結電極１４１および前記第２連結電極１４３の周りに配置される。前記支持層
１４０の下面には、前記第１および第２連結電極１４１、１４３の下面が露出される。
【０３４４】
  前記支持層１４０は、発光素子１００を支持する層として使用される。前記支持層１４
０は絶縁性材質から形成され、前記絶縁性材質は、例えばシリコンまたはエポキシのよう
な樹脂層から形成される。他の例として、前記絶縁性材質は、ペーストまたは絶縁性イン
クを含むことができる。前記絶縁性材質の材質の種類としては、polyacrylate resin、ep
oxy resin、phenolic resin、polyamides resin、polyimides rein、unsaturated polyes
ters resin、polyphenylene ether resiN(PPE)、polyphenilene oxide resiN(PPO)、poly
phenylenesulfides resin、cyanate ester resin、benzocyclobutene(BCB)、Polyamido‐
amine Dendrimers(PAMAM)、およびPolypropylene‐imine、Dendrimers(PPI)、およびPAMA
M内部構造および有機シリコン外面を有するPAMAM‐OS(organosilicon)を単独またはこれ
らの組合を含む樹脂から構成されることができる。前記支持層１４０は、前記絶縁層１３
３と異なる物質からなることができる。
【０３４５】
  前記支持層１４０内には、Al、Cr、Si、Ti、Zn、Zrのうち少なくとも１つを有する酸化
物、窒化物、フッ化物、硫化物のような化合物のうち少なくとも１つが添加することがで
きる。ここで、前記支持層１４０内に添加された化合物は、熱拡散剤からなることができ
、前記熱拡散剤は所定大きさの粉末粒子、粒子、フィラー(filler)、添加剤として使用す
ることができる。前記熱拡散剤はセラミック材質を含み、前記セラミック材質は、同時焼
成される低温焼成セラミック(LTCC：low temperature co‐fired ceramic)、高温焼成セ
ラミック(HTCC：high temperature co‐fired ceramic)、アルミナ(alumina)、水晶(quar
tz)、カルシウムジルコネート(calcium zirconate)、カンラン石(forsterite)、SiC、黒
鉛、溶融シリカ(fusedsilica)、ムライト(mullite)、菫青石(cordierite)、ジルコニア(z
irconia)、ベリリア(beryllia)および窒化アルミニウム(aluminum nitride)のうち少なく
とも１つを含む。前記セラミック材質は、窒化物または酸化物のような絶縁性物質のうち
、熱伝導度が窒化物や酸化物より高い金属窒化物からなることができ、前記金属窒化物は
、例えば熱伝導度が１４０W／mK以上の物質を含むことができる。前記セラミック材質は
、例えばＳｉＯ２、ＳｉｘＯｙ、Ｓｉ３Ｎ４、ＳｉｘＮｙ、ＳｉＯｘＮｙ、Ａｌ２Ｏ３、
ＢＮ、Ｓｉ３Ｎ４、SiC(SiC‐BeO)、BeO、CeO、AlNのようなセラミック(Ceramic)系列を
あげることができる。前記熱伝導性物質はＣ(ダイヤモンド、CNT)の成分を含むことがで
きる。
【０３４６】
  前記発光チップ１００Ａは、前記回路基板４００の上にフリップ方式で搭載される。前
記回路基板４００は、金属層４７１、前記金属層４７１の上に絶縁層４７２、前記絶縁層
４７２の上に複数のリード電極４７３、４７４を有する回路層(図示しない)および前記回
路層を保護する保護層４７５を含む。前記金属層４７１は放熱層として、熱伝導性が高い
金属、例えばＣｕまたはＣｕ合金のような金属を含み、単層または多層構造からなること
ができる。
【０３４７】
  前記絶縁層４７２は、前記金属層４７１と回路層との間を絶縁する。前記絶縁層は、エ
ポキシ、シリコン、ガラス繊維、プリプレグ(prepreg)、ポリフタラミド(PPA：Polyphtha
lamide)、LCP(Liquid Crystal Polymer)、PA9T(Polyamide9T)のような樹脂材質のうち少
なくとも１つを含むことができる。また前記絶縁層４７２内には金属酸化物、例えばＴｉ
Ｏ２、ＳｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３のような添加剤が添加されるが、これに対して限定はしない
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。他の例として、前記絶縁層４７２は、グラフェンのような材質をシリコンまたはエポキ
シのような絶縁物質内に添加して用いることができるが、これに対して限定はしない。
【０３４８】
  前記絶縁層４７２は、前記金属層４７１が陽極酸化(anodizing)過程によって形成され
た陽極酸化(anodizing)された領域からなることができる。ここで、前記金属層４７１は
アルミニウム材質であり、前記陽極酸化された領域はＡｌ２Ｏ３のような材質で配置され
る。
【０３４９】
  前記第１および第２リード電極４７３、４７４は、発光チップ１００Ａの第１および第
２連結電極１４１、１４３と電気的に連結される。前記第１および第２リード電極４７３
、４７４と前記発光チップ１００Ａの連結電極１４１、１４３との間には伝導性接着剤４
６１、４６２が配置される。前記伝導性接着剤４６１、４６２はソルダー材質のような金
属材質を含むことができる。前記第１リード電極４７３および第２リード電極４７４は回
路パターンとして、電源を供給することになる。
【０３５０】
  前記保護層４７５は、前記回路層の上に配置される。前記保護層４７５は反射材質を含
み、例えばレジスト材質、例えば白色のレジスト材質からなることができるが、これに対
して限定はしない。前記保護層４７５は反射層として機能することができ、例えば吸収率
よりも反射率が高い材質からなることができる。他の例として、前記保護層４７５は光を
吸収する材質からなることができ、前記光吸収材質は黒色レジスト材質を含むことができ
る。
【０３５１】
  図４２を参照して発光素子の第２例を説明することにする。
【０３５２】
  図４２に示すように、発光素子１００は、発光チップ１００Ｂを含む。前記発光素子１
００は、発光チップ１００Ｂと前記発光チップ１００Ｂの上に配置された蛍光体層１５０
を含むことができる。前記蛍光体層１５０は、青色、緑色、黄色、赤色蛍光体のうち少な
くとも１つまたは複数を含み、単層または多層に配置される。前記蛍光体層１５０は、透
光性樹脂材料内に蛍光体が添加される。前記透光性樹脂材料は、シリコンまたはエポキシ
のような物質を含み、前記蛍光体は、YAG、TAG、Silicate、Nitride、Oxy‐nitride系物
質のいずれからなることができる。
【０３５３】
  前記蛍光体層１５０は、前記発光チップ１００Ｂの上面に配置されるか、前記発光チッ
プ１００Ｂの上面および側面に配置される。前記蛍光体層１５０は、前記発光チップ１０
０Ｂの表面のうち光が放出される領域上に配置され、光の波長を変換させることができる
。
【０３５４】
  前記発光チップ１００Ｂは、基板１１１、第１半導体層１１３、発光構造物１２０、電
極層１３１、絶縁層１３３、第１電極１３５、第２電極１３７、第１連結電極１４１、第
２連結電極１４３および支持層１４０を含むことができる。前記基板１１１および第２半
導体層１１３は除去されてもよい。
【０３５５】
  発光素子１００の発光チップ１００Ｂと回路基板４００は、連結電極１６１、１６２に
連結され、前記連結電極１６１、１６２は伝導性バンプ、すなわちソルダーバンプを含む
ことができる。前記伝導性バンプは、各電極１３５、１３７の下に１つまたは複数配列さ
れるが、これに対して限定はしない。前記絶縁層１３３は、第１および第２電極１３５、
１３７を露出させ、前記第１および第２電極１３５、１３７は連結電極１６１、１６２と
電気的に連結される。
【０３５６】
  図４３を参照して発光素子の第３例を説明することにする。
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【０３５７】
  図４３に示すように、発光素子１００は、回路基板４００に連結された発光チップ２０
０Ａを含む。前記発光素子１００は、発光チップ２００Ａの表面に配置された蛍光体層２
５０を含むことができる。前記蛍光体層２５０は入射する光の波長を変換することになる
。前記発光素子１００の上には、図４のように光学レンズ(図４の３００)が配置されて、
前記発光チップ２００Ａから放出された光の指向特性を調節することになる。
【０３５８】
  前記発光チップ２００Ａは、発光構造物２２５および複数のパッド２４５、２４７を含
む。前記発光構造物２２５は、ＩＩ族‐ＶＩ族元素の化合物半導体層、例えばＩＩＩ族‐
Ｖ族元素の化合物半導体層またはＩＩ族‐ＶＩ族元素の化合物半導体層からなることがで
きる。前記複数のパッド２４５、２４７は、前記発光構造物２２５の半導体層に選択的に
連結され、電源を供給することになる。
【０３５９】
  前記発光構造物２２５は、第１導電型半導体層２２２、活性層２２３および第２導電型
半導体層２２４を含む。前記発光チップ２００Ａは、基板２２１を含むことができる。前
記基板２２１は、前記発光構造物２２５の上に配置される。前記基板２２１は、例えば透
光性、絶縁性基板または伝導性基板からなることができる。このような構成は、図４の発
光構造物および基板に対する説明を参照することにする。
【０３６０】
  前記発光チップ２００Ａは、下部にパッド２４５、２４７が配置され、前記パッド２４
５、２４７は、第１および第２パッド２４５、２４７を含む。前記第１および第２パッド
２４５、２４７は、前記発光チップ２００Ａの下に相互離隔して配置される。前記第１パ
ッド２４５は前記第１導電型半導体層２２２と電気的に連結され、前記第２パッド２４７
は第２導電型半導体層２２４と電気的に連結される。前記第１および第２パッド２４５、
２４７は、底の形状が多角形または円形状であるか、回路基板４００の第１および第２リ
ード電極４１５、４１７の形状と対応する形状を有することができる。前記第１および第
２パッド２４５、２４７のそれぞれの下面面積は、例えば第１および第２リード電極４１
５、４１７のそれぞれの上面の大きさと対応する大きさを有することができる。
【０３６１】
  前記発光チップ２００Ａは、前記基板２２１と前記発光構造物２２５との間にバッファ
層(図示しない)およびアンドープ半導体層(図示しない)のうち少なくとも１つを含むこと
ができる。前記バッファ層は、前記基板２２１と半導体層との格子定数の差を緩和させる
ための層として、ＩＩ族‐ＶＩ族化合物半導体から選択的になることができる。前記バッ
ファ層の下には、アンドープされたＩＩＩ族‐Ｖ族化合物半導体層がさらに形成されるが
、これに対して限定はしない。前記基板２２１は除去されてもよい。前記基板２２１が除
去された場合、蛍光体層２５０は、前記第１導電型半導体層２２２の上面や他の半導体層
の上面に接触することができる。
【０３６２】
  前記発光チップ２００Ａは、第１および第２電極層２４１、２４２、第３電極層２４３
、絶縁層２３１、２３３を含む。前記第１および第２電極層２４１、２４２のそれぞれは
、単層または多層からなることができ、電流拡散層として機能することができる。前記第
１および第２電極層２４１、２４２は、前記発光構造物２２５の下に配置された第１電極
層２４１と、前記第１電極層２４１の下に配置された第２電極層２４２を含むことができ
る。前記第１電極層２４１は電流を拡散させ、前記第２電極層２４１は入射する光を反射
させることになる。
【０３６３】
  前記第１および第２電極層２４１、２４２は、相互異なる物質からなることができる。
前記第１電極層２４１は透光性材質からなることができ、例えば金属酸化物または金属窒
化物からなることができる。前記第１電極層は、例えばITO(indium tin oxide)、ITON(IT
O nitride)、IZO(indium zinc oxide)、IZON(IZO nitride)、IZTO(indium zinc tin oxid
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e)、IAZO(indium aluminum zinc oxide)、IGZO(indium gallium zinc oxide)、IGTO(indi
um gallium tin oxide)、AZO(aluminum zinc oxide)、ATO(antimony tin oxide)、GZO(ga
llium zinc oxide)から選択的になることができる。前記第２電極層２４２は、前記第１
電極層２４１の下面と接触して反射電極層として機能することができる。前記第２電極層
２４２は金属、例えばAg、AuまたはAlを含む。前記第２電極層２４２は、前記第１電極層
２４１が一部領域が除去された場合、前記発光構造物２２５の下面に部分的に接触するこ
とができる。
【０３６４】
  他の例として、前記第１および第２電極層２４１、２４２の構造は、ODR(Omni Directi
onal Reflector layer)構造で積層されてもよい。前記ODR(Omni Directional Reflector 
layer)構造は、低い屈折率を有する第１電極層２４１と、前記第１電極層２４１と接触し
た高反射材質の金属材質である第２電極層２４２の積層構造からなることができる。前記
電極層２４１、２４２は、例えばITO／Agの積層構造からなることができる。このような
前記第１電極層２４１と第２電極層２４２との間の界面で全方位反射角を改善させること
ができる。
【０３６５】
  他の例として、前記第２電極層２４２は除去されてもよく、異なる材質の反射層からな
ることができる。前記反射層は、DBR(distributed bragg reflector)構造からなることが
でき、前記DBR(distributed bragg reflector)構造は、相互異なる屈折率を有する２つの
誘電体層が交互に配置された構造を含み、例えばＳｉＯ２層、Ｓｉ３Ｎ４層、ＴｉＯ２層
、Ａｌ２Ｏ３層およびＭｇＯ層のうち相互異なるいずれか１つをそれぞれ含むことができ
る。他の例として、前記電極層２４１、２４２は、DBR(distributed bragg reflector)構
造とODR(Omni Directional Reflector layer)構造を両方とも含むことができ、この場合
９８％以上の光反射率を有する発光チップ２００Ａを提供することができる。前記フリッ
プ方式で搭載された発光チップ２００Ａは、前記第２電極層２４２から反射された光が基
板２２１を介して放出されるので、垂直上方向に殆どの光を放出することができる。また
前記発光チップ２００Ａの側面に放出された光は、反射シート６００によって光学レンズ
の入射面領域に反射される。
【０３６６】
  前記第３電極層２４３は、前記第２電極層２４２の下に配置され、前記第１および第２
電極層２４１、２４２と電気的に絶縁される。前記第３電極層２４３は、金属、例えばチ
タニウム(Ti)、銅(Cu)、ニッケル(Ni)、金(Au)、クロム(Cr)、タンタル(Ta)、白金(Pt)、
錫(Sn)、銀(Ag)、リン(P)のうち少なくとも１つを含む。前記第３電極層２４３の下には
、第１パッド２４５および第２パッド２４７が配置される。前記絶縁層２３１、２３３は
、第１および第２電極層２４１、２４２、第３電極層２４３、第１および第２パッド２４
５、２４７、発光構造物２２５の層間の不必要な接触を遮断することになる。前記絶縁層
２３１、２３３は、第１および第２絶縁層２３１、２３３を含む。前記第１絶縁層２３１
は、前記第３電極層２４３と第２電極層２４２との間に配置される。前記第２絶縁層２３
３は、前記第３電極層２４３と第１／２パッド２４５、２４７との間に配置される。前記
第１および第２パッド２４５、２４７は、前記第１および第２リード電極４１５、４１７
と同じ物質を含むことができる。
【０３６７】
  前記第３電極層２４３は、前記第１導電型半導体層２２２と連結される。前記第３電極
層２４３の連結部２４４は、前記第１、２電極層２４１、２４２および発光構造物２２５
の下部を介してビア構造で突出し、第１導電型半導体層２２２と接触する。前記連結部２
４４は複数配置される。前記第３電極層２４３の連結部２４４の周りには、前記第１絶縁
層２３１の一部２３２が延長されて、第３電極層(２４３と前記第１および第２電極層２
４１、２４２、第２導電型半導体層２２４および活性層２２３との間の電気的な連結を遮
断する。前記発光構造物２２５の側面には、側面保護のために絶縁層が配置されるが、こ
れに対して限定はしない。
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【０３６８】
  前記第２パッド２４７は、前記第２絶縁層２３３の下に配置され、前記第２絶縁層２３
３のオープン領域を介して前記第１および第２電極層２４１、２４２のうち少なくとも１
つと接触または連結される。前記第１パッド２４５は、前記第２絶縁層２３３の下に配置
され、前記第２絶縁層２３３のオープン領域を介して前記第３電極層２４３と連結される
。これによって、前記第１パッド２４７の突起２４８は、第１、２電極層２４１、２４２
を介して第２導電型半導体層２２４に電気的に連結され、第２パッド２４５の突起２４６
は、第３電極層２４３を介して第１導電型半導体層２２２に電気的に連結される。
【０３６９】
  前記第１および第２パッド２４５、２４７は、前記発光チップ２００Ａの下部で相互離
隔し、前記回路基板４００の第１および第２リード電極４１５、４１７と対面する。前記
第１および第２パッド２４５、２４７には、多角形形状のリセス２７１、２７３を含むこ
とができ、前記リセス２７１、２７３は、前記発光構造物２２５の方向に膨らむように形
成される。前記リセス２７１、２７３は、前記第１および第２パッド２４５、２４７の厚
さと同一または小さい深さで形成され、このようなリセス２７１、２７３の深さは、前記
第１および第２パッド２４５、２４７の表面積を増加させることができる。
【０３７０】
  前記第１パッド２４５と第１リード電極４１５との間の領域および前記第２パッド２４
７と第２リード電極４１７との間の領域には、接合部材２５５、２５７が配置される。前
記接合部材２５５、２５７は電気伝導性物質を含むことができ、一部は前記リセス２７１
、２７３に配置される。前記第１および第２パッド２１５、２１７は、前記接合部材２５
５、２５７がリセス２７１、２７３に配置されるので、前記接合部材２５５、２５７と第
１および第２パッド２４５、２４７との間の接着面積が増加する。これによって、第１お
よび第２パッド２４５、２４７と第１および第２リード電極４１５、４１７が接合される
ので、発光チップ２００Ａの電気的な信頼性および放熱効率を改善させることができる。
【０３７１】
  前記接合部材２５５、２５７は、ソルダーペースト材質を含むことができる。前記ソル
ダーペースト材質は、金(Au)、錫(Sn)、鉛(Pb)、銅(Cu)、ビスマス(Bi)、インジウム(In)
、銀(Ag)のうち少なくとも１つを含む。前記接合部材２５５、２５７は、熱伝達を回路基
板４００に直接伝導するので、熱伝導効率がパッケージを利用した構造より改善される。
また前記接合部材２５５、２５７は、発光チップ２００Ａの第１および第２パッド２４５
、２４７との熱膨張係数の差が少ない物質であるので、熱伝導効率を改善させることがで
きる。
【０３７２】
  前記接合部材２５５、２５７は、他の例として伝導性フィルムを含むことができ、前記
伝導性フィルムは、絶縁性フィルム内に１つ以上の導電性粒子を含む。前記導電性粒子は
、例えば、金属、金属合金、炭素のうち少なくとも１つを含むことができる。前記導電性
粒子は、ニッケル、銀、金、アルミニウム、クロム、銅および炭素のうち少なくとも１つ
を含むことができる。前記伝導性フィルムは、異方性(Anisotropic)伝導フィルムまたは
異方性導電接着剤を含むことができる。
【０３７３】
  前記発光チップ２００Ａと前記回路基板４００との間には、接着部材、例えば熱伝導性
フィルムを含むことができる。前記熱伝導性フィルムは、ポリエチレンテレフタレート、
ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリブチレンナフタレート等
のポリエーテル樹脂と、ポリイミド樹脂と、アクリル樹脂と、ポリスチレンおよびアクリ
ロニトリル‐スチレン等のスチレン系樹脂と、ポリカーボネート樹脂と、ポリ乳酸樹脂と
、ポリウレタン樹脂等を用いることができる。また、ポリエチレン、ポリプロピレン、エ
チレン‐プロピレン共重合体のようなポリオレフィン樹脂と、ポリビニルクロライド、ポ
リビニリデンクロライド等のビニル樹脂と、ポリアミド樹脂と、スルホン系樹脂と、ポリ
エーテル‐エーテルケトン系樹脂と、アリレート系樹脂または前記樹脂のブレンドのうち
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【０３７４】
  前記発光チップ２００Ａは、回路基板４００の表面および発光構造物２２５の側面およ
び上面を介して光を放出することで、光抽出効率を改善させることができる。このような
回路基板４００の上に発光チップ２００Ａを直接ボンディングすることができるので、工
程を簡素化することができる。また、発光チップ２００Ａの放熱が改善されることで、照
明分野等に有用に活用することができる。
【０３７５】
  図４８および図４９は第５実施例に係る光学レンズにおいて、リセスの深さに応じたＸ
軸方向とＹ軸方向の輝度分布であり、図５０はＹ軸方向の色差分布を示した図である。
【０３７６】
  図４８～図５０において、光学レンズの例１、例２、例３は７mm～７.５mmの範囲でリ
セスの底の長さはＤ３＞Ｄ４の関係を有し、前記リセスの深さを漸減させた構造である。
このようなリセスの深さを低くすることで、半値幅がより狭くなるということが分かり、
図５０のように側方向に広く分布することが分かる。
【０３７７】
  実施例は、相互異なる軸方向の輝度分布が異なる光学レンズを提供することができる。
実施例は、光学レンズの個数を減らすことができる。実施例は、光学レンズから抽出され
た光によるホットスポットのようなノイズを減らすことができる。実施例は、回路基板の
上に配置された光学レンズ間の干渉を減らすことができる。実施例は、ライトユニット内
に配置される発光素子および光学レンズの個数を減らすことができる。実施例は、１つの
バー形状の光源モジュールを有する表示装置用ライトユニットを提供することができる。
実施例は、光学レンズを有する光源モジュールおよびライトユニットの信頼性を改善させ
ることができる。実施例は、隣接した光学レンズ間の干渉を最小化して画像を改善するこ
とができる。実施例は、光源モジュールを有する照明システムの信頼性を改善させること
ができる。実施例に係る光学レンズおよびこれを備えた光源モジュールを有する表示装置
は、携帯端末機、ノートパソコンのモニター、ラップトップコンピュータのモニター、テ
レビ等に適用することができる。実施例に係る光源モジュールは、ライトユニットに適用
することができる。前記ライトユニットは、１つまたは複数の光源モジュールを有する構
造を含み、３次元ディスプレイ、各種照明灯、信号灯、車両前照灯、電光掲示板等を含む
ことがある。
【０３７８】
  以上、各実施例で説明された特徴、構造、効果等は本発明の少なくとも一つの実施例に
含まれ、必ずしも一つの実施例にのみ限定されるものではない。また、各実施例で例示さ
れた特徴、構造、効果等は本発明が属する分野の通常の知識を有する者によって他の実施
例に対しても組合せまたは変形して実施可能である。よってそのような組合せと変形に係
る内容は、本発明の範囲に含まれると解釈されるべきである。
【０３７９】
    また、以上では実施例を中心に説明したが、これは単に例示に過ぎず、本発明を限定
するものではなく、本発明が属する分野の通常の知識を有した者であれば、本実施例の本
質的な特性を逸脱しない範囲で、以上に例示されていない様々な変形と応用が可能である
ことは自明である。例えば、実施例に具体的に示された各構成要素は変形して実施できる
ものである。そして、このような変形と応用に係る差異点は、添付された請求の範囲で規
定する本発明の範囲に含まれるものと解釈されるべきである。
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